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２
０
２
０
年　
京
都
キ
リ
ス
ト
召
団
聖
日
集
会　
講
筵
要
旨
見
出
し

　

２
０
２
０
年
1
月
5
日
（
一
人
一
人
が
キ
リ
ス
ト
と
直
結
）

２
０
２
０
年
1
月
12
日
（
聖
霊
の
火
の
燃
ゆ
る
祈
り
の
集
会
）

２
０
２
０
年
1
月
26
日
（
キ
リ
ス
ト
に
お
け
る
新
し
い
生
活
）

２
０
２
０
年
2
月
2
日
（
愛
は
律
法
の
完
全
な
り
）

２
０
２
０
年
2
月
9
日
（
主
の
十
字
架
の
贖
い
の
業
）

２
０
２
０
年
2
月
16
日
（
地
上
界
（
現
象
界
）
と
天
上
界
（
根
源
界
））

２
０
２
０
年
2
月
23
日
（
神
讃
美
以
外
に
な
い
）

２
０
２
０
年
3
月
1
日
（
廓
然
無
聖
）

２
０
２
０
年
3
月
8
日
（
十
字
架
道
を
実
践
）

２
０
２
０
年
3
月
15
日
（
我
が
救
い
主
は
キ
リ
ス
ト
）

２
０
２
０
年
3
月
22
日
（
互
い
に
忍
び
赦
し
合
う
）

２
０
２
０
年
3
月
29
日
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
い
う
見
え
な
い
敵
）

２
０
２
０
年
4
月
5
日
（
3
密
を
避
け
る
よ
う
行
動
変
容
）

２
０
２
０
年
4
月
26
日
（
３
密
を
避
け
る
た
め
4
月
12
日
以
降
休
会
）

２
０
２
０
年
5
月
3
日
（
主
キ
リ
ス
ト
か
ら
賜
わ
っ
た
新
生
命
）

２
０
２
０
年
5
月
9
日
（
キ
リ
ス
ト
直
結
、
一
人
一
召
団)

２
０
２
０
年
5
月
17
日
（
新
型
コ
ロ
ナ
捕
囚
か
ら
の
解
放
と
正
常
な
日
常
生
活
へ
の
復
帰
）

２
０
２
０
年
5
月
30
日　
京
都
キ
リ
ス
ト
召
団
集
会
再
開
の
お
知
ら
せ

２
０
２
０
年
5
月
31
日
「
十
字
架
と
聖
霊
」
―
―
福
音
（
キ
リ
ス
ト
道
）
の
原
点

２
０
２
０
年
6
月
7
日
「
神
讃
美
の
生
涯
」
―
―
人
生
の
目
的
は
神
讃
美

２
０
２
０
年
6
月
14
日
「
結
果
」
に
依
存
し
な
い
「
信
」

２
０
２
０
年
6
月
28
日
「
喜
び
、
歓
喜
」

２
０
２
０
年
7
月
5
日
「
祈
り
た
る
事
は
叶
え
ら
れ
た
り
と
せ
よ
」

２
０
２
０
年
7
月
12
日
「
わ
が
賜
り
し
福
音
」

２
０
２
０
年
7
月
19
日
「
生
命
の
御
霊
の
法
」
VS
（
対
）「
罪
と
死
の
法
」

２
０
２
０
年
7
月
26
日
「
今
日
も
明
日
も
次
の
日
も
我
は
進
み
往
く
べ
し
」

２
０
２
０
年
8
月
2
日
「
人
は
何
に
よ
っ
て
生
き
る
か
？
」

２
０
２
０
年
8
月
16
日
「
汝
は
我
が
愛
し
む
子
、
わ
が
悦
ぶ
者
な
り
」

２
０
２
０
年
8
月
30
日
「
小
さ
き
者
を
顧
み
給
う
神
」（
聖
書
随
想
①
）

２
０
２
０
年
9
月
6
日
「
ま
ず
『
神
の
国
』
と
『
神
の
義
』
と
を
！
」

２
０
２
０
年
9
月
13
日
「
い
つ
ま
で
も
存
続
す
る
も
の
」
―
―
信
仰
・
希
望
・
愛

２
０
２
０
年
9
月
20
日
「
忍
耐
の
勝
利
」



V21-#1:2/50 ２０２０年　京都キリスト召団聖日集会　講筵要旨見出し 　

制作・著作：  HP「小池・奥田文庫」 ファイル名：PDF 奥田講話第 21 巻 作成 2024/09/09 出力 2025/03/27修正 2025/03/27

２
０
２
０
年
9
月
27
日
「
御
名
」

２
０
２
０
年
10
月
4
日
「
暗
き
に
坐
す
る
民
は
大
な
る
光
を
見
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
死
の
地
と
死
の
蔭
と
に
坐
す
る
者
に
光
の
ぼ
れ
り
」

２
０
２
０
年
10
月
11
日
「
御
国
の
福
音
を
宣
べ
つ
た
へ
」（
マ
タ
イ
伝
４
章
23
節
）

２
０
２
０
年
10
月
18
日
「
恵
福
な
る
か
な
、
霊
の
貧
し
き
者
」（
マ
タ
イ
伝
５
章
３
節
）

２
０
２
０
年
10
月
25
日
「
恵
福
な
る
か
な
、
霊
の
貧
し
き
者
」（
マ
タ
イ
５
章
３
節
）」（
続
）

２
０
２
０
年
11
月
1
日
「
我
ら
、
既
に
神
の
子
た
り
」（
ヨ
ハ
ネ
第
一
書
３
章
１
～
２
節
）

２
０
２
０
年
11
月
8
日
「
霊
」
と
「
肉
」

２
０
２
０
年
11
月
15
日
「
キ
リ
ス
ト
・
イ
エ
ス
に
在
る
生
命
と
御
霊
の
法
」

２
０
２
０
年
11
月
22
日
「
救
い
の
確
か
さ
」
―
―
「
十
字
架
」
が
土
台
、「
聖
霊
」
が
確
証
―

２
０
２
０
年
11
月
22
日
「
２
０
２
０
年　
ク
リ
ス
マ
ス
集
会　
ご
案
内
」

２
０
２
０
年
11
月
29
日
「
平
安
汝
ら
に
在
れ
！
」

２
０
２
０
年
12
月
6
日
「
御
霊
の
結
ぶ
実
」

２
０
２
０
年
12
月
13
日
「
汝
ら
の
天
の
父
の
全
き
が
如
く
、
汝
ら
も
全
か
れ
」

２
０
２
０
年
12
月
20
日
「
主
キ
リ
ス
ト
か
ら
の
贈
り
物
」
―
―
「
見
え
る
も
の
」
と
「
見
え
な
い
も
の
」

〔
編
者
註
：
２
０
２
０
年
1
月
5
日
か
ら
5
月
17
日
ま
で
の
本
文
に
は
講
筵
題
名
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
仮
の
タ
イ
ト
ル
を
（　

）
内
に
表
示
し
た
〕
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（
一
人
一
人
が
キ
リ
ス
ト
と
直
結
）

２
０
２
０
年
1
月
5
日

新
年
を
迎
え
て
、
奥
田
先
生
は
、

「
自
分
は
、キ
リ
ス
ト
と
人
と
を
繋
ぐ
媒
介
者
に
過
ぎ
な
い
。
一
人
一
人
が
キ
リ
ス
ト
と
直
結
し
、

そ
の
恵
み
を
持
ち
よ
る
集
会
と
な
っ
て
欲
し
い
。」

と
語
ら
れ
た
。
主
ご
自
身
が
、

「
こ
の
火
（
聖
霊
）
が
既
に
燃
え
て
い
た
ら
と
、
ど
ん
な
に
願
っ
て
い
る
こ
と
か
。」（
ル
カ

12
・
49
）

と
我
々
一
人
一
人
と
霊
的
な
交
わ
り
を
切
望
さ
れ
て
い
る
。
人
類
が
自
ら
の
意
思
で
主
に
心
か
ら
立
ち
帰

り
、
神
に
降
参
し
、
永
遠
に
神
と
の
交
わ
り
の
中
で
幸
せ
に
生
き
、
神
を
讃
美
し
神
に
栄
光
を
帰
す
る
よ

う
に
な
る
ま
で
、
主
の
御
計
画
は
続
く
に
違
い
な
い
。

「
我
々
の
戦
い
は
血
肉
（
人
間
）
を
相
手
に
す
る
の
で
は
な
く
、
支
配
と
権
威
、
暗く

ら
や
み闇

の
世

界
の
支
配
者
、
天
に
い
る
悪
の
諸
霊
を
相
手
に
す
る
も
の
な
の
だ
。」（
エ
ペ
ソ
6
・
12
）

「
迫
害
す
る
者
を
呪
わ
ず
、
む
し
ろ
祝
福
を
祈
り
、
悪
に
対
し
て
悪
を
返
さ
ず
、
全
て
の
人

の
前
で
善
を
行
い
、
悪
に
負
け
る
こ
と
な
く
、
善
を
も
っ
て
悪
に
勝
ち
な
さ
い
。」（
ロ
ー
マ

書
12
・
14
～
21
）

と
パ
ウ
ロ
は
我
々
に
勧
め
て
い
る
。
主
は
、
誰
に
対
し
て
も
、
天
国
に
入
る
こ
と
を
拒
ま
れ
な
い
。
そ
の

者
の
誤
っ
た
生
き
方
が
天
国
を
息
苦
し
い
と
感
じ
さ
せ
、
自
ら
を
暗
闇
に
追
い
や
り
、
決
し
て
安
ら
ぐ
こ

と
の
な
い
責
め
苦
の
状
態
に
置
く
の
だ
。
天
界
の
キ
リ
ス
ト
の
前
で
は
、
何
一
つ
隠
し
事
は
通
用
し
な
い
。

全
て
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
為
、
人
は
主
に
降
参
し
て
赦
し
を
乞
う
て
平
安
を
得
る
か
、
降
参
せ
ず
自
ら
を

暗
闇
に
追
い
や
っ
て
不
安
に
さ
い
な
ま
れ
て
生
き
る
か
し
か
な
い
。

主
は
、
こ
の
よ
う
な
暗
闇
に
さ
ま
よ
う
人
類
を
救
済
す
べ
く
、
罪
（
利
己
主
義
、
傲
慢
、
虚
偽
、
貪
欲
、
姦

淫
、
盗
み
等
々
）
に
ま
み
れ
た
地
上
に
受
肉
さ
れ
、
人
類
の
過
去
・
現
在
・
未
来
の
一
切
の
罪
を
身
に
負
っ

て
、
十
字
架
で
我
々
に
代
わ
っ
て
裁
き
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
我
々
に
赦
し
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
。

罪
な
る
古
き
我
は
主
の
十
字
架
と
共
に
葬
ら
れ
た
の
だ
。（
ガ
ラ
テ
ヤ
2
・
20
）

し
か
し
、
存
在
そ
の
も
の
が
罪
で
あ
っ
た
我
々
は
、
主
の
赦
し
と
救
い
の
平
安
の
中
で
本
来
の
姿
を
忘

れ
て
、
自
ら
を
神
と
思
い
込
ん
だ
り
、
滅
ぶ
べ
き
こ
の
世
と
運
命
を
共
に
せ
ぬ
よ
う
、
霊
魂
を
目
覚
め
さ

せ
る
為
に
、
主
の
十
字
架
の
救
い
に
い
つ
も
立
ち
帰
る
よ
う
、
促
さ
れ
る
の
だ
。

我
々
の
ど
ん
な
マ
イ
ナ
ス
も
、
主
の
十
字
架
で
片
付
け
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
取
り
、

「
お
前
は
根
源
的
に
罪
な
き
者
と
さ
れ
た
。
大
丈
夫
だ
。
安
心
し
て
行
け
」

と
の
主
の
励
ま
し
を
受
け
取
る
者
は
、
感
謝
の
思
い
で
、
主
の

「
自
分
の
十
字
架
を
負
っ
て
、わ
た
し
に
従
い
な
さ
い
（
罪
＝
利
己
主
義
か
ら
脱
却
し
な
さ
い
）」

と
の
厳
し
い
御
言
葉
に
も
歓
ん
で
従
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
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（
聖
霊
の
火
の
燃
ゆ
る
祈
り
の
集
会
）

２
０
２
０
年
1
月
12
日

奥
田
先
生
は
、
新
年
集
会
で
、
京
都
召
団
は
、「
聖
霊
の
火
の
燃
ゆ
る
祈
り
の
集
会
」
に
な
る
こ
と
、
各

召
団
員
は
、「
火
を
投
ぜ
ん
と
て
来
り
給
う
た
キ
リ
ス
ト
」
の
ご
本
願
に
応
え
る
こ
と
を
今
年
の
目
標
に
す

る
と
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
に
は
、
ル
カ
伝
12
章
49
節
以
下
に
あ
る
、

「
我
は
火
を
地
に
投
ぜ
ん
と
て
来
た
れ
り
。
此
の
火
既
に
燃
え
た
ら
ん
に
は
、
我
ま
た
何
を

か
望
ま
ん
。さ
れ
ど
我
に
は
受
く
べ
き
バ
プ
テ
ス
マ
あ
り
、そ
の
成
し
遂
げ
ら
れ
る
ま
で
は
、

思
い
迫
る
こ
と
如
何
ば
か
り
ぞ
や
。」

と
の
主
の
叫
び
を
共
有
し
た
い
と
の
お
気
持
ち
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

今
日
の
集
会
は
、
年
頭
の
決
意
を
実
践
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
、
短
い
な
が
ら
も
内
容
豊
か
な
講
筵
と
、

多
く
の
兄
弟
姉
妹
の
祈
り
が
捧
げ
ら
れ
た
聖
霊
の
集
会
と
な
り
ま
し
た
。

詩
篇
127
篇
は
、
勤
勉
に
寝
る
間
も
惜
し
ん
で
働
い
て
家
を
建
て
て
も
（
地
位
、
財
産
、
健
康
等
こ
の
世
で
成

功
し
た
と
思
わ
れ
る
も
の
を
得
て
も
）、
神
様
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
、
神
様
に
よ
っ
て
守
ら
れ
な
い
か
ぎ
り
盤

石
で
は
な
く
、
空
し
い
も
の
で
は
な
い
か
と
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い
ま
す
。
こ
の
疑
問
に
対
し
て
は
、
視

点
を
逆
転
さ
せ
て
、
人
間
の
力
に
頼
る
こ
と
を
止
め
、
ま
ず
神
の
国
を
求
め
る
こ
と
（
キ
リ
ス
ト
に
心
を
向

け
る
こ
と
）
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
キ
リ
ス
ト
が
私
た
ち
の
家
を
建
て
て
守
っ
て
く
だ
さ
り
、
そ
の
家
を

神
様
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
も
の
と
さ
せ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
自
分
の
人
生
全
部
を
キ
リ
ス
ト
に
委
ね
て
、

キ
リ
ス
ト
の
た
め
に
捧
げ
て
ゆ
く
と
い
う
生
き
方
を
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
が
私
た
ち
へ
の
キ
リ
ス
ト
の

ご
本
願
で
す
。

詩
篇
130
篇
か
ら
は
、
神
様
の
前
に
立
つ
と
、
深
き
淵
（
人
間
の
罪
深
さ
）
が
示
さ
れ
ま
す
（
３
節
）
が
、

十
字
架
に
お
け
る
絶
対
的
な
許
し
（
４
節
）
が
あ
る
の
で
、
恵
み
を
素
直
に
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
、
苦
労

の
多
い
人
生
で
す
が
、
高
い
次
元
の
命
（
聖
霊
の
賜
う
命
）
を
受
け
取
っ
て
い
る
か
ど
う
か
が
人
生
の
重
要

な
分
か
れ
目
に
な
る
、
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

で
は
、
聖
霊
が
何
故
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。
キ
リ
ス
ト
が
私
た
ち
に
聖
霊
を
与
え
ら
れ
る
の
は
、
私

た
ち
が
霊
の
次
元
で
ご
自
身
と
同
じ
姿
に
な
り
、
人
に
聖
霊
を
分
ち
与
え
る
こ
と
を
願
っ
て
お
ら
れ
る
か

ら
で
す
。
聖
霊
を
い
た
だ
き
、
キ
リ
ス
ト
の
ご
本
願
に
応
え
る
た
め
に
は
何
よ
り
も
祈
り
が
大
事
で
す
。

祈
り
の
火
が
燃
え
て
い
る
か
ど
う
か
が
召
団
に
問
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

詩
篇
は
、
日
々
の
祈
り
の
助
け
、
迷
っ
た
時
の
道
標
と
な
る
も
の
で
す
か
ら
、
日
常
生
活
の
中
に
取
り

込
ん
で
、
生
活
の
支
え
に
す
る
よ
う
に
心
が
け
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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（
キ
リ
ス
ト
に
お
け
る
新
し
い
生
活
）

２
０
２
０
年
1
月
26
日

「
汝
ら
の
為
し
得
る
か
ぎ
り
力つ

と

め
て
凡す

べ

て
の
人
と
相
和や

わ
らげ

。
愛
す
る
者
よ
、自
ら
復
讐
す
な
、

た
だ
神
の
怒
に
任
せ
ま
つ
れ
。
録し

る

し
て
『
主
い
ひ
給
ふ
、
復
讐
す
る
は
我
に
あ
り
、
我
こ

れ
を
報
い
ん
』
と
あ
り
。『
も
し
汝
の
仇あ

だ

飢
ゑ
な
ば
之
に
食
は
せ
、渇
か
ば
之
に
飲
ま
せ
よ
、

な
ん
ぢ
か
く
す
る
は
熱
き
火
を
彼
の
頭
に
積
む
な
り
』
悪
に
勝
た
る
る
こ
と
な
く
、
善
を

も
て
悪
に
勝
て
。」（
ロ
マ
人
へ
の
書
12
章
18
～
21
）

「
さ
れ
ど
我
は
汝
ら
に
告
ぐ
、
悪
し
き
者
に
抵た

む
か抗

ふ
な
。
人
も
し
汝
の
右
の
頬
を
う
た
ば
、

左
を
も
向
け
よ
。
汝
ら
の
仇
を
愛
し
、
汝
ら
を
責
む
る
者
の
た
め
に
祈
れ
。
こ
れ
天
に
い

ま
す
汝
ら
の
父
の
子
と
な
ら
ん
為
な
り
。
天
の
父
は
、
そ
の
日
を
悪
し
き
者
の
う
へ
に
も

善
き
者
の
う
へ
に
も
昇
ら
せ
、
雨
を
正
し
き
者
に
も
正
し
か
ら
ぬ
者
に
も
降
ら
せ
給
ふ
な

り
。」（
山
上
の
垂
訓　
マ
タ
イ
５
章
39
、
44
、
45
）

つ
い
に
、
善
は
悪
に
勝
利
し
、
正
は
邪
に
、
光
は
闇
に
、
喜
び
は
悲
し
み
に
、
希
望
は
絶
望
に
、
栄
光

は
恥
辱
に
、
そ
し
て
、
生
は
死
に
、
永
遠
の
輝
か
し
い
勝
利
を
お
さ
め
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
忍
耐
強
い
永
遠
の
愛
は
、
執
念
深
い
憎
し
み
の
心
に
、
つ
い
に
勝
利
す
る
の
で
あ
る
。

今
日
、
奥
田
先
生
は
、
キ
リ
ス
ト
に
お
け
る
新
し
い
生
活
と
キ
リ
ス
ト
者
の
生
活
規
範
に
つ
い
て
講
筵

さ
れ
ま
し
た
。

「
盗
人
の
残
し
置
き
た
る
窓
の
月
」　
良
寛

み
た
ま
様
が
満
ち
て
い
る
霊ひ
と止
は
、
他
の
必
要
の
た
め
、
も
が
か
な
い
。
い
の
ち
も
そ
う
で
あ
る
。
生

き
て
も
よ
し
、
死
ん
だ
ら
主
に
会
え
る
の
で
う
れ
し
い
と
思
う
。　
平
安
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（
愛
は
律
法
の
完ま

っ
た
き全
な
り
）

２
０
２
０
年
2
月
2
日

例
年
に
な
い
暖
冬
が
続
き
、
早
く
も
梅
が
咲
い
て
い
る
。
気
候
変
動
に
関
す
る
自
然
か
ら
の
シ
グ
ナ
ル

と
も
思
わ
れ
、
沈
黙
の
叫
び
に
目
と
耳
を
澄
ま
せ
た
い
。

今
日
の
講
筵
は
詩
篇
139
篇
か
ら
始
ま
っ
た
。
奥
田
先
生
は
、
キ
リ
ス
ト
を
知
ら
な
い
時
代
の
詩
篇
の
作

者
が
、
こ
ん
な
に
親
し
く
信
頼
を
も
っ
て
神
様
に
呼
び
掛
け
、
讃
美
と
感
謝
と
導
き
を
祈
っ
て
い
る
姿
に
、

あ
ら
た
め
て
驚
く
と
話
さ
れ
た
。
先
生
は
、
詩
篇
は
祈
り
の
書
で
あ
り
、
祈
り
を
学
ぶ
た
め
に
は
詩
篇
を

深
く
読
む
よ
う
勧
め
ら
れ
た
。

続
い
て
、
先
生
は
、
本
論
に
入
る
前
に
、
い
つ
も
の
よ
う
に
キ
リ
ス
ト
の
福
音
を
自
由
に
語
ら
れ
た
。

主
が
私
た
ち
の
負
う
べ
き
荷
を
全
部
背
負
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
、
十
字
架
で
古
い
あ
な
た
（
肉
）
を

既
に
葬
っ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
、
新
し
い
霊
、
生
命
を
私
た
ち
に
注
ぎ
込
み
、
こ
の
聖
霊
の
力
で
前
を
向

い
て
生
き
る
事
な
ど
。
先
生
は
、

「
神
様
の
最
大
の
贈
り
物
で
あ
る
十
字
架
の
贖
い
を
、
幼
児
の
心
で
そ
の
ま
ま
全
存
在
で
受
け
取

る
こ
と
が
大
事
（
こ
れ
が
信
）」

と
力
を
込
め
て
話
さ
れ
た
。
続
い
て
本
題
に
入
り
、
ロ
マ
書
13
章
8
～
10
節
ま
で
の
御
言
葉
に
集
中
し
た
。

「
愛
は
隣
を
害そ

こ
なわ

ず
、
こ
の
故
に
愛
は
律
法
の
完ま

っ
た
き全

な
り
」（
10
節
）

と
あ
る
。
先
生
は
、
こ
の
御
言
葉
に
関
連
す
る
福
音
書
の
個
所
と
し
て
、
マ
タ
イ
伝
22
章
34
～
40
節
、
マ

ル
コ
伝
12
章
28
～
34
節
、ル
カ
伝
10
章
25
～
37
節
を
引
か
れ
た
。
い
ず
れ
も
、２
つ
の
律
法
（
誡
め
）
と
し
て
、

（
１
）
神
を
全
身
全
霊
で
愛
す
べ
き
こ
と
、

（
２
）「
己
の
如
く
そ
の
隣
を
愛
せ
よ
」
と
あ
る
。
先
生
は
、
ヨ
ハ
ネ
伝
で
キ
リ
ス
ト
が
、
弟
子
た
ち
に
新

し
き
誡
め
と
し
て
、

「
汝
ら
相
愛
す
べ
し
。
わ
が
汝
ら
を
愛
せ
し
ご
と
く
、
汝
ら
も
相
愛
す
べ
し
。」（
ヨ
ハ
ネ
伝

13
・
34
）

「
キ
リ
ス
ト
を
愛
す
る
と
は
そ
の
御
言
葉
を
守
る
こ
と
で
あ
る
」（
同
14
・
23
）

と
言
わ
れ
て
い
る
箇
所
も
触
れ
ら
れ
た
。
結
局
、
律
法
は
、

「
自
分
を
愛
す
る
よ
う
に
隣
人
を
愛
し
な
さ
い
」

の
御
言
葉
に
吸
収
さ
れ
、

「
愛
は
律お

き
て法
の
完ま

っ
た
き全
な
り
」（
ロ
マ
書
13
・
10
）

の
結
論
に
至
る
。
従
っ
て
私
た
ち
は
、
ガ
ラ
テ
ヤ
書
2
章
20
節
以
下
の
十
字
架
を
体
で
深
く
受
け
取
り
、

キ
リ
ス
ト
の
僕
に
徹
し
、
生
活
の
中
で
キ
リ
ス
ト
の
福
音
に
相
応
し
く
日
を
過
ご
し
て
い
る
か
を
考
え
、

主
が
全
責
任
を
引
き
受
け
た
と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
「
愛
」
の
御
約
束
に
信
頼
し
、
主
の
平
安
を
頂
い
て

進
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
、
と
。
判
断
に
迷
う
時
、
つ
ら
い
時
、
詩
篇
46
篇
を
声
に
出
し
て
読
も
う
。

「
神
は
（
キ
リ
ス
ト
は
）
わ
れ
ら
の
避さ

け
ど
こ
ろ所

ま
た
力
な
り
、
艱な

や

め
る
と
き
の
最い

と

近
き
助
け
な
り
」
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（
主
の
十
字
架
の
贖
い
の
業
）

２
０
２
０
年
2
月
9
日

奥
田
先
生
は
今
回
の
集
会
に
お
い
て
も
、
我
々
の
励
ま
し
と
な
る
聖
書
の
御
言
葉
を
い
く
つ
も
引
用
さ

れ
た
。
先
生
は
、
主
の
十
字
架
の
贖
い
の
業
を
最
重
要
と
受
け
取
ら
れ
て
い
る
。
主
は
、
自
力
で
は
決
し

て
罪
と
死
の
法
則
か
ら
自
由
に
な
れ
な
か
っ
た
か
つ
て
の
我
々
を
解
放
す
る
為
に
、
鋭
利
な
金
属
片
の
付

い
た
鞭
打
ち
刑
と
十
字
架
刑
（
死
刑
）
と
い
う
極
刑
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
我
々
の
罪
に
対
す
る

代
償
を
義
の
神
に
支
払
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
我
々
は
本
来
滅
ぶ
べ
き
罪
人
で
あ
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
主
に
あ
っ
て
罪
の
赦
し
を
神
か
ら
受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
主
が
十
字
架
の
贖

い
の
業
を
成
し
遂
げ
て
く
だ
さ
ら
な
け
れ
ば
、
そ
の
こ
と
を
我
々
人
類
が
心
底
感
謝
し
て
受
け
取
ら
な
け

れ
ば
、
人
類
は
自
ら
の
罪
に
よ
っ
て
自
滅
す
る
他
な
い
。
し
か
し
、
主
は
十
字
架
に
よ
っ
て
我
々
の
罪
に

対
す
る
贖
い
の
業
を
完
璧
に
成
し
遂
げ
ら
れ
た
為
、
た
と
え
何
万
年
と
い
う
単
位
の
途
方
も
な
い
時
間
が

か
か
ろ
う
と
も
、全
て
の
霊
を
御
元
に
引
き
寄
せ
ら
れ
る
に
違
い
な
い
。
そ
の
主
の
御
計
画
に
対
し
て
、我
々

キ
リ
ス
ト
者
は
命
を
投
げ
出
す
覚
悟
で
参
与
す
る
光
栄
に
与
か
っ
て
い
る
。

奥
田
先
生
は
、
こ
の
主
の
十
字
架
の
贖
い
の
業
を
ど
う
に
か
し
て
我
々
に
伝
え
、
感
謝
し
て
受
け
取
る

事
を
切
望
さ
れ
て
い
る
。
人
間
の
努
力
精
進
は
悪
い
こ
と
で
は
な
い
。
若
い
時
に
は
、
む
し
ろ
必
要
と
言

え
る
。
し
か
し
、
自
ら
（
の
努
力
や
能
力
や
業
績
）
を
人
に
誇
る
よ
う
に
な
っ
て
は
、
パ
リ
サ
イ
と
な
っ
て

他
を
裁
く
よ
う
に
な
る
の
で
、
仮
に
世
は
賞
賛
し
て
も
、
神
の
国
で
は
霊
的
な
こ
と
を
学
び
直
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
自
ら
の
業
を
誇
る
な
ら
、
そ
の
事
を
成
し
て
く
だ
さ
っ
た
主
を
誇
る
よ
う
に
と
奥
田
先
生

は
話
さ
れ
る
。

肉
の
次
元
か
ら
霊
の
次
元
へ
の
門
と
な
っ
て
く
だ
さ
っ
た
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
。
主
は
、

「
わ
た
し
が
十
字
架
で
、
お
前
の
罪
・
咎
・
憂
い
の
一
切
を
引
き
受
け
た
。
お
前
は
根
源
的
に
罪

な
き
神
の
子
と
さ
れ
た
。
そ
の
事
を
受
け
取
っ
て
欲
し
い
。
二
度
と
罪
（
利
己
的
な
生
き
方
）
の

霊
に
心
を
奪
わ
れ
な
い
で
、
神
の
子
ら
し
く
わ
た
し
に
倣
う
者
と
な
っ
て
欲
し
い
。
わ
た
し
の

聖
霊
で
満
た
さ
れ
て
本
当
の
幸
せ
を
手
に
し
て
欲
し
い
」

と
我
々
に
促
し
て
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。「
ま
だ
自
分
は
、
で
も
自
分
は
」
と
言
っ
て
、
主
の
十
字
架

を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
神
の
御
心
の
前
に
己
を
立
て
て
い
る
点
で
、
謙
虚
に
見
え
て
実
は

傲
慢
な
の
だ
と
奥
田
先
生
は
言
わ
れ
る
。
い
つ
の
日
か
、
主
の
御
心
が
理
解
さ
れ
、
心
底
感
謝
し
て
主
の

十
字
架
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
日
が
来
る
こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
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（
地
上
界
（
現
象
界
）
と
天
上
界
（
根
源
界
））

２
０
２
０
年
2
月
16
日

先
週
に
引
き
続
き
、
今
週
も
ペ
テ
ロ
前
書
１
章
を
中
心
に
ご
講
筵
が
持
た
れ
ま
し
た
。
同
章
に
は
、
ペ

テ
ロ
か
ら
の
私
た
ち
に
対
す
る
深
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
受
け
取
る
よ

う
に
と
の
お
心
か
ら
、
こ
れ
を
再
度
取
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
と
思
い
ま
し
た
。

先
生
は
、
ペ
テ
ロ
前
書
等
を
通
し
て
、
地
上
界
（
現
象
界
）
と
天
上
界
（
根
源
界
）
と
い
う
二
元
の
世
界

が
私
た
ち
に
と
っ
て
い
か
な
る
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
か
を
、
深
く
、
情
熱
的
に
語
ら
れ
ま
し
た
。

地
上
界
に
住
む
私
た
ち
は
、
そ
れ
を
完
結
し
た
も
の
と
考
え
、
そ
こ
で
の
幸
福
を
求
め
て
日
夜
努
力
を

重
ね
ま
す
。
し
か
し
、
地
上
界
は
、
本
質
的
に
有
限
で
あ
る
こ
と
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
突
然

に
や
っ
て
き
た
東
日
本
大
震
災
の
よ
う
に
、
絶
対
安
全
な
も
の
は
何
一
つ
な
く
、
誰
に
と
っ
て
も
何
時
死

が
訪
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
状
態
で
、
常
に
安
泰
で
あ
る
こ
と
は
保
証
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
実
で
す
。
他

方
で
、
天
上
界
は
、
瑞
々
し
い
生
命
の
樹
の
あ
る
永
遠
の
世
界
で
す
。
地
上
界
に
い
る
私
た
ち
が
、
こ
の

天
上
界
と
縁
を
結
ぶ
た
め
に
は
、
受
肉
し
て
地
上
界
に
降
り
ら
れ
、
二
つ
の
世
界
を
知
っ
て
お
ら
れ
た
キ

リ
ス
ト
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

「
我
は
道
な
り
、
真
理
な
り
、
生
命
な
り
、
我
に
よ
ら
で
は
誰
に
て
も
父
の
御
許
に
至
る
者

な
し
」（
ヨ
ハ
ネ
伝
14
章
６
節
）

と
あ
る
と
お
り
で
す
。
キ
リ
ス
ト
は
、
土
か
ら
生
ま
れ
て
土
に
還
る
運
命
に
あ
る
儚
い
人
間
に
対
し
、
天

上
界
の
命
を
与
え
た
い
と
い
う
神
様
の
本
願
に
よ
っ
て
、
こ
の
地
上
に
来
ら
れ
ま
し
た
。
キ
リ
ス
ト
は
、

私
た
ち
を
有
限
な
地
上
の
命
だ
け
で
終
わ
ら
せ
た
く
な
い
、
本
当
の
世
界
を
受
け
取
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。
私
た
ち
が
、
キ
リ
ス
ト
の
本
願
に
応
え
、
見
え
な
い
根
源
界
に
支
え
ら
れ
て
地
上
界
が

あ
る
こ
と
に
目
覚
め
、
キ
リ
ス
ト
の
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
に
身
を
委
ね
て
生
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
今
ま
で

と
は
関
心
の
あ
り
方
が
違
っ
て
き
ま
す
。

天
上
界
に
大
き
な
希
望
が
あ
る
以
上
、
何
が
あ
っ
て
も
失
望
落
胆
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
神
様
が
私
に
与
え
ら
れ
た
ご
計
画
を
示
し
て
、
そ
れ
に
従
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
御
心
に
か
な
う

生
き
方
を
す
る
こ
と
が
私
の
願
い
で
す
。」

と
の
祈
り
を
持
っ
て
お
任
せ
す
る
だ
け
で
よ
い
の
で
す
。
神
様
に
委
ね
て
ゆ
け
ば
、
神
様
は
、
私
た
ち
に

最
善
を
な
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
つ
ぶ
や
き
や
疑
い
は
消
え
て
、
神
様
に
対
す
る
賛
美
と

感
謝
し
か
な
く
な
り
、
イ
ザ
ヤ
35
章
の
事
態
が
自
然
に
な
っ
て
ゆ
き
ま
す
。
そ
し
て
、
今
度
は
、
神
様
は
、

私
た
ち
に
対
し
、

「
こ
の
世
の
人
を
導
く
者
と
な
れ
！
」

「
世
の
光
、
地
の
塩
と
な
る
よ
う
に
！
」（
マ
タ
イ
伝
５
章
14
節
）

と
の
使
命
を
与
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
、
終
末
の
迫
り
の
中
で
語
ら
れ
て
い
る
聖
書
を
身
読
し
、

キ
リ
ス
ト
の
祈
り
に
応
え
て
本
当
の
世
界
を
受
け
取
り
、「
生い
の
ち命
の
輝
き
」
の
中
で
歩
ま
れ
る
こ
と
を
望
ん

で
や
み
ま
せ
ん
。
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（
神
讃
美
以
外
に
な
い
）

２
０
２
０
年
2
月
23
日

梅
が
満
開
と
な
り
ま
ぶ
し
い
く
ら
い
。
メ
ジ
ロ
が
集
ま
っ
て
鳴
い
て
お
り
、
に
ぎ
や
か
だ
。
花
の
蜜
を

吸
い
に
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

今
日
、
奥
田
先
生
は
開
口
一
番
、
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
た
。

「
私
た
ち
が
頂
い
て
い
る
福
音
は
、
神
・
キ
リ
ス
ト
が
全
て
の
事
を
用
意
し
て
く
だ
さ
っ
た
、
そ

れ
を
単
純
に
「
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
受
け
取
る
以
外
に
何
か
あ
る
の
で
す
か
、
神
讃
美
以

外
に
な
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」

と
。
聖
書
朗
読
の
詩
篇
103
篇
は
、
神
讃
美
と
感
謝
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

「
わ
が
霊
魂
よ
主
を
讃
め
ま
つ
れ
、
そ
の
聖き

よ

き
御み

な名
を
ほ
め
ま
つ
れ
、
…
…
主
は
汝
が
す
べ

て
の
不
義
を
ゆ
る
し
、
す
べ
て
の
疾や

ま
いを
癒
し
、
な
ん
じ
の
生
命
を
滅ほ

ろ
び亡
よ
り
贖
い
い
だ
し
、

仁い
つ
く
し
み慈と

憐あ
わ
れ
み憫

と
を
汝
に
冠こ

う
ぶら

せ
、
な
ん
じ
の
口
を
嘉よ

き
も
の物

に
て
飽
か
し
め
給
う
。」

ま
こ
と
に
、
感
謝
、
讃
美
は
直
き
者
に
適ふ
さ

わ
し
い
。
続
い
て
先
生
は
、

「
そ
れ
十
字
架
の
言こ

と
ば
は
亡
ぶ
る
者
に
は
愚
か
な
れ
ど
、
救
わ
る
る
我
ら
に
は
神
の
能ち

か
ら力
な

り
。」（
コ
リ
ン
ト
前
書
1･

18
）

を
引
か
れ
た
。
世
間
の
人
は
、
２
０
０
０
年
前
の
十
字
架
を
自
分
と
は
関
係
が
な
い
と
言
い
、
そ
の
深
い

道こ
と
わ
り理も
認
め
な
い
。
し
か
し
十
字
架
の
有
難
さ
を
感
謝
し
て
い
た
だ
く
者
に
は
、
救
い
に
至
ら
せ
る
神
の

能
力
で
あ
り
、
そ
の
贖
い
は
神
様
か
ら
の
最
大
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
十
字
架
が
し
っ

か
り
と
立
っ
て
い
る
処
に
こ
そ
聖
霊
が
臨
み
、
感
謝
、
讃
美
が
あ
ふ
れ
出
る
こ
と
に
な
る
。

次
に
先
生
は
、
使
徒
行
伝
17
章
28
節
を
引
か
れ
た
。
パ
ウ
ロ
は
ア
テ
ネ
で
「
知
ら
れ
ざ
る
神
に
」
と
書

か
れ
た
祭
壇
を
見
つ
け
た
。
パ
ウ
ロ
は
ア
テ
ネ
の
人
た
ち
に
、

「
我
ら
は
神
の
中
に
生
き
、
動
き
ま
た
在
る
な
り
。」

と
告
げ
た
。
現
代
の
私
た
ち
は
パ
ウ
ロ
に
習
い
次
の
よ
う
に
言
い
た
い
。

「
私
は
キ
リ
ス
ト
に
贖
わ
れ
、
新
し
い
生
命
を
頂
い
た
者
で
す
。
聖
霊
の
キ
リ
ス
ト
が
私
の

中
に
生
き
て
お
ら
れ
、
生い

の
ち命
付
け
、
天
来
の
力
を
賜
う
の
で
す
。」

と
。
最
後
に
先
生
は
、
讃
美
歌
136
番
「
血
し
お
し
た
た
る
」
と
、
138
番
「
あ
あ
主
は
誰
が
た
め
」
の
歌
詞

を
読
ま
れ
た
。
136
番
は
キ
リ
ス
ト
の
苦
難
の
ご
生
涯
の
歌
で
あ
り
、
138
番
は
そ
れ
に
対
す
る
私
た
ち
の
応

答
の
歌
で
あ
る
。
特
に
138
番
の
５
節
、

「
こ
の
身
を
さ
さ
ぐ
る　
ほ
か
は
あ
ら
じ
。」

を
深
く
心
に
と
め
た
。
そ
の
他
、
イ
ザ
ヤ
書
43
章
１
～
７
、
同
章
19
～
21
も
参
照
。
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（
廓か

く
ね
ん然

無む
し
ょ
う聖

）

２
０
２
０
年
3
月
1
日

天
の
次
元
：
根
源
界
霊
。

主
の
祈
り
：
山
上
の
垂
訓
、
廓か
く
ね
ん然
無む
し
ょ
う聖の
イ
ザ
ヤ
書
11
、
12
、
35
章
、
コ
リ
ン
ト
前
書
13
章
。

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
様
は
、
天
の
消
息
を
リ
ア
ル
に
語
っ
て
い
る
。（
天
の
次
元
で
語
ら
れ
て
い
る
）

天
国
に
は
、
悪
人
は
居
な
い
の
で
、
愛
は
寛
容
に
し
て
慈
悲
あ
り
、
愛
敵
（
敵
を
愛
す
る
の
で
無
敵
）

天
の
次
元
で
凡
て
包
ん
で
し
ま
う
。

変
貌
：
時
空
を
超
え
て
い
る
質
の
チ
ェ
ン
ジ
。
肉
で
生
ま
れ
て
、
霊
に
甦
る
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
様
が
、

ま
こ
と
・
い
の
ち
・
道
で
在
ら
れ
る
こ
と
を
見
出
す
者
は
、
誰
で
も
十
字
架
・
復
活
・
聖
霊
で
在
ら
し
め
ら
れ
、

霊ひ
と止

に
変
貌
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

地
の
次
元
：
現
象
界
、
肉
。「
目
に
は
目
を
」
は
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
（
倍
返
し
）
は
し
な
い
よ
う
に
、

と
い
う
こ
と
。
変
貌
し
な
い
と
、
御
言
葉
は
暗
号
な
の
で
本
来
、
解
読
不
可
能
な
の
で
す
。

み
た
ま
無
き
者
は
、
キ
リ
ス
ト
者
に
非
ず
（
ロ
マ
書
8
章
9
節
）、
自
壊
作
用
で
消
化
不
良
に
陥
り
、
偽
善

者
と
見
な
さ
れ
ま
す
。

光
の
来
て
い
る
間
に
、
光
を
信
受
し
（
ヨ
ハ
ネ
伝
12
章
36
節
）、
天
界
で
生
き
る
準
備
を
し
な
さ
い
。

天
の
梯
子
（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
）
か
ら
下
っ
て
来
ら
れ
た
キ
リ
ス
ト
様
に
と
っ
て
は
、
敵
も
味
方
も
な
い
、

す
べ
て
の
人
を
神
の
子
と
し
て
救
い
た
い
メ
シ
ア
（
救
い
主
）
で
在
ら
れ
ま
す
。　
南
無
キ
リ
ス
ト

〔
編
者
註
：「
廓
然
無
聖
」（『
エ
ン
・
ク
リ
ス
ト
』
第
12
号　

１
９
８
２
年
12
月
号　

主
筆
小
池
辰
雄
）

「
梁
り
ょ
うの
武
帝
、
達だる
ま磨
大
師
に
問
ふ
、
如
何
な
る
か
是
聖
諦たい
第
一
義
。
磨
云
く
、
廓
か
く
ね
ん然
無むし
ょ
う
聖
。
帝
曰
く
、
朕ちん
に

対
す
る
者
は
誰
な
る
ぞ
。
磨
云
く
、
不ふし
き識

。」

　

廓
然
無
聖
、
廓
然
と
は
広
大
無
辺
な
こ
と
。
本
当
の
宗
教
は
相
対
的
な
区
別
を
し
な
い
。
で
あ
る
か
ら
無

聖
は
ま
た
無
俗
を
も
示
唆
す
る
。
宗
教
的
根
源
存
在
は
、
無
私
、
超
観
念
、
無
限
、
万
象
包
摂
と
い
っ
た
と

こ
ろ
に
そ
の
本
質
が
あ
る
。
イ
エ
ス
も
言
っ
た
、「
お
ま
え
は
何
で
私
を
善
い
な
ど
と
言
う
か
。
神
ひ
と
り

の
他
に
善
い
も
の
は
な
い
」
と
。
イ
エ
ス
の
根
源
意
識
は
「
無
」
善
に
根
を
お
ろ
し
て
い
た
。
イ
エ
ス
の
こ

の
「
無
」
に
神
の
「
全
」
が
そ
の
ま
ま
入
っ
て
来
た
。
だ
か
ら
キ
リ
ス
ト
は
「
我
を
見
し
者
は
父
を
見
し
な
り
」

と
か
、「
我
と
父
と
は
一
如
な
り
」
と
道い
う
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
肉
な
る
イ
エ
ス
は
無
者
で
あ
り
、

霊
な
る
キ
リ
ス
ト
は
無
限
無
量
者
で
あ
る
。
そ
れ
で
私
は
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
無
即
無
限
無
量
者
と
呼
び

ま
つ
る
。
合
掌
。
天
韻
無
鐘
〕
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（
十
字
架
道
を
実
践
）

２
０
２
０
年
3
月
8
日

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
規
模
で
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
。
現
代
は
災
害・疫
病
の
時
代
と
言
え
る
。

衛
生
面
や
食
糧
・
医
療
が
向
上
し
て
い
る
現
代
で
さ
え
、
ウ
イ
ル
ス
は
人
類
の
隙
を
つ
い
て
来
る
。
い
つ

の
時
代
も
、人
類
に
突
き
つ
け
ら
れ
る
課
題
が
あ
り
、そ
れ
ら
を
乗
り
越
え
る
こ
と
で
我
々
は
何
か
を
学
び
、

成
長
の
機
会
と
す
る
の
だ
ろ
う
。

主
は
災
害
や
疫
病
と
い
っ
た
試
練
を
も
我
々
の
霊
的
な
成
長
と
学
び
の
機
会
と
し
て
く
だ
さ
る
。
主
を
知

り
信
じ
る
者
の
強
み
は
、ど
ん
な
に
困
難
な
局
面
で
も
現
象
面
に
捉
わ
れ
な
い
希
望
を
持
て
る
こ
と
。
一
方
、

主
を
知
ろ
う
と
せ
ず
信
じ
よ
う
と
し
な
い
者
は
、現
象
面
に
の
み
捉
わ
れ
る
。
主
を
信
じ
る
こ
と
な
く
し
て
、

本
当
の
光
も
希
望
も
あ
り
得
な
い
。

主
を
信
じ
、
魂
に
救
い
を
頂
い
て
い
る
我
々
は
世
の
光
と
な
っ
て
、
主
に
倣
う
生
き
方
を
通
し
て
主
の

素
晴
ら
し
さ
を
世
に
伝
え
る
責
務
が
あ
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、
そ
の
道
は
決
し
て
楽
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
、

主
が
歩
ま
れ
た
、
他
を
救
う
た
め
に
生
き
な
が
ら
に
し
て
毎
日
犠
牲
と
な
る
よ
う
な
十
字
架
道
だ
か
ら
で

あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
十
字
架
道
を
実
践
し
て
い
る
時
に
こ
そ
、
主
の
聖
霊
は
豊
か
に
臨
み
真
の
平
安
が

得
ら
れ
る
の
だ
。

主
は
、「

天
の
全
き
が
如
く
、
地
に
も
な
ら
し
め
て
く
だ
さ
い
」

と
天
の
父
に
祈
ら
れ
た
。
本
来
、自
由
行
為
者
と
し
て
主
に
創
り
出
さ
れ
た
は
ず
の
我
々
は
、自
ら
の
罪
（
神

の
義
の
前
に
己
を
立
て
る
こ
と
、
利
己
的
に
生
き
る
こ
と
、
肉
の
次
元
）
に
よ
っ
て
、
天
の
全
き
次
元
を
理
解
で

き
な
い
状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
主
は
、
我
々
人
類
を
救
済
す
べ
く
肉
の
次
元
の
罪
に
ま
み
れ

た
地
上
に
受
肉
さ
れ
、
我
々
に
天
の
次
元
の
根
源
的
な
義
と
生
命
と
愛
を
与
え
よ
う
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、

当
時
の
為
政
者
や
民
衆
は
主
を
受
け
入
れ
ず
、
十
字
架
に
か
け
て
殺
し
て
し
ま
う
。
肉
な
る
次
元
は
天
の

次
元
を
受
け
取
れ
な
い
の
だ
。

肉
な
る
人
が
天
の
次
元
を
受
け
取
れ
る
よ
う
に
な
る
に
は
、
内
的
に
造
り
変
え
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
為
に
は
、
よ
く
よ
く
、
肉
の
次
元
の
空
し
さ
や
限
界
を
嫌
と
言
う
ほ
ど
味
わ
っ
て
、
よ
う
や
く
主
に

降
参
し
て
、
主
の
十
字
架
で
肉
な
る
自
分
は
既
に
裁
か
れ
葬
ら
れ
て
、
根
源
的
に
罪
な
き
者
と
し
て
赦
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
感
謝
し
て
受
け
取
る
こ
と
で
あ
る
。
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（
我
が
救
い
主
は
キ
リ
ス
ト
）

２
０
２
０
年
3
月
15
日

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
様
相
を
呈
し
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
世
の
中
は
、
目
に
見

え
な
い
恐
怖
に
よ
っ
て
閉
塞
状
態
に
陥
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
事
態
に
な
っ
た
時
に
、人
は
何
に
頼
る
か
、

何
を
拠
り
所
に
す
る
か
に
つ
い
て
、
霊
的
に
深
い
考
察
に
基
づ
い
た
ご
講
筵
が
持
た
れ
た
。

旧
約
聖
書
の
ミ
カ
書
４
章
５
節
は
、

「
ど
の
民
も
お
の
お
の
、
自
分
の
神
の
名
に
よ
っ
て
歩
む
」

と
、
人
間
は
何
か
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
存
在
で
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
人
は
誰
も
自
分
が
拠
り
所
と

し
て
い
る
も
の
と
運
命
共
同
体
に
な
っ
て
生
き
て
ゆ
く
存
在
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、

あ
な
た
は
、
い
っ
た
い
ど
の
神
を
拠
り
所
と
す
る
の
か
。

無
神
論
者
を
含
む
多
く
の
人
は
、自
分
が
拠
り
所
、自
分
が
神
で
あ
る
と
い
う
生
き
方
を
す
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
生
き
方
で
、
現
在
の
よ
う
に
万
物
が
流
転
し
、
何
時
何
が
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い

時
代
を
、
運
不
運
、
幸
不
幸
と
相
対
的
に
と
ら
え
、
諦
あ
き
らめ

の
内
に
乗
り
越
え
て
ゆ
け
る
だ
ろ
う
か
。

現
在
の
よ
う
に
歴
史
上
稀ま
れ

な
事
態
が
起
こ
っ
て
い
る
時
に
こ
そ
、
現
象
に
振
り
回
さ
れ
ず
に
、
天
上
界

に
目
を
向
け
て
自
分
の
拠
り
所
は
何
か
を
真
剣
に
尋
ね
求
め
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
我
々
は
、
何

を
拠
り
所
と
す
る
の
か
。
そ
の
答
え
は
、
徹
底
的
に
神
様
に
従
わ
れ
た
キ
リ
ス
ト
の
足
跡
を
辿
れ
ば
、
自

ず
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
は
、
ど
の
よ
う
な
事
態
に
遭
遇
し
て
も
、
父
な
る
神
様
に
絶
対
の
信

頼
を
お
か
れ
、
自
ら
の
思
い
で
は
な
く
、
神
様
の
御
心
を
こ
の
地
に
成
ら
し
め
て
く
だ
さ
い
と
祈
ら
れ
、

自
分
を
捨
て
て
神
様
の
御
意
思
に
従
順
に
従
わ
れ
た
。

我
々
も
、
キ
リ
ス
ト
に
な
ら
い
、
我
が
拠
り
所
、
我
が
救
い
主
は
キ
リ
ス
ト
で
あ
る
と
、
キ
リ
ス
ト
に

全
托
し
て
「
エ
ン
・
ク
リ
ス
ト
」
の
現
実
に
入
れ
ば
、
喜
び
も
苦
し
み
も
キ
リ
ス
ト
と
共
に
し
、
自
分
の

幸
不
幸
に
一
喜
一
憂
す
る
こ
と
の
な
い
平
安
と
勇
気
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
。
パ
ウ
ロ
は
、

「
何
事
を
も
思
ひ
煩
ふ
な
、
た
だ
事
ご
と
に
祈
り
を
な
し
、
願ね

が
いを
な
し
、
感
謝
し
て
汝
ら
の

求
め
を
神
に
告
げ
よ
。
さ
ら
ば
凡
て
人
の
思お

も
い
に
す
ぐ
る
神
の
平
安
は
、
汝
ら
の
心
と
思
と

を
キ
リ
ス
ト
・
イ
エ
ス
に
よ
り
て
守
ら
ん
。」（
ピ
リ
ピ
書
４
章
６
節
、
７
節
）

と
励
ま
し
て
く
れ
て
い
る
。
ま
た
、
詩
篇
91
篇
９
節
～
16
節
は
、
神
（
現
在
で
は
キ
リ
ス
ト
）
の
絶
対
の
守

り
を
述
べ
て
い
る
。
今
の
よ
う
な
時
代
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
キ
リ
ス
ト
を
信
頼
し
て
キ
リ
ス
ト
と
運
命
共

同
体
に
な
り
、

「
我
キ
リ
ス
ト
の
う
ち
に
、
キ
リ
ス
ト
我
が
う
ち
に
」

の
「
エ
ン
・
ク
リ
ス
ト
」
の
霊
的
現
実
を
生
き
て
ゆ
く
こ
と
が
、
あ
ら
ゆ
る
困
難
を
乗
り
越
え
る
一
切
の

秘
訣
で
あ
る
。
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（
互
い
に
忍
び
赦
し
合
う
）

２
０
２
０
年
3
月
22
日

「
原
に
若
草
が
青
く
萌
え
だ
す
と
、
雪
解
け
の
水
が
高
く
音
立
て
る
。

私
た
ち
も
春
の
喜
び
を
歌
お
う
、
春
を
造
ら
れ
た
神
様
を
歌
お
う
。」

今
日
、
集
会
の
初
め
に
歌
っ
た
こ
の
歌
が
ぴ
っ
た
り
の
良
い
季
節
を
迎
え
た
。

今
日
の
講
筵
は
ロ
マ
書
14
章
、
15
章
の
御
言
葉
に
注
目
し
な
が
ら
、
団
体
生
活
や
集
ま
り
を
健
全
に
維

持
し
て
い
く
た
め
の
根
底
と
な
る
「
愛
」
を
学
ぶ
も
の
だ
っ
た
。
奥
田
先
生
は
、
先
ず
、
ロ
マ
書
13
章
8

～
10
節
及
び
14
章
を
読
ま
れ
た
。
先
生
は
、
パ
ウ
ロ
が
共
同
生
活
を
行
う
に
あ
た
り
寛
容
の
精
神
を
勧
め

て
い
る
と
話
さ
れ
、
パ
ウ
ロ
の
時
代
、
民
族
に
よ
っ
て
異
な
る
神
々
が
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
が
十
分
に
受

け
入
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
状
況
の
中
で
、
信
仰
の
弱
い
者
を
受
け
入
れ
よ
と
勧
め
、
兄
弟
を
審さ
ば
く
こ
と

を
戒
め
て
い
る
箇
所
に
注
目
さ
れ
た
。

ま
た
先
生
は
、
パ
ウ
ロ
の
心
根
が
山
上
の
垂
訓
（
マ
タ
イ
伝
5
～
7
章
）
の
箇
所
と
響
き
合
っ
て
い
る
と

さ
れ
、
特
に
マ
タ
イ
伝
5
章
43
節
か
ら
48
節
に
注
目
さ
れ
た
。
こ
こ
に
は
、

「
汝
ら
の
敵
を
愛
し
、
汝
ら
を
責
む
る
者
の
た
め
に
祈
れ
」

と
あ
る
ほ
か
、

「
天
の
父
は
そ
の
日
を
、
悪
し
き
者
の
上
に
も
善
き
者
の
上
に
も
昇
ら
せ
」

と
あ
り
、「

天
の
父
の
全ま

っ
たき

が
如
く
汝
ら
も
全
か
れ
」

と
あ
る
。
先
生
は
こ
の
箇
所
で
次
の
よ
う
に
話
さ
れ
た
。
山
上
の
垂
訓
の
内
容
と
次
元
は
、
生
身
の
人
間

に
は
出
来
な
い
も
の
で
、
天
の
次
元
に
属
し
、
新
た
な
生
ま
れ
変
わ
り
を
要
す
る
こ
と
で
あ
る
。
キ
リ
ス

ト
は
天
と
地
の
懸
け
橋
と
な
っ
て
く
だ
さ
り
、
地
に
下
っ
て
、
十
字
架
の
贖
い
に
由
り
私
た
ち
を
キ
リ
ス

ト
と
共
に
天
の
次
元
に
生
き
る
者
と
変
え
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
し
て
、
主
に
あ
っ
て
柔
和
な
る
者
、
憐
れ

み
あ
る
者
、
隣
人
を
愛
す
る
者
、
と
な
る
よ
う
に
励
ま
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
、
と
。

次
に
先
生
は
ロ
マ
書
14
章
17
～
19
節
を
読
ま
れ
、
17
節
は
文
語
訳
よ
り
新
共
同
訳
が
分
か
り
や
す
く
、

「
神
の
国
は
飲
み
食
い
で
は
な
く
、
聖
霊
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
義
と
平
和
と
喜
び
な
の
で
す
」

が
良
い
と
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
キ
リ
ス
ト
に
仕
え
る
人
は
、
神
に
喜
ば
れ
、
人
々
に
信
頼
さ
れ
る

の
で
、
平
和
や
互
い
の
向
上
に
役
立
つ
こ
と
を
追
い
求
め
よ
う
、
と
書
か
れ
て
い
る
。

以
上
の
と
お
り
、
パ
ウ
ロ
は
ロ
ー
マ
に
あ
る
聖
徒
た
ち
に
、
具
体
的
な
共
同
生
活
上
の
問
題
に
関
し
、
ま

こ
と
に
情
け
深
い
態
度
で
接
す
る
よ
う
に
と
勧
め
て
い
る
。
ピ
リ
ピ
の
兄
弟
た
ち
に
も
、凡
そ
真
な
る
こ
と
、

正
し
き
こ
と
、
愛
す
べ
き
こ
と
等
を
大
事
に
す
る
よ
う
に
勧
め
（
ピ
リ
ピ
4
章
8
、
9
節
）、
コ
ロ
サ
イ
書
3

章
12
～
17
節
で
も
、
互
い
に
忍
び
合
い
、
赦
し
合
う
よ
う
に
と
勧
め
て
い
る
。
そ
の
根
底
に
は
、
人
を
分

け
隔
て
せ
ず
、
万
人
に
等
し
く
愛
を
注
ぐ
深
い
愛
が
隠
れ
て
い
る
。
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（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
い
う
見
え
な
い
敵
）

２
０
２
０
年
3
月
29
日

「
忍
耐
と
慰
め
の
源
で
あ
る
神
が
、
あ
な
た
が
た
に
、
キ
リ
ス
ト
・
イ
エ
ス
に
倣
っ
て
互
い

同
じ
思
い
を
抱
か
せ
、
心
を
合
わ
せ
声
を
そ
ろ
え
て
、
わ
た
し
た
ち
の
主
イ
エ
ス
・
キ
リ

ス
ト
の
神
で
あ
り
、
父
で
あ
る
方
を
た
た
え
さ
せ
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
に
。」（
ロ
ー
マ
の

信
徒
へ
の
手
紙
15
章
5
～
6
節
）

現
在
、
世
界
中
が
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
と
い
う
見
え
な
い
敵
の
挑
戦
を
受
け
、
一
致
団
結
し
て

立
ち
向
か
い
、
勝
利
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
パ
ウ
ロ
は
、
15
章
の
冒
頭
に
お
い
て
、

「
わ
た
し
た
ち
強
い
者
は
、
強
く
な
い
者
の
弱
さ
を
担
う
べ
き
で
あ
り
、
自
分
の
満
足
を
求

め
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
の
お
の
善
を
行
っ
て
隣
人
を
喜
ば
せ
、
互
い
の
向
上
に

努
め
る
べ
き
で
す
。
キ
リ
ス
ト
も
御
自
分
の
満
足
は
お
求
め
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。『
あ

な
た
を
そ
し
る
者
の
そ
し
り
が
、
わ
た
し
に
ふ
り
か
か
っ
た
』（
詩
篇
69
篇
10
節
後
半
）
と

書
い
て
あ
る
と
お
り
で
す
。
か
つ
て
書
か
れ
た
事
柄
は
、
す
べ
て
わ
た
し
た
ち
を
教
え
導

く
た
め
の
も
の
で
す
。
そ
れ
で
わ
た
し
た
ち
は
、
聖
書
か
ら
忍
耐
と
慰
め
を
学
ん
で
希
望

を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。」（
1
～
4
節
）

と
記
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
15
章
13
節
で
は
、

「
希
望
の
源
で
あ
る
神
が
、
信
仰
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
あ
ら
ゆ
る
喜
び
と
平
和
と
で
あ
な
た

が
た
を
満
た
し
、
聖
霊
の
力
に
よ
っ
て
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
さ
せ
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
。」

と
励
ま
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
先
生
は
、
詩
篇
か
ら
、

「
神
は
わ
た
し
た
ち
の
避
け
ど
こ
ろ
、
わ
た
し
た
ち
の
砦
。
苦
難
の
と
き
、
必
ず
そ
こ
に
い

ま
し
て
助
け
て
く
だ
さ
る
。」（
46
篇
1
節
）

「
民
よ
、
ど
の
よ
う
な
時
に
も
神
に
信
頼
し
御
前
に
心
を
注
ぎ
出
せ
。
神
は
わ
た
し
た
ち
の

避
け
ど
こ
ろ
。」（
62
篇
9
節
）

を
。
ま
た
、
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
14
章
1
節
の
、

「
心
を
騒
が
せ
る
な
。
神
を
信
じ
な
さ
い
。
そ
し
て
、
わ
た
し
を
も
信
じ
な
さ
い
。」

の
御
言
葉
を
拠
り
所
と
し
て
祈
り
続
け
て
行
き
た
い
、
と
。

更
に
先
生
は
、
予
測
を
越
え
た
不
条
理
な
事
態
の
発
生
に
よ
っ
て
様
々
な
苦
し
み
、
痛
み
、
悲
し
み
が

も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
、
そ
の
す
べ
て
を
十
字
架
で
担
っ
て
、
苦

し
み
、
痛
み
、
悲
し
み
を
共
に
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
、
と
信
じ
る
と
。
そ
し
て
、「
ロ
ー
マ
の
信
徒
へ
の

手
紙
」
の
8
章
18
節
以
下
の
「
将
来
の
栄
光
」
を
信
受
し
、
31
節
～
39
節
に
お
け
る
「
神
の
愛
」
の
勝
利

を
祈
り
続
け
て
行
こ
う
、
と
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
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（
3
密
を
避
け
る
よ
う
行
動
変
容
）

２
０
２
０
年
4
月
5
日

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
都
市
部
を
中
心
に
、
国
民
は
3
密
（
密
閉
・
密
集
・
密
接
）
を
避
け

る
よ
う
行
動
変
容
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
主
の
御
計
画
の
中
で
は
、
災
害
も
疫
病
も
無
意
味
に
存
在
し
て

い
る
訳
で
は
な
く
、
き
っ
と
深
い
御
心
が
あ
り
、
我
々
人
類
が
霊
的
に
学
び
成
長
す
る
為
に
あ
る
よ
う
に

思
え
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
世
の
全
て
の
事
は
過
ぎ
去
る
が
、
決
し
て
過
ぎ
去
ら
な
い
も
の
は
神
の
御
言
葉

で
あ
る
こ
と
を
学
ぶ
為
に
。
こ
の
よ
う
な
時
に
こ
そ
、
神
の
御
言
葉
を
学
ん
で
い
る
我
々
は
、
他
を
救
い

主
を
証
し
す
る
為
に
、
生
き
な
が
ら
に
し
て
毎
日
犠
牲
と
な
る
よ
う
な
働
き
（
主
が
歩
ま
れ
た
十
字
架
道
）

が
求
め
ら
れ
る
と
思
う
。
た
と
え
そ
の
働
き
が
ど
ん
な
に
困
難
で
苦
し
く
と
も
、
主
が
聖
霊
を
通
し
て
力

づ
け
て
く
だ
さ
る
か
ら
絶
対
大
丈
夫
で
あ
る
。
集
会
で
は
来
週
予
定
さ
れ
て
い
る
復
活
節
集
会
に
向
け
て
、

主
の
受
難
に
関
す
る
聖
書
箇
所
を
学
ん
だ
。

「
主
は
、
我
々
の
背そ

む

き
の
為
に
傷
つ
け
ら
れ
、
砕
か
れ
た
。
主
は
、
自
ら
懲こ

ら
し
め
を
受
け

て
我
々
に
平
安
を
与
え
、
そ
の
打
た
れ
た
傷
に
よ
っ
て
、
我
々
は
癒
さ
れ
た
の
だ
。」（
イ

ザ
ヤ
53
・
5
）

主
は
神
の
御
心
を
第
一
と
し
て
、
己
を
捨
て
て
、
罪
（
神
の
御
旨
を
退
け
て
自
分
自
身
の
意
志
に
従
っ
て
生

き
る
こ
と
、
そ
の
よ
う
に
し
て
幸
せ
を
得
よ
う
と
考
え
る
こ
と
）
に
ま
み
れ
た
人
類
を
救
う
為
に
、
自
ら
我
々
の

代
わ
り
に
十
字
架
の
裁
き
を
受
け
、命
を
捨
て
て
く
だ
さ
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
こ
そ
完
全
無
欠
の
義
人
。
一
方
、

生
ま
れ
な
が
ら
の
肉
の
次
元
の
人
類
の
中
に
義
人
な
ど
い
な
い
、
一
人
も
い
な
い
。
主
が
我
々
の
身
代
わ

り
と
し
て
十
字
架
の
裁
き
を
受
け
て
く
だ
さ
ら
な
け
れ
ば
、
人
類
の
誰
一
人
と
し
て
愛
や
光
や
希
望
に
満

ち
た
永
遠
の
命
な
ど
望
む
べ
く
も
な
い
。
主
が
い
な
け
れ
ば
、人
類
に
魂
の
救
い
な
ど
永
遠
に
あ
り
得
な
い
。

イ
エ
ス
は
弟
子
の
ペ
テ
ロ
に
、

「
そ
れ
で
は
、
あ
な
た
が
た
は
わ
た
し
を
何
者
だ
と
言
う
の
か
。」

と
質
問
さ
れ
、
ペ
テ
ロ
は
、

「
神
か
ら
の
メ
シ
ア
（
救
世
主
）
で
す
。」（
ル
カ
9
・
20
）

と
答
え
た
。
奥
田
先
生
は
、
先
生
に
と
っ
て
の
主
は
、

「
お
前
の
事
は
わ
た
し
が
全
部
引
き
受
け
た
。
お
前
は
無
罪
放
免
、
無
責
任
で
い
い
。
お
前
の
全

責
任
は
わ
た
し
が
引
き
受
け
た
。
だ
か
ら
、
わ
た
し
と
い
う
幹
に
繋
が
っ
て
い
な
さ
い
。
も
う

自
分
を
裁
か
な
く
て
い
い
。」

と
言
っ
て
く
だ
さ
る
存
在
で
あ
る
と
告
白
さ
れ
た
。
同
じ
人
が
二
人
と
し
て
い
な
い
よ
う
に
、
主
と
の
関

係
は
千
差
万
別
で
あ
る
は
ず
。「
あ
な
た
は
、
わ
た
し
を
何
者
だ
と
言
う
の
か
。」
と
い
う
主
か
ら
の
問
い
か

け
に
、
我
々
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
応
え
る
だ
ろ
う
か
。
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（
３
密
を
避
け
る
た
め
4
月
12
日
以
降
休
会
）

２
０
２
０
年
4
月
26
日

奥
田 

昌
道

京
都
キ
リ
ス
ト
召
団
の
日
曜
日
の
集
会
は
、
4
月
12
日
（
日
）
以
降
、
休
会
を
続
け
、
本
日
（
26
日
）
で

3
回
続
け
て
休
会
と
致
し
ま
し
た
。

本
日
、
自
宅
に
配
布
さ
れ
て
き
た
「
5
月
1
日
付　
き
ょ
う
と
市
民
し
ん
ぶ
ん
」
に
よ
り
ま
す
と
、

「
京
都
市
か
ら
市
民
の
皆
様
へ
の
お
願
い
」
と
題
す
る
文
章
に
お
い
て
、

「
３
密
（
密
閉
空
間
、
密
集
場
所
、
密
接
会
話
）
を
徹
底
し
て
避
け
ま
し
ょ
う
。
10
人
以
上
の
集
会

や
催
し
…
…
は
、
や
め
ま
し
ょ
う
。
必
要
な
用
事
以
外
の
外
出
は
、
控
え
ま
し
ょ
う
。」

と
あ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
も
考
慮
し
て
、
京
都
キ
リ
ス
ト
召
団
の
日
曜
日
の
集
会
を
、
5
月
3
日
及
び
5
月
10

日
の
両
日
、
休
会
と
し
、
5
月
17
日
以
降
の
集
会
開
催
の
可
否
を
、
5
月
10
日
時
点
で
判
断
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
の
機
会
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
深
く
聖
書
の
「
御
言
葉
」
に
親
し
み
、

「
人
を
活
か
す
も
の
は
霊
で
あ
っ
て
、
肉
は
役
立
た
な
い
。
私
が
語
っ
た
言
葉
は
霊
で
あ
り

命
で
あ
る
。」

「
人
が
生
き
る
の
は
パ
ン
だ
け
に
依
る
の
で
は
な
い
。
神
の
口
か
ら
出
る
一
つ
一
つ
の
言
葉

に
依
る
。」

と
の
主
キ
リ
ス
ト
の
言
葉
を
深
く
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
、「
御
言
葉
」（
預
言
書
も
含
め
て
）
を
ノ
ー
ト
に
書

き
留
め
る
な
ど
し
て
、

「
我
キ
リ
ス
ト
の
内
に
、
キ
リ
ス
ト
我
が
中
に
」

を
体
感
体
得
し
て
頂
き
た
く
願
い
ま
す
。

旧
約
聖
書
の
ア
モ
ス
書
の
8
章
11
～
12
節
を
思
い
ま
す
。

「
見
よ
、
そ
の
日
が
来
れ
ば
と
、
主
な
る
神
は
言
わ
れ
る
。
わ
た
し
は
大
地
に
飢
え
を
送
る
。

そ
れ
は
パ
ン
に
飢
え
る
こ
と
で
も
な
く
、
水
に
渇
く
こ
と
で
も
な
く
、
主
の
言
葉
を
聞
く

こ
と
の
で
き
ぬ
飢
え
と
渇
き
だ
。
人
々
は
海
か
ら
海
へ
と
巡
り
、
北
か
ら
東
へ
と
よ
ろ
め

き
歩
い
て
、
主
の
言
葉
を
探
し
求
め
る
が
、
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。」

古
い
聖
書
で
は
、「
み
言
葉
の
飢
饉
」
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

奥
田
は
、「
祈
り
の
友
、手
引
書
」
と
し
て
、「
詩
篇
」
を
愛
読
し
て
い
ま
す
。
103
篇
、139
篇
、23
篇
、46
篇
、

27
篇
以
下
、
な
ど
、
素
晴
ら
し
い
で
す
。

皆
様
の
上
に
、
ご
家
族
の
上
に
、
御
護
り
と
御
導
き
が
豊
か
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
！
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（
主
キ
リ
ス
ト
か
ら
賜
わ
っ
た
新
生
命
）

２
０
２
０
年
5
月
3
日

4
月
26
日
付
の
文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
よ
う
に
、本
日
の
「
聖
日
集
会
」
も
休
会
と
し
て
お
り
ま
す
。

皆
様
に
は
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

奥
田
の
心
に
思
い
浮
か
ん
だ
「
御
言
葉
」（
聖
書
の
言
葉
）
の
幾
つ
か
を
以
下
に
書
い
て
み
ま
す
。

①
「『
我
な
ほ
一
た
び
地
の
み
な
ら
ず
、
天
を
も
震ふ

る

は
ん
』
…
…
我
ら
は
震
は
れ
ぬ
国
を
受

け
た
れ
ば
、
感
謝
し
て
恭

う
や
う
や
し
き敬と
畏お

そ
れ懼
と
を
も
て
御
心
に
か
な
ふ
奉つ

と
め仕
を
神
に
な
す
べ
し
。」

（
ヘ
ブ
ル
書
12
章
26
～
29
節
）

な
お
、
同
章
18
節
～
25
節
も
。

「
天
地
は
過
ぎ
ゆ
か
ん
、
さ
れ
ど
我
が
言こ

と
ばは

過
ぎ
往
く
こ
と
な
し
。」（
マ
タ
イ
伝
24
章
25
節
）

な
お
、
マ
タ
イ
伝
24
章
全
部
も
。

②
「
我
ら
の
顧
み
る
所
は
見
ゆ
る
も
の
に
あ
ら
で
見
え
ぬ
も
の
な
れ
ば
な
り
。
見
ゆ
る
も

の
は
暫し

ば
ら
く時
に
し
て
、
見
え
ぬ
も
の
は
永と

こ
し
へ遠
に
至
る
な
り
。」（
コ
リ
ン
ト
後
書
4
章
18
節
）

な
お
、
同
章
7
節
～
18
節
ま
で
。

③
「
身
を
殺
し
て
後
に
何
を
も
為
し
得
ぬ
者
ど
も
を
懼お

そ

る
な
。
懼
る
べ
き
も
の
を
汝
ら
に

示
さ
ん
。
殺
し
た
る
後
ゲ
ヘ
ナ
（
地
獄
）
に
投
げ
入
る
る
権
威
あ
る
者
を
懼
れ
よ
。」（
ル
カ

伝
12
章
5
節
）

な
お
、
同
章
1
節
～
12
節
ま
で
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
た
と
え
、
我
々
の
身
体
に
危
害
を
及
ぼ
す
こ
と
が
出
来
て
も
、
我
ら
の
真

の
生
命
た
る
「
主
キ
リ
ス
ト
か
ら
賜
わ
っ
た
新
生
命
（
霊
の
命
）」
を
損
な
う
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

「
汝
ら
心
を
騒
が
す
な
、
神
を
信
じ
、
ま
た
、
我
を
信
ぜ
よ
」

と
語
り
か
け
て
い
て
く
だ
さ
る
主
キ
リ
ス
ト
に
こ
の
身
を
全
托
し
て
、
常
に
『
平
安
』
の
う
ち
に
過
ご
し

た
く
願
い
ま
す
。

④
「
我
は
火
を
地
に
投
ぜ
ん
と
て
来
れ
り
。
此
の
火
す
で
に
燃
え
た
ら
ん
に
は
、
我
ま
た

何
を
か
望
ま
ん
。
さ
れ
ど
我
に
は
受
く
べ
き
（
血
の
）
バ
プ
テ
ス
マ
あ
り
。
そ
の
成
し
遂
げ

ら
る
る
ま
で
は
、
思
ひ
逼せ

ま

る
こ
と
如い

か何
ば
か
り
ぞ
や
。」

「
血
の
バ
プ
テ
ス
マ
」
と
は
、
イ
エ
ス
の
架
か
り
た
も
う
た
「
十
字
架
」
の
こ
と
。
十
字
架
に
架
け
ら
れ

る
必
要
の
全
く
な
い
方
（
神
の
御
心
・
御
意
に
全
身
全
霊
を
捧
げ
き
っ
て
、
御
心
・
御
意
を
成
就
な
さ
っ
た
方
）
が

十
字
架
に
身
を
捧
げ
て
く
だ
さ
っ
た
と
い
う
「
重
い
事
実
」
を
ど
れ
だ
け
の
人
が
認
識
（
体
感
・
体
受
）
し

て
い
る
か
？　
パ
ウ
ロ
は
、

「
我
、
主
キ
リ
ス
ト
と
と
も
に
、
十
字
架
に
付
け
ら
れ
た
り
。
最も

は
や早
、（
旧
き
）
我
、
生
く
る

に
非
ず
、
復
活
の
主
キ
リ
ス
ト
の
新
生
命
を
賜
わ
っ
た
我
が
中
に
、
御
霊
の
キ
リ
ス
ト
が

生
き
て
あ
り
給
う
な
り
」（
ガ
ラ
テ
ヤ
書
2
章
20
節
）

と
告
白
し
て
い
ま
す
。

⑤
「
人
も
し
我
に
従
ひ
来
ら
ん
と
思
は
ば
、
己
を
棄
て
、
日
々
お
の
が
十
字
架
を
負
ひ
て
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我
に
従
へ
。
己
が
生い

の
ち命

を
救
は
ん
と
思
ふ
者
は
之
を
失
ひ
、
我
が
た
め
に
己
が
生
命
を
失

ふ
そ
の
人
は
之
を
救
は
ん
。」（
ル
カ
伝
9
章
23
節
～
24
節
）

生
来
の
人
間
は
誰
し
も
、「
己
が
生
命
」
を
尊
び
、
こ
れ
を
護
ろ
う
と
し
ま
す
。「
自
己
保
存
本
能
」
が
備

わ
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
人
は
危
険
か
ら
身
を
護
り
、
病
気
を
防
ぐ
努
力
を
惜
し
ま
な
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。

主
キ
リ
ス
ト
が
、
こ
こ
で
語
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
、
い
わ
ゆ
る
「
自
我
へ
の
執
着
」
ゆ
え
に
、

「
ま
ず
神
の
国
と
神
の
義
を
求
め
る
」

こ
と
を
せ
ず
、「
自
己
中
心
の
生
き
方
」
に
陥
り
が
ち
な
人
間
の
在
り
方
に
対
し
て
、
人
間
本
来
の
在
る
べ

き
姿
（
相
）
を
示
さ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

「
己
を
棄
て
、
日
々
己
が
十
字
架
を
負
っ
て
主
キ
リ
ス
ト
に
従
う
」

こ
と
は
生
来
の
人
間
に
は
不
可
能
若
し
く
は
至
難
の
業
と
い
う
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。
で
は
、
ど
う
す
れ
ば

良
い
の
で
し
ょ
う
か
？　
そ
の
答
え
（
解
決
）
は
、
主
が
負
っ
て
く
だ
さ
っ
た
「
十
字
架
」
に
在
り
ま
す
。

「
十
字
架
を
見
て
ご
ら
ん
。
そ
こ
で
（
十
字
架
上
で
）
生
来
の
あ
な
た
は
、
も
う
、
死
ん
で

い
る
の
だ
よ
」

と
。
上
記
の
ガ
ラ
テ
ヤ
書
2
章
20
節
の
パ
ウ
ロ
の
告
白
は
、
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
し
、
コ
リ
ン
ト
後

書
5
章
17
節
に
、

「
人
も
し
キ
リ
ス
ト
に
在
ら
ば
、
新
た
に
造
ら
れ
た
る
者
な
り
。
古
き
は
既
に
過
ぎ
去
り
、

視
よ
、
新
し
く
な
り
た
り
」

と
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
コ
ロ
サ
イ
書
3
章
1
節
～
4
節
で
は
、

「
キ
リ
ス
ト
と
共
に
甦
え
ら
せ
て
頂
い
た
我
々
は
、
こ
の
世
に
在
っ
て
は
、
既
に
死
ん
だ
者

で
あ
っ
て
、
そ
の
生
命
は
キ
リ
ス
ト
と
と
も
に
神
の
中
に
隠
さ
れ
て
い
る
。
我
ら
の
生
命

で
あ
る
キ
リ
ス
ト
の
現
わ
れ
給
う
と
き
に
、
我
ら
も
キ
リ
ス
ト
と
と
も
に
、
栄
光
の
中
に

現
れ
る
の
で
あ
る
」

と
約
束
さ
れ
て
い
ま
す
。
以
上
の
外
に
、

⑥ 「
汝
ら
心
を
騒
が
す
な
、
神
を
信
じ
、
ま
た
我
を
信
ぜ
よ
」（
ヨ
ハ
ネ
伝
14
章
1
節
）

⑦ 「
心
安
か
れ
、
我
な
り
、
懼
る
な
」（
マ
タ
イ
伝
14
章
27
節
）

⑧ 「
平
安
な
ん
じ
ら
に
在
れ
」（
ヨ
ハ
ネ
伝
20
章
19
節
）

⑨ 

「
汝
ら
世
に
在
り
て
は
患
難
（
艱
難
）
あ
り
、
さ
れ
ど
雄
々
し
か
れ
、
我
す
で
に
世
に
勝

て
り
」（
ヨ
ハ
ネ
伝
16
章
33
節
）

⑩ 

「
汝
ら
常
に
主
に
在
り
て
喜
べ
、
我
ま
た
言
ふ
、
な
ん
じ
ら
喜
べ
。
凡
て
の
人
に
汝
ら

の
寛
容
を
知
ら
し
め
よ
。
主
は
近
し
。
何
事
を
も
思
ひ
煩
ふ
な
、
た
だ
事
ご
と
に
祈
り
を

な
し
、
願
い
を
な
し
、
感
謝
し
て
汝
ら
の
求
め
を
神
に
告
げ
よ
。
さ
ら
ば
凡
て
人
の
思
に

す
ぐ
る
神
の
平
安
は
、
汝
ら
の
心
と
思
と
を
キ
リ
ス
ト
・
イ
エ
ス
に
よ
り
て
守
ら
ん
。」（
ピ

リ
ピ
書
4
章
4
節
～
7
節
）

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
、
御
言
葉
か
ら
命
と
力
と
を
賜
わ
り
、
平
安
の
中
で
日
々
を

過
ご
さ
れ
ま
す
よ
う
に
と
、
お
祈
り
致
し
ま
す
。
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（
キ
リ
ス
ト
直
結
、
一
人
一
召
団
）

２
０
２
０
年
5
月
9
日

奥
田 

昌
道

京
都
キ
リ
ス
ト
召
団
の
日
曜
日
の
集
会
は
、
4
月
12
日
（
日
）
以
降
、
5
月
10
日
（
日
）
ま
で
休
会
と
し

て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、「
5
月
17
日
以
降
の
集
会
開
催
の
可
否
を
、
5
月
10
日
時
点
で
判
断
し
た
い
」
と

4
月
26
日
付
文
書
（「
京
都
キ
リ
ス
ト
召
団
の
集
会
に
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
皆
様
へ
」）
で
お
伝
え
い
た
し

ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
た
め
、
非
常
事
態
宣
言
が
全
国
を
対
象
と
し
て
5
月
31
日
ま
で

延
長
さ
れ
て
い
る
状
況
を
考
慮
し
ま
す
と
、
京
都
キ
リ
ス
ト
召
団
の
集
会
も
、
5
月
17
日
、
24
日
の
両
日

を
休
会
と
し
、
5
月
31
日
（
日
）
に
再
開
す
る
の
が
適
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

5
月
31
日
（
日
）
は
、
今
年
の
「
聖
霊
降
臨
記
念
日
（
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
）」
の
日
で
す
。
そ
こ
で
、
そ
の
日

に
備
え
て
、
以
下
の
聖
書
の
箇
所
を
熟
読
し
て
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。

①　
「
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
父
な
る
神
」
の
約
束
で
あ
る
「
聖
霊
の
バ
プ
テ
ス
マ
」
に
つ
い
て

　

  

使
徒
行
伝
（
使
徒
言
行
録
）
1
章
１
～
14
節
、
2
章
全
部

②　
パ
ウ
ロ
の
伝
道
の
根
底
な
い
し
中
核
と
云
う
べ
き
は
、「
十
字
架
と
聖
霊
」
で
あ
る
こ
と
。

　
（
１
）
コ
リ
ン
ト
前
書
1
章
18
節
～
2
章
全
部

　
（
２
）
ガ
ラ
テ
ヤ
書
2
章
20
節

　
（
３
）
ロ
マ
書
15
章
13
節
、
同
15
章
18
～
19
節

③　

わ
た
し
た
ち
に
対
す
る
「
聖
霊
賦
与
の
約
束
」
は
、
ヨ
ハ
ネ
伝
14
章
～
16
章
に
あ
り
、
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
の
祈
り
（
同
17
章
「
大
祭
司
の
祈
り
」）
が
、
そ
れ
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

主
イ
エ
ス
は
、

「
此
の
火
す
で
に
燃
え
た
ら
ん
に
は
、
我
ま
た
何
を
か
望
ま
ん
」（
ル
カ
伝
12
章
49
節
）

と
祈
ら
れ
ま
し
た
（
5
月
3
日
付
文
書
の
④
）。
ま
た
、

「
活
か
す
も
の
は
霊
な
り
、
肉
は
益
す
る
所
な
し
、
わ
が
汝
ら
に
語
り
し
言
は
、
霊
な
り

生い
の
ち命
な
り
。」（
ヨ
ハ
ネ
伝
6
章
63
節
）

と
も
。

た
と
え
集
会
に
集
い
、
御
言
葉
と
祈
り
を
共
に
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
日
が
続
い
て
も
、
お
一
人
お
一

人
が
、「

キ
リ
ス
ト
直
結
、
一
人
一
召
団
」（
小
池
辰
雄
先
生
の
言
葉
）

の
心
意
気
で
勝
利
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
と
、
祈
願
し
て
い
ま
す
。
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（
新
型
コ
ロ
ナ
捕
囚
か
ら
の
解
放
と
正
常
な
日
常
生
活
へ
の
復
帰
）

２
０
２
０
年
5
月
17
日

奥
田 

昌
道

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に
出
さ
れ
て
い
た「
非
常
事
態
宣
言
」が
解
消
さ
れ
、「
外

出
の
自
粛
」
も
緩
和
さ
れ
る
な
ど
、
漸
く
明
る
い
兆
し
が
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
間
の
事
態
の
推
移
を
見
て
い
る
と
、奥
田
に
は
、あ
た
か
も
、昔
の
イ
ス
ラ
エ
ル
民
族
が
経
験
し
た「
バ

ビ
ロ
ン
捕
囚
か
ら
の
解
放
と
祖
国
へ
の
帰
還
」
の
よ
う
に
、「
新
型
コ
ロ
ナ
捕
囚
か
ら
の
解
放
と
正
常
な
日

常
生
活
へ
の
復
帰
」
と
言
い
た
い
よ
う
に
思
え
ま
す
。

本
日
、
思
い
浮
か
ん
だ
聖
書
の
言
葉
や
箇
所
を
以
下
に
記
し
ま
す
。

①　
「
慰
め
よ
、
わ
た
し
の
民
を
慰
め
よ
と
、
あ
な
た
た
ち
の
神
は
言
わ
れ
る
。
エ
ル
サ
レ

ム
の
心
に
語
り
か
け
、
彼
女
に
呼
び
か
け
よ
、
苦
役
の
時
は
今
や
満
ち
、
彼
女
の
咎と

が

は
償

わ
れ
た
、
と
。
罪
の
す
べ
て
に
倍
す
る
報
い
を
主
の
御
手
か
ら
受
け
た
、
と
。
見
よ
、
あ

な
た
た
ち
の
神
、
見
よ
、
主
な
る
神
。
彼
は
力
を
帯
び
て
来
ら
れ
、
御
腕
を
も
っ
て
統
治

さ
れ
る
。
見
よ
、
主
の
か
ち
得
ら
れ
た
も
の
は
御
も
と
に
従
い
主
の
働
き
の
実
り
は
御
前

を
進
む
。
主
は
羊
飼
い
と
し
て
群
れ
を
養
い
、
御
腕
を
も
っ
て
集
め
子
羊
を
ふ
と
こ
ろ
に

抱
き
、
そ
の
母
を
導
い
て
行
か
れ
る
。
ヤ
コ
ブ
よ
、
な
ぜ
言
う
の
か
、
イ
ス
ラ
エ
ル
よ
、

な
ぜ
断
言
す
る
の
か
。
わ
た
し
の
道
は
主
に
隠
さ
れ
て
い
る
、
と
。
わ
た
し
の
裁
き
は
神

に
忘
れ
ら
れ
た
、
と
。
あ
な
た
は
知
ら
な
い
の
か
、
聞
い
た
こ
と
は
な
い
の
か
。
主
は
、

と
こ
し
え
に
い
ま
す
神
、
地
の
果
て
に
及
ぶ
す
べ
て
の
も
の
の
造
り
主
。
倦
む
こ
と
な
く
、

疲
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
英
知
は
究
め
難
い
。
疲
れ
た
者
に
力
を
与
え
、
勢
い
を
失
っ
て

い
る
者
に
大
き
な
力
を
与
え
ら
れ
る
。
若
者
も
倦
み
、
疲
れ
、
勇
士
も
つ
ま
ず
き
倒
れ
よ

う
が
、
主
に
望
み
を
お
く
人
は
新
た
な
力
を
得
、
鷲
の
よ
う
に
翼
を
張
っ
て
上
る
。
走
っ

て
も
弱
る
こ
と
な
く
、
歩
い
て
も
疲
れ
な
い
。」（
イ
ザ
ヤ
書
40
章
よ
り
）

（
感
想
）こ
の
箇
所
は
非
常
に
慰
め
深
い
で
す
。
人
は
、し
ば
し
ば
、「
骨
折
り
損
の
く
た
び
れ
儲
け
」と
い
っ

た
感
を
抱
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
時
、
上
記
の
言
葉
は
、
大
き
な
慰
め
と
励
ま
し
を
与
え
て

く
れ
ま
す
。
ま
た
、奥
田
が
マ
ラ
ソ
ン
を
楽
し
ん
で
い
た
頃
に
は
、「
走
っ
て
も
弱
る
こ
と
な
く
、疲
れ
な
い
」

を
実
感
し
て
、支
え
と
し
て
き
ま
し
た
。
老
年
に
な
っ
て
肉
体
は
衰
え
ま
し
た
が
、心
は
、何
時
ま
で
も
若
々

し
く
、
み
ず
み
ず
し
く
あ
り
た
い
、
と
願
っ
て
い
ま
す
。

②　
「
渇
き
を
覚
え
て
い
る
者
は
皆
、水
の
と
こ
ろ
に
来
る
が
よ
い
。」（
イ
ザ
ヤ
書
55
章
１
節
）

こ
の
言
葉
に
接
す
る
と
反
射
的
に
思
い
出
す
の
は
、
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
第
４
章
の
「
イ
エ
ス
と
サ
マ
リ
ヤ

の
女
」
の
箇
所
で
す
。

「
こ
の
水
を
飲
む
者
は
だ
れ
で
も
ま
た
渇
く
。
し
か
し
、
わ
た
し
が
与
え
る
水
を
飲
む
者
は

決
し
て
渇
か
な
い
。
わ
た
し
が
与
え
る
水
は
そ
の
人
の
内
で
泉
と
な
り
、
永
遠
の
命
に
至
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る
水
が
わ
き
出
る
。」（
13
節
）

ま
た
、
ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
録
22
章
の
「
新
し
い
天
と
新
し
い
地
」（
新
天
新
地
）
の
記
述
の
中
に
、

「
神
と
子
羊
の
玉
座
か
ら
流
れ
出
て
、
水
晶
の
よ
う
に
輝
く
命
の
水
の
川
」

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

「
川
は
、
都
の
大
通
り
の
中
央
を
流
れ
、
そ
の
両
岸
に
は
命
の
木
が
あ
っ
て
、
年
に
十
二
回

実
を
結
び
、
毎
月
実
を
み
の
ら
せ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
木
の
葉
は
諸
国
の
民
の
病
を
治
す
。」

（
２
節
）

奥
田
は
、
鴨
川
に
架
け
ら
れ
て
い
る
「
丸
太
町
橋
」
の
上
か
ら
、
上
流
（
北
）
を
眺
め
る
時
、
ま
た
、
川

の
土
手
を
散
策
す
る
時
、
い
つ
も
、
こ
の
黙
示
録
の
情
景
を
思
い
ま
す
。
同
時
に
、
京
都
キ
リ
ス
ト
召
団
は
、

ま
こ
と
に
「
良
き
地
」
に
集
会
所
を
持
つ
こ
と
が
出
来
た
な
あ
、
と
感
謝
の
思
い
で
満
た
さ
れ
ま
す
。
そ

し
て
、主
キ
リ
ス
ト
の
「
十
字
架
に
よ
る
救
い
」
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、す
べ
て
我
々
に
必
要
な
も
の
は
、

神
・
キ
リ
ス
ト
の
側
で
備
え
て
く
だ
さ
っ
て
お
り
、
我
々
は
、
た
だ
感
謝
し
て
、
そ
れ
を
お
受
け
取
り
す

る
だ
け
で
あ
る
、
と
。
空
気
も
、
太
陽
も
、
水
も
、
大
地
も
、
万
物
の
創
造
主
で
あ
る
方
か
ら
の
贈
り
物
・

恵
み
で
あ
る
、
と
。

そ
れ
で
は
、
本
日
は
、
こ
れ
で
失
礼
い
た
し
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
て
は
、
日
々
、
主
キ
リ
ス
ト
の
御

護
り
と
御
導
き
の
中
で
、
主
よ
り
賜
わ
る
平
安
の
中
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
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京
都
キ
リ
ス
ト
召
団
集
会
再
開
の
お
知
ら
せ
。

２
０
２
０
年
5
月
30
日

５
月
31
日
（
日
）
の
聖
霊
降
臨
節
か
ら
集
会
が
再
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
自
粛
宣
言
が
解
除
さ

れ
て
も
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
消
滅
し
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
ウ
イ
ル
ス
が
消
滅
し
て
感
染
の
リ

ス
ク
が
無
く
な
る
ま
で
待
つ
と
い
う
こ
と
で
は
、
集
会
再
開
の
見
通
し
は
立
ち
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
の
存
在
を
前
提
と
し
た
う
え
で
、
次
の
よ
う
な
３
密
対
策
を
講
じ
て
今
後
も

日
曜
日
の
集
会
（
聖
日
集
会
）
を
継
続
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

１　
原
則
と
し
て
毎
週
日
曜
日
10
時
30
分
か
ら
聖
日
集
会
を
継
続
す
る
。

２　
集
会
の
時
間
短
縮
の
た
め
に
、従
来
の「
最
初
の
讃
美
歌
、司
会
者
の
証
言
、兄
弟
姉
妹
の
感
話・証
言
、

讃
美
歌
、
先
生
の
講
筵
、
祈
り
、
讃
美
歌
」
と
い
う
形
式
を
改
め
、「
讃
美
歌
、
先
生
の
聖
書
朗
読
と
祈
り
、

簡
潔
な
ご
講
筵
」
と
い
う
簡
素
な
も
の
に
す
る
。
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
夏
季
特
別
集
会
の
早
天
祈
祷
の

よ
う
な
形
式
に
す
る
。

３　
出
席
は
、
各
自
の
意
思
に
任
せ
る
が
、
体
調
に
問
題
が
あ
る
時
に
は
、
無
理
を
し
な
い
で
遠
慮
な

く
欠
席
さ
れ
る
こ
と
を
勧
め
る
。

４　
集
会
場
で
は
マ
ス
ク
着
用
と
手
洗
い
を
厳
守
し
て
い
た
だ
く
。

５　
席
は
、
間
隔
を
広
く
取
る
よ
う
に
配
置
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
従
っ
て
座
る
。

６　
常
に
風
通
し
を
良
く
す
る
た
め
に
、
集
会
中
に
何
度
か
換
気
を
す
る
。

７　
湯
茶
は
、
提
供
し
な
い
の
で
、
各
自
が
持
参
す
る
。

８　
集
会
終
了
後
、
交
替
で
清
掃
を
す
る
。
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十
字
架
と
聖
霊
―
―
福
音
（
キ
リ
ス
ト
道
）
の
原
点
―
―

２
０
２
０
年
5
月
31
日

５
月
31
日
（
日
）
の
朝
、「
聖
霊
降
臨
節
記
念
の
日
」
に
京
都
キ
リ
ス
ト
召
団
の
集
会
室
に
お
い
て
、
待

望
の
集
会（
聖
霊
降
臨
節
集
会
）を
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
５
月
30
日
付
の「
集
会
再
開
の
お
知
ら
せ
」

で
記
し
た
と
お
り
、
夏
季
特
別
集
会
の
御
所
で
の
早
天
祈
祷
会
の
よ
う
な
自
由
な
形
式
で
、
奥
田
が
最
初

か
ら
終
り
ま
で
、
集
会
を
リ
ー
ド
し
、
御
言
葉
を
語
り
、
祈
り
と
讃
美
歌
を
皆
さ
ま
と
共
に
す
る
と
い
う

や
り
方
で
恵
み
の
時
を
持
つ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
奥
田
の
「
講
筵
」
の
「
題
名
」
は
、「
十
字
架
と
聖
霊　

―
―
福
音
（
キ
リ
ス
ト
道
）
の
原
点
―
―
」
で
し
た
。
私
た
ち
の
信
仰
の
内
実
は
、こ
の
「
十
字
架
」
と
「
聖
霊
」

に
集
約
さ
れ
ま
す
。
日
々
の
歩
み
も
、
こ
の
原
点
（
出
発
点
で
あ
り
、
土
台
で
あ
り
、
正
し
き
道
へ
と
導
く
も
の
）

の
上
に
築
き
上
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
使
徒
パ
ウ
ロ
の
言
葉
を
借
り
る
な
ら
ば
、

「
我
、
主
と
偕
に
十
字
架
に
付
け
ら
れ
た
り
、
最
早
わ
れ
生
く
る
に
非
ず
」

即
ち
、「
生
来
の
我
、
自
己
中
心
的
な
肉
な
る
我
」
は
、
十
字
架
で
既
に
葬
り
去
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
（
生

来
の
旧
き
我
は
死
ん
で
い
る
）。
そ
し
て
、死
を
克
服
し
て
新
し
い
生
命
体
と
し
て
現
わ
れ
て
く
だ
さ
っ
た
「
復

活
の
主
キ
リ
ス
ト
」
の
霊
的
生い
の
ち命
が
、
賜
わ
っ
た
「
新
し
き
我
」
の
中
に
、「
聖
霊
（
御
霊
・
み
た
ま
）
の
キ

リ
ス
ト
」
と
し
て
生
き
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
、
即
ち
、

「
キ
リ
ス
ト
我
が
中う

ち

に
生
き
給
う
な
り
」

な
の
で
す
。
こ
れ
を
日
々
の
「
現
実
」
と
し
て
歩
み
続
け
る
こ
と
を
主
キ
リ
ス
ト
は
願
っ
て
お
ら
れ
る
に

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
わ
た
し
た
ち
は
、
意
識
せ
ず
に
空
気
を
吸
っ
て
生
き
て
い
ま
す
。
空
気
に
包
ま
れ
、

空
気
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。「
空
気
さ
ん
、有
難
う
！
」と
言
い
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
陽
光
も
ま
た
、

そ
う
で
す
。
も
し
太
陽
が
存
在
し
な
か
っ
た
ら
、
ど
う
で
し
ょ
う
？　
地
球
は
存
続
す
る
こ
と
が
出
来
ま

せ
ん
。
太
陽
は
、
神
の
恵
み
の
象
徴
と
言
っ
て
良
い
よ
う
な
存
在
で
す
。
主
キ
リ
ス
ト
は
、

「
天
の
父
は
、
良
き
者
に
も
悪
し
き
者
に
も
陽
を
昇
ら
せ
、
直
き
者
に
も
直
か
ら
ざ
る
者
に

も
雨
を
降
ら
せ
給
う
。
汝
ら
、
天
の
父
の
全
き
ご
と
く
、
全
か
れ
！
」

と
諭
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
奥
田
は
、
住
ま
い
の
近
く
の
「
丸
太
町
橋
」
の
展
望
台
か
ら
上
流
の
方
（
北
）
を

眺
め
る
の
が
好
き
で
す
。
春
は
東
岸
の
桜
の
満
開
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
今
は
濃
い
緑
の
樹
木

の
壮
ん
な
生
命
力
に
感
動
し
ま
す
。

「
生い

の
ち命
の
水
の
川
が
都
の
大
路
の
真
中
を
流
れ
、
両
岸
に
は
生い

の
ち命
の
樹
が
あ
っ
て
12
種
の
実

を
結
び
、
そ
の
実
は
月
毎
に
生
じ
、
そ
の
樹
の
葉
は
諸
国
の
民
を
癒
す
な
り
」

と
記
さ
れ
て
い
る
ヨ
ハ
ネ
黙
示
録
22
章
１
～
２
節
の
情
景
を
思
い
ま
す
。
同
時
に
、
わ
た
し
た
ち
は
、
ま

こ
と
に
素
晴
ら
し
い
場
所
、
自
然
環
境
の
中
に
「
京
都
キ
リ
ス
ト
召
団
集
会
所
」
を
備
え
て
頂
い
た
と
感

謝
の
思
い
に
満
た
さ
れ
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い
は
、
ま
だ
ま
だ
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

細
心
の
注
意
が
必
要
で
す
。
同
時
に
、

「
我
が
友
た
る
汝
ら
に
告
ぐ
。
身
を
殺
し
て
後
に
何
を
も
為
し
得
ぬ
者
ど
も
を
懼
る
な
、
殺

し
た
る
後
ゲ
ヘ
ナ
（
地
獄
）
に
投
げ
入
る
る
権
威
あ
る
者
（
神
）
を
懼
れ
よ
。」（
ル
カ
伝
12
章

４
～
５
節
）

と
の
主
キ
リ
ス
ト
の
励
ま
し
と
「
御
護
り
と
御
導
き
」
に
委
ね
て
日
々
を
過
ご
し
た
く
願
い
ま
す
。
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神
讃
美
の
生
涯

―
―
人
生
の
目
的
は
神
讃
美
―
―

２
０
２
０
年
6
月
7
日

奥
田 

昌
道

梅
雨
入
り
も
近
い
本
日
（
６
月
７
日
）、
雲
一
つ
な
い
晴
天
の
も
と
、
恵
み
の
「
聖
日
集
会
」
を
持
つ
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
10
名
の
兄
弟
姉
妹
が
集
ま
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。「
夏
季
特
別
集
会
の
御
所
で
の
早

天
祈
祷
会
」
を
モ
デ
ル
に
し
た
自
由
な
形
で
、
初
め
か
ら
終
り
ま
で
、
奥
田
の
主
導
で
豊
か
な
内
容
の
集

会
と
な
り
ま
し
た
。

講
筵
は
、「
神
讃
美
の
生
涯
―
―
人
生
の
目
的
は
神
讃
美
―
―
」
と
題
し
て
、
詩
篇
103
篇
、
同
33
篇
、
ガ

ラ
テ
ヤ
書
２
章
20
節
、
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
３
章
16
節
を
引
用
し
な
が
ら
、
神
・
キ
リ
ス
ト
は
、
わ
た
し

た
ち
が
、ど
の
よ
う
な
外
的
状
況・境
遇
に
あ
っ
て
も
、「
神・キ
リ
ス
ト
讃
美
」の
生
き
方
を
貫
く
こ
と
を
願
っ

て
お
ら
れ
る
こ
と
を
語
り
ま
し
た
。
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
６
章
25
節
か
ら
34
節
は
、
わ
た
し
た
ち
の
日
々

の
在
り
方
の
模
範
（
モ
デ
ル
）
を
示
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
と
も
す
れ
ば
、
衣
食
住
に
必

要
な
も
の
の
充
足
と
、
生
命
の
安
全・保
持
を
第
一
に
考
え
、
求
め
、
神・キ
リ
ス
ト
は
そ
の
必
要
を
満
た
し
、

保
障
し
て
く
だ
さ
る
存
在
者
と
し
て
、
否
、
そ
う
い
う
方
だ
か
ら
こ
そ
、
必
要
不
可
欠
な
存
在
と
し
て
尊
び
、

信
心
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
主
イ
エ
ス
は
、

「
ま
ず
、
神
の
国
と
神
の
義
を
求
め
な
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
生
存
に
必
要
不
可
欠
な
も
の

は
、
す
べ
て
、
添
え
て
与
え
ら
れ
る
か
ら
」

と
「
神
第
一
の
生
き
方
」
こ
そ
が
、
人
間
と
し
て
の
本
当
の
在
り
方
で
あ
る
こ
と
を
、
諭
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
に
は
、
天
の
父
な
る
神
へ
の
「
絶
対
の
信
頼
」
が
あ
り
ま
し
た
。

「
人
が
生
き
る
の
は
、
パ
ン
だ
け
に
よ
る
の
で
は
な
い
。
神
の
口
か
ら
出
る
、
一
つ
一
つ
の

言
葉
に
よ
る
」

と
語
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
あ
の
「
主
の
祈
り
」（
マ
タ
イ
伝
６
章
９
節
～
15
節
）
も
、
ま
ず
、

「
父
な
る
神
の
御
名
の
崇
め
ら
れ
ん
事
を
」

で
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
奥
田
自
身
の
人
生
の
歩
み
の
中
で
、
こ
の
マ
タ
イ
伝
の
６
章
25
節
か
ら
34
節
は
、

決
定
的
に
重
要
な
生
活
上
の
指
針
と
な
り
ま
し
た
。
何
か
と
思
い
煩
い
の
多
か
っ
た
奥
田
に
と
っ
て
、
こ

の
御
言
葉
は
、
そ
の
後
の
人
生
を
支
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

「
わ
が
言
葉
は
霊
な
り
命
な
り
」

で
あ
り
ま
し
た
。
讃
美
歌
で
奥
田
が
愛
唱
し
て
い
る
の
は
、
332
番
「
主
は
命
を
与
え
ま
せ
り
」
と
517
番
「
わ

れ
に
来
よ
と
主
は
今
」
で
す
。
他
に
も
沢
山
あ
り
ま
す
が
、本
日
の
講
筵
と
の
関
係
で
は
、こ
の
二
つ
で
す
。

本
来
人
間
は
、
相
よ
り
、
相
助
け
合
う
間
柄
で
あ
り
た
い
の
に
、
今
日
の
状
況
は
、
そ
の
反
対
の
こ
と
を

要
請
し
て
い
ま
す
。
困
難
な
状
況
に
負
け
る
こ
と
な
く
、「
相
よ
り
、
相
助
け
合
う
」
関
係
を
築
い
て
行
き

た
い
と
願
い
ま
す
。
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「
結
果
」
に
依
存
し
な
い
「
信
」

２
０
２
０
年
6
月
14
日

雨
の
予
想
の
気
象
情
報
を
覆
す
よ
う
に
、
梅
雨
の
晴
れ
間
を
賜
わ
っ
て
、
本
日
も
熱
い
祈
り
の
集
会
を

持
つ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
御
出
席
い
た
だ
い
た
の
は
、
男
性
４
名
、
女
性
４
名
と
、
少
数
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
短
時
間
な
が
ら
、
充
実
し
た
集
会
と
な
り
ま
し
た
。

讃
美
歌
は
、
354
番
「
牧
主
我
が
主
よ
」、
301
番
「
山
辺
に
向
い
て
」、
332
番
「
主
は
い
の
ち
を
」、
527
番
「
わ

が
喜
び
、
わ
が
望
み
」。
講
筵
で
取
り
上
げ
た
聖
書
の
箇
所
は
、

（
１
）
マ
タ
イ
伝
８・５
～
13
（
百
卒
長
の
信
）、

（
２
）
ヨ
ハ
ネ
伝
20
・
19
～
31
（「
見
ず
し
て
信
ず
る
者
は
、
さ
い
わ
い
な
り
」）、

（
３
）
マ
ル
コ
伝
11
・
23
～
24
（「
祈
り
た
る
事
は
、
既
に
叶
え
ら
れ
た
り
と
せ
よ
」）
で
、
筵
題
は
、「
結
果
」

に
依
存
し
な
い
「
信
」。
わ
た
し
た
ち
は
、
日
常
生
活
に
お
い
て
、「
主
キ
リ
ス
ト
と
共
に
生
き
る
。
主
の
御

言
葉
を
信
受
し
て
生
き
る
」
と
言
い
な
が
ら
、祈
っ
た
事
、願
っ
た
事
が
「
祈
っ
た
通
り
に
、願
っ
た
通
り
に
」

実
現
し
な
い
と
、「
祈
り
は
聴
か
れ
て
い
な
い
、私
の
信
仰
が
弱
い
か
ら
ダ
メ
な
の
だ
」
と
考
え
が
ち
で
す
が
、

そ
う
で
は
な
い
の
で
す
。
上
記
（
３
）
の

「
祈
り
た
る
事
は
、
既
に
叶
え
ら
れ
た
り
と
せ
よ
」

と
の
主
キ
リ
ス
ト
の
御
言
葉・御
約
束
ど
お
り
に
、「
そ
れ
は
、
天
の
次
元
に
お
い
て
、
既
に
成
就
し
て
い
る
。

現
象
界
に
お
い
て
そ
れ
が
見
え
る
形
で
現
わ
れ
て
い
な
く
て
も
、
そ
れ
に
左
右
さ
れ
て
は
い
け
な
い
」
と
、

単
純
に
、
素
直
に
受
け
取
っ
て
行
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
ロ
ー
マ
の
百
卒
長
は
、

「
イ
エ
ス
の
発
せ
ら
れ
る
言
葉
は
、
必
ず
実
現
す
る
」

と
信
じ
て
疑
わ
な
か
っ
た
の
で
す
。
彼
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
は
、
至
極
当
然
の
事
理
だ
っ
た
の
で
す
。「
御

言
葉
を
信
ず
る
」
と
は
、そ
う
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
福
音
書
で
主
イ
エ
ス
が
語
っ
て
お
ら
れ
る
御
言
葉
を
、

わ
た
し
た
ち
も
、
そ
の
よ
う
な
角
度
か
ら
、
単
純
に
、
素
直
に
「
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
感
謝
し
て
受

け
取
っ
て
行
く
。
そ
の
積
み
重
ね
の
日
々
で
あ
り
た
い
で
す
。

「
人
が
生
き
る
の
は
、
パ
ン
だ
け
に
依
る
の
で
は
な
い
。
神
の
口
か
ら
発
せ
ら
れ
る
一
つ
一

つ
の
言
葉
に
よ
る
」

「
人
を
活
か
す
も
の
は
霊
で
あ
っ
て
、
肉
は
役
立
た
な
い
。
わ
た
し
が
語
っ
た
言
葉
は
、
霊

で
あ
り
命
で
あ
る
」

「
我
を
信
ず
る
者
は
、
死
す
と
も
生
き
ん
。
凡
そ
生
き
て
我
を
信
ず
る
者
は
、
永
遠
に
死
な

ざ
る
べ
し
。
汝
、
こ
れ
を
信
ず
る
か
？
」

な
ど
の
主
キ
リ
ス
ト
の
言
葉
を
、わ
た
し
た
ち
は
、素
直
に
単
純
に
信
受
し
て
、「
キ
リ
ス
ト
と
共
な
る
生
活
」、

「
我
、
キ
リ
ス
ト
の
中
に
。
キ
リ
ス
ト
、
我
が
中
に
」
の
恵
み
の
現
実
の
中
で
、
神・キ
リ
ス
ト
讃
美
の
日
々

を
送
り
た
い
と
願
い
ま
す
。
詩
篇
は
、
そ
の
よ
う
な
「
讃
美
と
祈
り
」
に
満
ち
て
い
ま
す
。
主
イ
エ
ス
も
、

詩
篇
を
愛
読
な
さ
い
ま
し
た
。「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
が
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
を
か
き
乱
し
て
い
る

状
況
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、「
御
霊
の
我
が
主
は
、
わ
が
身
を
抱
き
、
十
字
架
に
耐
え
う
る
力
を
賜
う
」
と

の
小
池
先
生
作
詞
の
言
葉
の
よ
う
に
、
わ
た
し
た
ち
は
、
一
方
で
は
注
意
深
く
危
険
を
避
け
な
が
ら
、
他

方
で
は
大
胆
に
主
キ
リ
ス
ト
の
御
護
り
と
御
導
き
を
信
じ
て
、
天
の
高
み
を
目
指
し
て
「
神
・
キ
リ
ス
ト

讃
美
」
の
日
々
を
過
ご
し
た
く
願
い
ま
す
。
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喜
び
、
歓
喜

２
０
２
０
年
6
月
28
日

雨
上
が
り
の
曇
り
空
の
下
、
本
日
も
、
兄
弟
姉
妹
が
「
聖
日
集
会
」
に
集
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

集
会
は
、
夏
の
特
別
集
会
の
「
早
天
祈
祷
会
」
を
モ
デ
ル
に
し
た
形
で
、
奥
田
の
主
導
の
も
と
、
聖
書

朗
読
と
奥
田
の
講
筵
、
い
の
り
、
讃
美
歌
ま
た
は
聖
歌
の
斉
唱
と
い
う
順
序
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
日
の
聖
書
朗
読
は
、
詩
篇
103
篇
、
同
19
篇
、
同
91
篇
。
講
筵
後
の
祈
り
の
後
は
、
聖
歌
467
番
「
み
く

に
の
こ
こ
ち
す
」
を
斉
唱
し
ま
し
た
。

本
日
の
講
筵
題
目
は
、「
喜
び
、
歓
喜
」
と
し
ま
し
た
。
こ
の
と
こ
ろ
、
世
の
中
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
会
合
や
イ
ベ
ン
ト
の
自
粛
（
中
止
な
い
し
延
期
）
が
常
態
化
し
、
な

ん
と
も
重
苦
し
い
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、「
喜
び
、
歓
喜
」
が
失
わ
れ

て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
と
い
う
「
目
に
見
え
な
い
敵
」

に
対
し
て
、
細
心
の
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
同
時
に
、
主
キ
リ
ス
ト
の
御
言
葉
、

「
身
を
滅
ぼ
す
こ
と
が
出
来
て
も
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
が
出
来
な
い
者
ど
も
を
懼お

そ

れ
る
な
、

身
を
滅
ぼ
し
た
後
、
魂
を
ゲ
ヘ
ナ
（
地
獄
）
に
投
げ
入
れ
る
権
威
あ
る
方
を
懼
れ
よ
」

を
真
剣
に
体
受
し
て
、
御
国
へ
の
旅
路
を
感
謝
と
喜
び
を
も
っ
て
続
け
た
く
願
い
ま
す
。
そ
の
観
点
か
ら
、

詩
篇
91
篇
は
味
わ
い
深
い
詩
篇
で
す
。

「
至い

と
た
か
き
も
の

上
者
の
も
と
な
る
隠
れ
た
る
所
に
住
ま
う
そ
の
人
は
、
全
能
者
の
蔭
に
宿
ら
ん
。
わ
れ

は
、
主
は
わ
が
避
け
所
、
わ
が
城
、
わ
が
依
り
頼
む
神
な
り
と
言
わ
ん
。
そ
は
、
神
、
汝

を
…
…
、
毒
を
流
す
疫え

や
み病
よ
り
助
け
出
し
給
う
べ
け
れ
ば
な
り
。
彼
、
そ
の
羽
を
も
て
汝

を
蔽
い
給
わ
ん
。
汝
、
そ
の
翼
の
下
に
隠
れ
ん
、
そ
の
真ま

こ
と実
は
楯た

て

な
り
小こ

だ
て楯
な
り
。
夜
は

驚
く
べ
き
こ
と
あ
り
、
昼
は
飛
び
来
る
矢
あ
り
。
暗
き
に
は
歩
む
疫え

や
み病
あ
り
、
昼
に
は
損

な
う
激
し
き
病
あ
り
、
さ
れ
ど
、
汝
、
懼
る
る
こ
と
あ
ら
じ
。
…
…
」

ま
る
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
猛
威
を
予
言
し
て
い
る
よ
う
な
詩
篇
で
す
。
そ
し
て
神
に
信
頼
す
る

者
の
勝
利
を
高
ら
か
に
謳
い
ま
す
。

「
汝
、
先
に
言
え
り
、
主
は
わ
が
避
け
所
な
り
と
、
汝
、
至い

と
た
か
き
も
の

上
者
を
そ
の
住す

ま
い居

と
な
し
た
れ

ば
、
災わ

ざ
わ
い害

汝
に
至
ら
ず
、
苦な

や
み難

、
汝
の
幕
屋
（
住
ま
い
）
に
近
づ
か
じ
。
そ
は
、
至
上
者
、

汝
の
た
め
に
そ
の
使つ

か
い者

た
ち
に
命
じ
て
、
汝
が
歩
む
も
ろ
も
ろ
の
道
に
汝
を
守
ら
せ
給
え

ば
な
り
。
か
れ
ら
、
手
に
て
、
汝
の
足
の
、
石
に
触
れ
ざ
ら
ん
た
め
に
、
汝
を
支
え
ん
。

…
…
彼
、そ
の
愛
を
我
（
主
な
る
神
）
に
注
げ
る
が
ゆ
え
に
、我
、こ
れ
を
（
彼
を
）
助
け
ん
、

彼
、
我
が
名
（
主
な
る
神
の
名
）
を
知
る
が
故
に
、
我
、
こ
れ
を
（
彼
を
）
高
き
所
に
置
か
ん
。

彼
、
我
を
呼
ば
ば
、
我
、
応
え
ん
、
我
、
そ
の
（
彼
の
）
苦く

る
し
み難
の
時
に
偕
に
居
り
て
、
之
を

（
彼
を
）
た
す
け
、之
を
あ
が
め
ん
。
我
、長
寿
（
長
き
い
の
ち
）
を
も
て
、彼
を
足
ら
わ
し
め
、

且
つ
、
我
が
教
え
を
示
さ
ん
。」

と
。
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
、
こ
の
詩
篇
の
祈
り
と
神
の
約
束
（
誓
い
）
を
引
き
取
っ
て
、
わ
た
し
た
ち

の
身
に
成
就
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
現
実
の
生
活
に
お
い
て
、現
象
面
で
は
、逆
の
様
相
を
呈
し
て
も
、

そ
れ
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
信
じ
抜
く
所
に
勝
利
が
宿
り
ま
す
。

主
は
、十
字
架
で
わ
た
し
た
ち
の
「
マ
イ
ナ
ス
面
」
を
消
し
去
り
、新
し
い
生
命
力
を
与
え
て
く
だ
さ
り
、

聖
霊
に
よ
っ
て
、「
喜
び
、
感
謝
、
讃
美
」
の
日
々
を
送
れ
る
よ
う
に
導
い
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。



V21-#1:27/50 祈りたる事は叶えられたりとせよ ２０２０年 7 月 5 日

制作・著作：  HP「小池・奥田文庫」 ファイル名：PDF 奥田講話第 21 巻 作成 2024/09/09 出力 2025/03/27修正 2025/03/27

祈
り
た
る
事
は
叶
え
ら
れ
た
り
と
せ
よ

２
０
２
０
年
7
月
5
日

雨
上
が
り
の
曇
り
空
の
下
、
本
日
も
、
兄
弟
姉
妹
が
「
聖
日
集
会
」
に
集
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

本
日
の
聖
句
は
、

「
凡
て
祈
り
て
願
ふ
事
は
、
す
で
に
得
た
り
と
信
ぜ
よ
、
さ
ら
ば
得
べ
し
」（
マ
ル
コ
伝
11
章

24
節
）

で
し
た
。
マ
ル
コ
伝
の
こ
の
箇
所
は
、
主
イ
エ
ス
の
十
字
架
が
迫
っ
て
い
る
時
期
で
す
。
11
章
12
節
か
ら

読
み
ま
す
と
、
主
イ
エ
ス
の
、
わ
た
し
た
ち
普
通
の
人
間
と
変
ら
ぬ
「
人
間
的
な
」
面
と
、「
神
の
子
」
ら

し
い
面
と
の
両
方
を
垣
間
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
12
節
以
下
で
は
、
宿
泊
先
の
ベ
タ
ニ
ヤ
か
ら
出
て
来

ら
れ
た
空
腹
の
イ
エ
ス
が
「
葉
の
繁
っ
た
イ
チ
ジ
ク
の
樹
」
を
は
る
か
彼
方
か
ら
見
つ
け
て
、「
こ
れ
幸
い
」

と
近
づ
い
て
見
れ
ば
、
実
が
成
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
「
今
か
ら
後
、
い
つ
ま
で
も
、
実
を
結
ぶ
こ

と
の
無
い
よ
う
に
！
」
と
の
言
葉
を
発
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
「
無
茶
な
、
無
理
な
注
文
」
で
す
。
と
い
う

の
は
、
実
が
成
っ
て
い
な
か
っ
た
の
は
、「
イ
チ
ジ
ク
の
実
の
成
る
季
節
」
で
は
な
か
っ
た
か
ら
な
の
で
す
。

可
哀
そ
う
に
イ
チ
ジ
ク
は
翌
朝
、
通
り
か
か
っ
た
時
に
は
、
根
元
か
ら
枯
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
マ

タ
イ
伝
21
章
18
節
以
下
で
は
、「
今
よ
り
後
い
つ
ま
で
も
実
を
結
ば
な
い
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
た
ら
、

即た
ち
ど
こ
ろ
に刻
枯
れ
て
し
ま
っ
た
、
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
以
上
は
、
イ
エ
ス
の
、
わ
た
し
た
ち
と
変
ら
ぬ
人
間

的
な
面
で
す
（
そ
れ
自
体
は
、
誉
め
ら
れ
た
話
で
は
な
い
。
失
敗
談
）。
と
こ
ろ
が
、
イ
チ
ジ
ク
が
枯
れ
て
し
ま

っ
た
こ
と
に
驚
い
た
ペ
テ
ロ
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
な
言
葉
を
発
せ
ら
れ
ま
し
た
。

「
神
を
信
ぜ
よ
。
ま
こ
と
に
汝
ら
に
告
ぐ
、
人
も
し
此
の
山
に
『
移
り
て
海
に
入
れ
』
と
言

ふ
と
も
、
其
の
言
ふ
と
こ
ろ
必
ず
成
る
べ
し
と
信
じ
て
、
心
に
疑
は
ず
ば
、
そ
の
如
く
成

る
べ
し
。
こ
の
故
に
汝
ら
に
告
ぐ
、
凡
て
祈
り
て
願
ふ
事
は
、
す
で
に
得
た
り
と
信
ぜ
よ
、

さ
ら
ば
得
べ
し
。」（
マ
ル
コ
伝
11
章
20
節
～
24
節
）

こ
の
、「
凡
て
祈
り
て
願
ふ
事
は
、
す
で
に
得
た
り
と
信
ぜ
よ
、
さ
ら
ば
得
べ
し
。」（
祈
り
た
る
事
は
、
叶
え

ら
れ
た
り
と
せ
よ
）
は
、
わ
た
し
た
ち
の
日
常
生
活
に
お
い
て
、
た
い
へ
ん
大
切
な
御
言
葉
、
主
キ
リ
ス
ト

か
ら
の
祝
福
の
約
束
で
す
。
わ
た
し
た
ち
は
、「
祈
る
特
権
」
を
頂
い
て
い
る
の
で
す
。

「
か
く
の
ご
と
く
、
御
霊
も
我
ら
の
弱
き
を
助
け
た
ま
ふ
。
我
ら
は
如
何
に
祈
る
べ
き
か
を

知
ら
ざ
れ
ど
も
、
御
霊
み
づ
か
ら
言
ひ
難
き
呻
き
を
も
て
執
り
成
し
給
ふ
。
…
…
」（
ロ
マ

書
８
章
26
節
以
下
）

主
キ
リ
ス
ト
の
「
御
名
に
よ
っ
て
」
祈
る
と
は
、「
主
キ
リ
ス
ト
ご
自
身
が
、
わ
た
し
た
ち
と
一
体
と
な
っ

て
祈
っ
て
く
だ
さ
る
」
事
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
わ
た
し
た
ち
一
人
び
と
り
の
為
に
十
字
架
上

で
命
を
投
げ
出
し
て
く
だ
さ
っ
た
お
方
（
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
）
の
御
本
願
で
す
。「
我
、
主
の
中
に
。
主
、

我
が
中
に
」（
エ
ン
・
ク
リ
ス
ト
）
は
、
思
わ
れ
た
る
世
界
、
観
念
の
事
態
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
主
イ
エ
ス
が

命
が
け
で
「
神
へ
の
道
」
と
な
っ
て
く
だ
さ
り
、「
我
は
、
道
な
り
、
ま
こ
と
（
真
理
）
な
り
、
い
の
ち
（
生

命
）
な
り
」「
汝
と
我
と
は
一
つ
な
り
、故
に
、何
事
に
て
も
、『
わ
が
名
に
よ
り
て
』
祈
り
求
め
よ
、さ
ら
ば
、

得
べ
し
（
成
る
べ
し
）」
と
約
束
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
祈
り
た
る
事
は
、
叶
え
ら
れ

た
り
」
と
し
、「
凡
て
祈
り
て
願
ふ
事
は
、
既
に
得
た
り
」
と
信
じ
て
、
晴
れ
や
か
に
、
そ
し
て
穏
や
か
に
、

勝
利
の
日
々
を
生
き
て
行
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。
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わ
が
賜
り
し
福
音

２
０
２
０
年
7
月
12
日

雨
上
が
り
の
曇
り
空
の
下
、
本
日
も
、
兄
弟
姉
妹
が
「
聖
日
集
会
」
に
集
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

本
日
の
講
筵
「
わ
が
賜
り
し
福
音
」
に
入
る
前
に
、
前
回
の
集
会
で
取
り
上
げ
た
「
イ
チ
ジ
ク
の
樹
に

お
い
て
生
じ
た
こ
と
」（
マ
ル
コ
伝
11
章
12
～
14
節
、
20
～
21
節
）
に
つ
い
て
、
Ｍ
兄
と
Ｈ
兄
か
ら
頂
い
た
文
章

を
紹
介
し
ま
し
た
。

Ｍ
兄
：「
い
ち
じ
く
の
木
へ
の
呪
い
は
、
譬
た
と
えで

す
。
何
度
も
何
度
も
イ
エ
ス
様
は
、
エ
ル
サ
レ
ム
と
そ
の

指
導
者
た
ち
に
悔
い
改
め
を
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
拒
絶
さ
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
主
様
の

愛
を
こ
ば
ん
で
自
ら
破
滅
し
た
。
見
せ
か
け
の
葉
を
ひ
ら
ひ
ら
さ
せ
て
い
る
実
の
な
ら
な
い
こ
の
木
は
、

ユ
ダ
ヤ
国
民
の
象
徴
で
あ
っ
た
。
イ
エ
ス
様
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
滅
亡
の
原
因
と
必
然
性
を
弟
子
た
ち
に
は
っ

き
り
示
し
た
い
と
望
ま
れ
た
。」（
続
け
て
、
エ
レ
ミ
ヤ
書
６
章
19
節
を
引
用
）

Ｈ
兄
：「
こ
の
御
言
葉
に
至
る
無
花
果
を
枯
ら
す
お
話
は
、
あ
る
注
解
書
に
よ
れ
ば
当
時
の
エ
ル
サ
レ
ム

に
お
け
る
堕
落
し
た
信
仰
状
態
を
表
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
が
、
宮
清
め
の
行
動
に
繋
が
っ

て
い
て
、
そ
れ
で
、
ペ
テ
ロ
等
の
弟
子
に
こ
の
御
言
葉
を
語
っ
て
お
ら
れ
る
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。」

お
二
人
が
述
べ
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
正
当
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
福
音
書
に
記
述
さ
れ

た
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
足
跡
、
言
葉
と
行
動
（
御
業
）
に
対
す
る
対
し
方
（
ど
の
よ
う
に
受
け
取
る
か
）
は
、

人
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
と
思
い
ま
す
。

奥
田
の
福
音
書
の
読
み
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
（
場
面
）
に
自
分
も
居
合
わ
せ
て
い
る
よ
う
な
「
臨
場
感
」

を
も
っ
て
受
け
取
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
五
つ
の
パ
ン
と
二
つ
の
魚
を
も
っ
て
、
男
だ
け
で
５
千
人

と
い
う
大
群
衆
を
飽
き
る
ほ
ど
に
食
べ
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
記
事
、
次
い
で
独
り
山
に
登
っ
て
祈
ら
れ
た

後
、
夜
明
け
の
４
時
頃
に
湖
上
を
歩
み
、
逆
風
に
漕
ぎ
悩
ん
で
い
る
弟
子
た
ち
を
励
ま
さ
れ
た
話
（
い
ず
れ

も
マ
ル
コ
伝
６
章
30
節
以
下
）
な
ど
、
ほ
ん
の
一
例
で
す
が
、
凡
て
、
そ
の
ま
ま
に
受
け
取
っ
て
い
ま
す
。
聖

書
を
読
ん
だ
時
に
味
わ
う
「
感
動
」
を
大
切
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
大
切
な

事
は
、
現
在
、
常
に
、「
み
た
ま
の
主
キ
リ
ス
ト
」
が
「
我
が
中
に
宿
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
（
内
住
の
霊
な

る
キ
リ
ス
ト
）」
こ
と
で
す
。
小
池
讃
美
歌
（
B2
「
使
徒
ら
の
昔
を
」）
に
、「
み
た
ま
の
我
が
主
は
、
わ
が
身

を
抱
き
、
十
字
架
に
耐
え
う
る
力
を
賜
う
」
と
い
う
現
実
で
す
。
そ
の
土
台
は
、
十
字
架
で
す
。

「
我
、
主
と
偕
に
十
字
架
に
付
け
ら
れ
た
り
。
最
早
、
我
生
く
る
に
非
ず
、
御
霊
の
キ
リ
ス

ト
、
我
が
中
に
生
き
給
う
な
り
」（
ガ
ラ
テ
ヤ
書
２
章
20
節
）

の
事
態
で
す
。
こ
れ
ら
凡
て
は
、
主
キ
リ
ス
ト
が
な
さ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
御
業
、
恵
み
の
御
業
で
す
。
そ

れ
を
、「
受
け
取
れ
よ
」
と
差
し
出
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
。
無
条
件
に
、「
ハ
イ
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
受
け
取
る
だ
け
で
す
。
わ
た
し
た
ち
を
「
神
の
子
」
と
し
て
新
た
に
生
れ
さ
せ
る
た
め
に
、
ご
自
分
の

命
を
捧
げ
て
く
だ
さ
っ
た
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
御
思
い
（
愛
）
に
お
応
え
す
る
道
は
、
上
記
の
ガ
ラ
テ

ヤ
書
２
章
20
節
を
祈
り
心
で
生
き
る
こ
と
、「
あ
な
た
の
御
心
（
御
意
）
を
こ
の
身
に
お
い
て
、
為
さ
せ
て

く
だ
さ
い
」
と
の
祈
り
で
生
き
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
人
に
対
し
て
は
「
愛
」、
仕
事
に

関
し
て
は
「
天
賦
天
職
」
の
自
覚
を
持
っ
て
貫
く
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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「
生
命
の
御
霊
の
法
」
vs
（
対
）「
罪
と
死
の
法
」

２
０
２
０
年
7
月
19
日

梅
雨
期
の
間
の
良
く
晴
れ
た
大
空
の
下
、
本
日
も
、
熱
い
祈
り
の
集
会
を
持
つ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

講
筵
の
題
目
は
、「
生い
の
ち命

の
御み
た
ま霊

の
法の
り

」
vs
（
対
）「
罪
と
死
の
法
」。
要
旨
は
、
次
の
通
り
で
す
。

人
間
の
一
生
を
典
型
的
な
（
人
そ
れ
ぞ
れ
に
千
差
万
別
で
あ
る
現
実
の
相
を
捨
象
し
た
と
き
の
）
例
で
考
え
る

と
、
以
下
の
よ
う
な
諸
段
階
に
分
か
れ
ま
す
。

①　
幸
福
に
満
ち
た
幼
児
期
…
…
「
知
恵
の
樹
の
実
」
を
食
べ
る
前
の
ア
ダ
ム
と
イ
ブ
の
姿
（
相
）

②　
自
我
の
目
覚
め
の
時
期
…
…
「
自
主
独
立
路
線
」
に
歩
み
出
す
。「
生
」
と
「
死
」
と
「
罪
」
の
自

覚
が
生
ず
る
。
聖
書
的
に
は
、「
罪
と
死
の
法
」
の
支
配
下
に
入
る
。

③　
キ
リ
ス
ト
と
の
出
会
い
…
…
キ
リ
ス
ト
が
掴
ま
え
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の「
自
我
を
確
立
し
、

幸
福
を
追
求
す
る
自
己
中
心
路
線
」
か
ら
脱
却
し
、「
神
の
国
と
神
の
義
」
を
追
求
す
る
「
神
・
キ
リ
ス
ト

中
心
の
路
線
（
生
き
方
）」
へ
と
転
換
し
て
の
新
し
い
歩
み
を
始
め
る
。
同
時
に
、「
自
分
は
、
如
何
に
し
て

神
の
前
に
義
た
り
得
る
か
」
に
悩
む
。

④　
十
字
架
の
贖
い
（
贖
罪
、
根
源
的
な
罪
の
赦
し
）
を
体
験
・
体
得
し
、
新
し
く
賜
わ
っ
た
命
い
の
ちに

生
き
る

…
…
「
こ
の
身
を
通
し
て
、神・キ
リ
ス
ト
の
栄
光
の
顕
現
す
る
こ
と
」
を
願
い
、「
天て
ん
ぷ賦

天
職
」
を
自
覚
し
て
、

そ
れ
に
身
を
捧
げ
て
生
き
た
い
と
願
う
。

以
上
は
、
奥
田
の
個
人
的
な
歩
み
（
体
験
）
を
述
べ
た
も
の
で
す
。
人
そ
れ
ぞ
れ
に
、
そ
の
歩
み
は
、
千

差
万
別
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
様
々
の
体
験
・
経
験
を
経
て
、

「
我
、
主
（
キ
リ
ス
ト
）
と
偕と

も

に
十
字
架
に
付
け
ら
れ
た
り
、
最も

は
や早

、
我
、
生
く
る
に
非
ず
、

キ
リ
ス
ト
（
み
た
ま
の
キ
リ
ス
ト
）、
我
が
中
に
在
り
て
生
き
給
ふ
な
り
」

を
霊
的
根
源
現
実
と
し
て
生
き
る
生
き
方
を
、
主
キ
リ
ス
ト
は
願
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
者
の
祈
る
祈
り
は
、
あ
の
「
主
の
祈
り
」
で
す
。
以
上
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
ロ
マ

書
８
章
を
読
み
ま
す
と
、
何
と
素
晴
ら
し
く
、
わ
た
し
た
ち
の
「
霊
の
事
態
」
を
解
き
明
か
し
て
く
れ
て

い
る
か
、
と
驚
き
ま
す
。
凡
て
は
、
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
ご
自
身
の
尊
い
犠
牲
を
通
し
て
賜
わ
っ
た

プ
レ
ゼ
ン
ト
で
す
。
こ
れ
を
全
身
全
霊
で
体
受・体
得
し
て
、
日
々
、
新
し
い
命
に
生
き
る
こ
と
、「
生
身
の
、

見
え
る
現
実
の
姿
（
相
）」
に
捉
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、「
見
え
な
い
、
賜
わ
り
た
る
栄
光
の
姿
（
相
）」
を

信
受
、
体
受
し
て
、
凱
歌
を
挙
げ
て
生
き
る
こ
と
を
主
キ
リ
ス
ト
は
願
い
、
望
み
、
力
づ
け
、
導
き
給
い

ま
す
。「

我
々
は
、
見
え
る
も
の
に
で
は
な
く
、
見
え
な
い
も
の
に
目
を
注
ぐ
。
見
え
る
も
の
は
一

時
的
で
あ
り
、
見
え
な
い
も
の
は
永
遠
に
存
続
す
る
か
ら
で
あ
る
」（
コ
リ
ン
ト
後
書
４
章
18

節
）

と
あ
る
通
り
で
す
。
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今
日
も
明
日
も
次
の
日
も
我
は
進
み
往
く
べ
し

２
０
２
０
年
7
月
26
日

梅
雨
期
に
入
り
、
不
順
な
気
候
が
続
き
ま
す
。
皆
さ
ま
、
お
変
わ
り
な
く
、
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

本
日
の
集
会
は
、
男
性
は
奥
田
の
外
に
２
名
、
女
性
は
４
名
の
少
人
数
の
集
会
で
し
た
。
講
筵
題
目
は
、

「
今
日
も
明
日
も
次
の
日
も
我
は
進
み
往
く
べ
し
」（
ル
カ
伝
13
章
33
節
）

新
約
聖
書
を
読
ん
で
い
て
、
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
、
こ
の
ル
カ
伝
の
御
言
葉
に
感
動
と
励
ま
し
を

頂
き
ま
し
た
。
福
音
書
に
現
れ
た
主
イ
エ
ス
の
御
姿
を
辿
り
ま
す
と
、
前
進
し
て
止
ま
れ
な
い
壮
ん
な
る

御
姿
に
気
付
き
ま
す
。「
湖
上
を
歩
み
給
う
主
イ
エ
ス
」
を
描
い
た
マ
ル
コ
伝
６
章
48
節
で
は
、「
風
逆
ら
ふ

に
因
り
て
、
弟
子
た
ち
の
漕
ぎ
煩
ふ
を
見
て
、
夜
明
け
の
４
時
ご
ろ
、
海
の
上
を
歩
み
、
そ
の
許
に
到
り
て
、

往
き
過
ぎ
ん
と
し
給
ふ
。」
と
あ
り
、
復
活
さ
れ
た
主
イ
エ
ス
が
エ
マ
オ
の
途
上
で
二
人
の
弟
子
に
近
づ
い

て
共
に
歩
ま
れ
た
場
面
で
は
、「
遂
に
往
く
所
の
村
に
近
づ
き
し
に
、
イ
エ
ス
な
ほ
進
み
ゆ
く
様
な
れ
ば
、」

と
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
主
キ
リ
ス
ト
は
、
常
に
「
前
進
し
て
止
ま
ず
」
の
お
姿
を
示
し
て
、

わ
た
し
た
ち
を
励
ま
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
主
イ
エ
ス
の
御
姿
に
共
感
す
る
か
の
ご
と
き
パ
ウ

ロ
の
言
葉
が
ピ
リ
ピ
書
３
章
に
あ
り
ま
す
。

「
わ
れ
既
に
取
れ
り
、
既
に
全
う
せ
ら
れ
た
り
と
言
ふ
に
あ
ら
ず
、
唯
こ
れ
を
捉
へ
ん
と
て

追
ひ
求
む
。
キ
リ
ス
ト
は
之
を
得
さ
せ
ん
と
て
我
を
捉
へ
た
ま
へ
り
。
兄
弟
よ
、
わ
れ
は

既
に
捉
へ
た
り
と
思
は
ず
、
唯
こ
の
一
事
を
務
む
、
即
ち
後
の
も
の
を
忘
れ
、
前
の
も
の

に
向
ひ
て
励
み
、
標め

あ
て準

を
指
し
て
進
み
、
神
の
、
キ
リ
ス
ト
・
イ
エ
ス
に
因
り
て
上
に
召

し
た
ま
ふ
召
し
に
か
か
は
る
褒ほ

う
び美

を
得
ん
と
て
追
ひ
求
む
。」（
12
～
14
節
）

こ
の
パ
ウ
ロ
の
言
葉
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
、
ヘ
ブ
ル
書
10
章
36
節
以
下
で
は
、

「
な
ん
じ
ら
神
の
御
意
を
行
ひ
て
約
束
の
も
の
を
受
け
ん
為
に
必
要
な
る
は
忍
耐
な
り
。『
い

ま
暫
く
せ
ば
、
来
る
者
き
た
ら
ん
、
遅
か
ら
じ
。
…
…
も
し
退
か
ば
、
わ
が
心
こ
れ
を
喜

ば
じ
』」

と
励
ま
し
、
13
章
８
節
で
は
、

「
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
昨
日
も
今
日
も
永
遠
ま
で
も
変
り
給
ふ
こ
と
な
し
。」

と
宣
言
し
て
、
わ
た
し
た
ち
に
エ
ー
ル
を
送
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
主
イ
エ
ス
は
、
前
進
し
て
止
ま

れ
な
い
壮
ん
な
る
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
で
す
。
常
に
、
わ
た
し
た
ち
と
共
に
在
り
、
共
に
歩
み
、
艱
難

に
遭
う
時
に
は
担
い
励
ま
し
て
く
だ
さ
る
主
キ
リ
ス
ト
で
す
。
パ
ウ
ロ
の
ロ
マ
書
８
章
18
節
以
下
に
は
、

わ
た
し
た
ち
の
受
け
る
苦
難
と
栄
光
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
我
等
を
キ
リ
ス
ト
の
愛
よ
り
離

れ
し
む
る
も
の
は
存
在
し
な
い
、
ど
の
よ
う
な
患
難
、
苦
難
、
危
険
が
迫
り
来
よ
う
と
も
、「
主
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
に
あ
る
神
の
愛
か
ら
我
ら
を
離
れ
し
む
る
」
こ
と
は
不
可
能
だ
と
、
勝
利
宣
言
を
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。
現
在
の
世
相
を
見
ま
す
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
一
向
に
収
ま
ら
ず
、
団
結

で
は
な
く
分
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
厳
し
い
現
実
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に
置
か

れ
な
が
ら
も
、
わ
た
し
た
ち
は
、「
見
え
る
物
に
で
は
な
く
、
見
え
な
い
も
の
に
目
を
注
ぐ
。
見
え
る
も
の

は
一
時
的
で
あ
る
が
、
見
え
な
い
も
の
は
永
遠
に
存
続
す
る
の
だ
か
ら
」
と
の
コ
リ
ン
ト
後
書
４
章
16
節

～
18
節
の
言
葉
に
励
ま
さ
れ
て
、
前
進
し
て
止
ま
な
い
姿
で
進
み
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
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人
は
何
に
よ
っ
て
生
き
る
か
？

２
０
２
０
年
8
月
2
日

本
日
も
、
少
人
数
な
が
ら
、
御
言
葉
中
心
の
集
会
を
持
つ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
講
筵
題
目
は
、「
人
は

何
に
よ
っ
て
生
き
る
か
？
」
で
、
マ
タ
イ
福
音
書
４
章
４
節
の
、

「『
人
は
パ
ン
だ
け
で
生
き
る
も
の
で
は
な
く
、
神
の
口
か
ら
出
る
一
つ
一
つ
の
言こ

と
ば
で
生
き

る
も
の
で
あ
る
』
と
書
い
て
あ
る
」

に
由
来
し
ま
す
。
旧
約
聖
書
の
申
命
記
８
章
で
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
あ
な
た
の
神
、
主
が
こ
の
40
年
の
間
、
荒
野
で
あ
な
た
を
導
か
れ
た
そ
の
す
べ
て
の
道
を

覚
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
あ
な
た
を
苦
し
め
て
、
あ
な
た
を
試
み
、
あ
な
た

の
心
の
う
ち
を
知
り
、
あ
な
た
が
そ
の
命
令
を
守
る
か
、
ど
う
か
を
知
る
た
め
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
主
は
あ
な
た
を
苦
し
め
、
あ
な
た
を
飢
え
さ
せ
、
あ
な
た
の
知
ら
ず
、
あ
な
た
の

先
祖
た
ち
も
知
ら
な
か
っ
た
マ
ナ
を
も
っ
て
、
あ
な
た
を
養
わ
れ
た
。
人
は
パ
ン
だ
け
で

は
生
き
ず
、
人
は
主
の
口
か
ら
出
る
す
べ
て
の
こ
と
ば
に
よ
っ
て
生
き
る
こ
と
を
あ
な
た

に
知
ら
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
。」（
２
～
３
節
）

申
命
記
８
章
か
ら
11
章
を
読
み
ま
す
と
、
イ
ス
ラ
エ
ル
民
族
に
対
す
る
神
の
命
令
を
守
る
こ
と
に
よ
る

「
祝
福
」
と
命
令
に
背
く
こ
と
に
よ
る
「
呪
い
」
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
10
章
12
～
13
節
で
は
、

「
イ
ス
ラ
エ
ル
よ
、
今
、
あ
な
た
の
神
、
主
が
あ
な
た
に
求
め
ら
れ
る
事
は
な
ん
で
あ
る
か
。

た
だ
こ
れ
だ
け
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
な
た
の
神
、
主
を
恐
れ
、
そ
の
す
べ
て
の
道
に

歩
ん
で
、
彼
を
愛
し
、
心
を
つ
く
し
、
精
神
を
つ
く
し
て
あ
な
た
の
神
、
主
に
仕
え
、
ま
た
、

わ
た
し
が
き
ょ
う
あ
な
た
に
命
じ
る
主
の
命
令
と
定
め
と
を
守
っ
て
、
さ
い
わ
い
を
得
る

こ
と
で
あ
る
。」

と
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
読
ん
で
い
て
気
付
く
こ
と
は
、
そ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
「
祝
福
」
に
せ
よ
、「
呪
い
」

（
禍
）
に
せ
よ
、
そ
の
内
容
は
、「
地
上
の
、
現
世
の
」
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。「
地
上
の
、
現
世
の
幸
・

不
幸
」
に
左
右
さ
れ
な
い
、
真
の
「
祝
福
、
さ
い
わ
い
」
を
示
し
、
与
え
よ
う
と
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、

主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
で
し
た
。
福
音
書
の
主
イ
エ
ス
の
言
葉
、
約
束
を
、
そ
の
角
度
か
ら
受
け
取
っ
て

頂
き
た
い
と
願
い
ま
す
。
し
か
も
、
そ
れ
は
、
我
々
の
側
の
「
善
行
」
と
か
「
努
力
精
進
」
と
か
に
よ
っ

て
で
は
な
く
、主
イ
エ
ス
の
一
方
的
な
愛
（
贖
罪
）
の
故
で
あ
り
、そ
れ
を
、全
存
在
で
お
受
け
す
る
こ
と
（
こ

れ
が
、「
信
仰
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
事
態
で
す
）
に
よ
っ
て
で
あ
る
こ
と
を
、
今
一
度
、
確
認
し
て
頂
き
た
く
願

い
ま
す
。
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
４
章
の
サ
マ
リ
ヤ
の
女
と
の
対
話
の
中
で
、
主
イ
エ
ス
は
、

「
わ
た
し
が
与
え
る
水
を
飲
む
者
は
、
い
つ
ま
で
も
渇
く
事
が
無
い
ば
か
り
か
、
そ
の
水
は
、

そ
の
人
の
う
ち
で
泉
と
な
り
、
永
遠
の
命
に
至
る
水
が
湧
き
あ
が
る
」

と
語
ら
れ
、
そ
の
間
に
町
で
食
物
を
買
い
求
め
て
戻
っ
て
来
た
弟
子
た
ち
に
、

「
わ
た
し
に
は
、
あ
な
た
が
た
の
知
ら
な
い
食
物
が
あ
る
。
そ
の
食
物
と
は
、
わ
た
し
を
遣

わ
さ
れ
た
か
た
の
御み

こ
こ
ろ意
を
行
い
、
そ
の
御
業
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
で
あ
る
」

と
お
答
え
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
６
章
で
は
、

「
わ
た
し
が
命
の
パ
ン
で
あ
る
。
わ
た
し
に
来
る
者
は
決
し
て
飢
え
る
こ
と
が
な
く
、
わ
た

し
を
信
じ
る
者
は
決
し
て
渇
く
事
が
な
い
」（
35
節
）

と
繰
り
返
し
語
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
の
た
め
に
す
べ
て
を
備
え
、
命
へ
の
道
を
開
き
、
永
遠

の
命
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
主
キ
リ
ス
ト
と
「
一
如
一
体
」
と
さ
れ
て
、
祈
り
心
で
生
き
る
よ
う
に
と
、

主
は
願
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
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汝
は
我
が
愛
し
む
子
、
わ
が
悦
ぶ
者
な
り

２
０
２
０
年
8
月
16
日

今
年
の
夏
の
「
聖
日
集
会
」
は
、
８
月
16
日
（
日
）
で
終
り
と
し
、
次
回
は
、
９
月
６
日
（
日
）
に
再
開

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
例
年
で
す
と
、８
月
下
旬
の
金
曜
日
か
ら
日
曜
日
に
か
け
て
、２
泊
３
日
の
「
夏

季
福
音
特
別
集
会
」
を
開
催
す
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
年
は
、
諸
般
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
特
別
集
会
の

開
催
を
断
念
す
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。
８
月
16
日
（
日
）
の
集
会
で
の
講
筵
の
要
点
を
、
以
下
に
記
し
て

お
き
ま
す
。
講
筵
題
目
は
、「
汝
は
我
が
愛
し
む
子
、
わ
が
悦
ぶ
者
な
り
」
で
、
主
イ
エ
ス
が
洗
礼
者
ヨ
ハ

ネ
か
ら
水
の
洗
礼
を
お
受
け
に
な
っ
た
時
の
天
よ
り
の
声
、

「
汝
は
我
が
愛い

つ
く

し
む
子
な
り
、
我
な
ん
じ
を
悦
ぶ
」（
マ
ル
コ
１
章
11
節
、
ル
カ
３
章
22
節
、
マ

タ
イ
３
章
17
節
）

に
由
来
し
ま
す
。
こ
の
言
葉
は
、
福
音
書
で
は
、
も
う
一
度
出
て
参
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
イ
エ
ス
が
山
上

で
ま
ば
ゆ
い
姿
に
変
貌
さ
れ
た
時
に
雲
よ
り
声
が
あ
っ
た
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
（
マ
タ
イ
17
章

５
節
、
マ
ル
コ
９
章
７
節
、
ル
カ
９
章
35
節
、
参
照
）。
私
（
奥
田
）
が
申
し
上
げ
た
い
こ
と
は
、
主
イ
エ
ス
が

お
聴
き
に
な
っ
た
こ
の
天
よ
り
の
御
声
を
、
私
た
ち
一
人
び
と
り
が
、
主
様
か
ら
の
御
声
と
し
て
聴
く
こ

と
で
す
。
主
イ
エ
ス
が
「
御
父
」
と
し
て
慕
い
、
信
従
さ
れ
た
神
か
ら
の
信
愛
の
言
葉
を
、
今
度
は
、
私

た
ち
が
主
イ
エ
ス
か
ら
の
言
葉
と
し
て
お
受
け
す
る
こ
と
で
す
。
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
か
ら
、

「
汝
は
我
が
愛
し
む
子
な
り
、
我
な
ん
じ
を
悦
ぶ
」

と
言
っ
て
頂
け
る
と
は
、
何
と
有
難
く
、
嬉
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
！　
「
こ
ん
な
私
を
？　
こ
ん

な
ダ
メ
な
自
分
な
の
に
、『
我
が
愛
し
む
子
、
悦
び
の
子
』
と
言
っ
て
く
だ
さ
る
。
そ
の
通
り
に
受
け
取
っ

て
良
い
の
か
し
ら
？
」
と
疑
問
を
抱
か
れ
る
方
に
、
申
し
上
げ
た
い
。
主
イ
エ
ス
は
、
そ
の
ダ
メ
な
あ
な

た
の
す
べ
て
を
十
字
架
で
負
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
生
来
の
「
旧
い
自
分
、
自
我
に
捉
わ
れ
た
ダ
メ
な
自
分
」

を
主
イ
エ
ス
は
、
全
部
、
十
字
架
で
消
し
去
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
パ
ウ
ロ
と
共
に

「
我
、
主
と
共
に
十
字
架
に
付
け
ら
れ
た
り
。
最
早
（
旧
き
）
我
、
生
く
る
に
非
ず
、
御
霊

の
キ
リ
ス
ト
、
我
が
中
に
在
り
て
生
き
給
う
な
り
」

を
信
受
し
て
、
今
や
、
自
分
は
「
主
の
愛
し
み
の
子
、
主
の
悦
び
給
う
者
」
と
さ
れ
た
、
と
大
胆
に
受
け

取
り
、
感
謝
と
讃
美
の
中
で
、
主
イ
エ
ス
の
御
旨
、
自
分
に
託
さ
れ
た
使
命
を
果
た
す
べ
く
「
御
言
葉
、

御
霊
」
に
導
か
れ
て
生
き
る
こ
と
が
、
私
た
ち
の
新
し
い
生
き
方
で
あ
る
と
確
信
い
た
し
ま
す
。

小
池
先
生
の
作
に
な
る
讃
美
歌
に
、「
御
言
葉
、御み
た
ま霊
は
我
が
命
な
り
、イ
エ
ス・キ
リ
ス
ト
の
無
者
た
る
僕
」

と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。小
池
先
生
の
福
音
の
核
心
は
、「
十
字
架・聖
霊
一
如
の
恵
み
」で
す
。ど
こ
ま
で
も
、

「
平
伏
し
」
の
心
で
す
。
十
字
架
で
「
ゼ
ロ
（
無
）」
に
さ
れ
た
所
に
、
聖
霊
が
臨
み
給
う
。

現
実
の
こ
の
世
は
、
今
、
行
き
詰
ま
り
（
閉
塞
）
状
況
に
あ
る
よ
う
に
映
り
ま
す
。
現
実
が
、
現
象
面
が

ど
の
よ
う
で
あ
ろ
う
と
も
、
わ
た
し
た
ち
は
、

「
見
え
る
も
の
に
で
は
な
く
、
見
え
な
い
も
の
に
目
を
注
ぐ
。
見
え
る
も
の
は
一
時
的
で
あ

り
、
見
え
な
い
も
の
は
永
遠
に
存
続
す
る
か
ら
で
あ
る
」

と
の
聖
句
に
励
ま
さ
れ
て
、
主
キ
リ
ス
ト
の
御
護
り
と
御
導
き
の
中
で
、
感
謝
と
讃
美
の
日
々
を
送
り
た

い
と
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
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小
さ
き
者
を
顧
み
給
う
神
（
聖
書
随
想
①
）

２
０
２
０
年
8
月
30
日

今
年
の
夏
は
、
残
念
な
が
ら
「
夏
季
福
音
特
別
集
会
」
を
開
催
出
来
な
い
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、
聖
日

集
会
も
８
月
23
日
、
30
日
は
休
会
と
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
日
は
、
表
記
の
題
名
で
聖
書
か
ら
御
言

葉
を
拾
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
社
会
の
現
実
に
お
い
て
は
、
何
時
の
時
代
で
も
、「
力
強
き
者
、
大
い

な
る
者
」
が
尊
ば
れ
、
世
の
中
を
支
配
し
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
旧
約
聖
書
の
「
詩
篇
」
や
、
新
約
聖
書

に
お
い
て
は
福
音
書
を
初
め
、
使
徒
書
簡
に
お
い
て
、「
い
と
小
さ
き
者
へ
の
顧
み
」
が
顕
著
で
す
。

詩
篇
第
８
篇
に
お
い
て
は
、

「
な
ん
じ
は
嬰お

さ
な
ご児

ち
の
み
ご
の
口
に
よ
り
力
の
基も

と
いを

お
き
て
、
敵
に
そ
な
へ
給
へ
り
。
こ
は

仇あ
た
び
と人
と
う
ら
み
を
報
ゆ
る
も
の
と
を
鎮お

し
し
ず静
め
ん
が
為
な
り
。」

と
あ
り
ま
す
。
福
音
書
で
は
、
キ
リ
ス
ト
の
聖
誕
の
地
に
つ
い
て
、

「
か
れ
ら
言
ふ
『
ユ
ダ
ヤ
の
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
な
り
。
そ
れ
は
預
言
者
に
よ
り
て
、「
ユ
ダ
の
地

ベ
ツ
レ
ヘ
ム
よ
、
汝
は
ユ
ダ
の
長お

さ

た
ち
の
中
に
て
最い

と
ち
ひ
さ小

き
者
に
あ
ら
ず
。
汝
の
中
よ
り
一

人
の
君
い
で
て
、
わ
が
民
イ
ス
ラ
エ
ル
を
牧
せ
ん
」
と
録し

る

さ
れ
た
る
な
り
』」（
マ
タ
イ
２
・

５
～
６
）

と
。
ま
た
、
イ
エ
ス
に
語
り
か
け
る
天
の
父
な
る
神
に
対
す
る
応
答
、

「
天
地
の
主
な
る
父
よ
、
わ
れ
感
謝
す
、
此
等
の
こ
と
を
智か

し
こ
き
者
・
慧さ

と

き
者
に
隠
し
て
、

嬰み
ど
り
ご児
に
顕
し
給
へ
り
」（
マ
タ
イ
11
・
25
、
ル
カ
10
・
21
）

さ
ら
に
、「懼

る
な
、
小
き
群
よ
、
な
ん
じ
ら
に
御
国
を
賜
ふ
こ
と
は
、
汝
ら
の
父
の
御み

こ
こ
ろ意
な
り
」（
ル

カ
12
・
32
）。

ま
た
、
再
臨
の
キ
リ
ス
ト
の
預
言
の
場
面
（
マ
タ
イ
25
・
31
～
46
）
に
お
い
て
、

「
わ
が
兄
弟
な
る
此
等
の
い
と
小
き
者
に
為な

し
た
る
は
、
即
ち
我
に
為
し
た
る
な
り
。
…
…

此
等
の
い
と
小
き
者
の
一
人
に
為
さ
ざ
り
し
は
、
即
ち
我
に
為
さ
ざ
り
し
な
り
。」

次
い
で
、
使
徒
書
簡
に
お
い
て
は
、

「
神
は
…
…
世
の
愚
か
な
る
者
、
弱
き
者
、
無
き
が
如
き
者
を
選
び
給
へ
り
。」（
コ
リ
ン
ト

前
書
１
・
27
～
28
）

と
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
見
て
来
る
と
、
聖
書
、
即
ち
神
・
キ
リ
ス
ト
の
次
元
は
、
こ
の
世
の
そ
れ
と

は
「
正
反
対
」
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
、
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
俗
世
間
の
諺
に
「
棄
て
る

神
あ
れ
ば
、
拾
う
神
あ
り
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
神
・
キ
リ
ス
ト
は
、
正
に
「
拾
う
神
」
で
あ
り
給

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
現
世
に
お
い
て
、
誠
実
に
生
き
よ
う
と
し
て
も
報
わ
れ
な
い
状
況
に
あ
る
人
々
に
と

っ
て
、
大
き
な
慰
め
、
励
ま
し
と
言
う
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
コ
リ
ン
ト
後
書
４
章
16
～

18
節
に
お
い
て
は
、

「
我
ら
は
落
胆
せ
ず
、
我
ら
が
外
な
る
人
は
壊
る
れ
ど
も
、
内
な
る
人
は
日
々
に
新
た
な
り
。

…
…
我
ら
の
顧
み
る
所
は
見
ゆ
る
も
の
に
あ
ら
で
見
え
ぬ
も
の
な
れ
ば
な
り
。
見
ゆ
る
も

の
は
暫し

ば
ら
く時
に
し
て
、
見
え
ぬ
も
の
は
永と

こ
し
へ遠
に
至
る
な
り
。」

と
あ
り
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
は
、「
主
キ
リ
ス
ト
に
よ
る
贖あ
が
な
い罪

と
聖
霊
の
賦
与
」
と
い
う
「
無
形
の
宝
」
を

賜
っ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
つ
つ
、
讃
美
と
祈
り
の
日
々
を
送
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
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ま
ず
『
神
の
国
』
と
『
神
の
義
』
と
を
！

２
０
２
０
年
9
月
6
日

酷
暑
の
８
月
が
終
り
、
初
秋
の
９
月
を
迎
え
、
集
会
も
ま
た
新
た
な
気
持
ち
で
「
新
し
い
出
発
の
時
」

を
迎
え
ま
し
た
。
講
筵
題
目
は
、「
ま
ず
『
神
の
国
』
と
『
神
の
義
』
と
を
！
」
で
し
た
。

１
．
マ
タ
イ
６
・
25
～
34

「
ま
ず
、
神
の
国
と
神
の
義
と
を
求
め
よ
。
さ
ら
ば
凡
て
こ
れ
ら
の
物
は
汝
ら
に
加
へ
ら
る

べ
し
。
こ
の
故
に
明
日
の
こ
と
を
思
ひ
煩
ふ
な
…
…
」

「
神
の
国
」も「
神
の
義
」も
、主
イ
エ
ス
ご
自
身
が
、そ
の
実
体
で
あ
り
、体
現
者
で
す
。「
神
の
国
」と「
神

の
義
」
と
を
求
め
よ
、
と
は
「
私
（
イ
エ
ス
）
を
求
め
よ
」
と
言
う
こ
と
。
そ
し
て
、
主
イ
エ
ス
は
、

「
我
は
道
な
り
、
真ま

こ
と理

な
り
、
生い

の
ち命

な
り
」（
ヨ
ハ
ネ
14
・
６
）

と
宣
言
し
て
く
だ
さ
っ
て
、
こ
の
お
方
を
信
受
・
体
受
し
て
生
き
る
の
が
、「
本
当
の
生
き
方
、
我
々
の
生

き
る
道
」
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

２
．
ロ
マ
書
１
・
17

「
神
の
義
は
そ
の
福
音
の
う
ち
に
顕
れ
、
信
仰
よ
り
出
で
て
信
仰
に
進
ま
し
む
」

信
仰
と
は
、
福
音
を
信
受
・
体
受
す
る
こ
と
、
そ
の
中
に
生
き
る
こ
と
。

福
音
と
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
関
わ
る
凡
て
の
こ
と
。
そ
の
核
心
は
、
神
の
子
・
神
の
現
象
体
で
あ

る
イ
エ
ス・キ
リ
ス
ト
が
神
の
御
意・御
旨
に
従
っ
て
十
字
架
上
に
死
に
、
そ
の
死
に
よ
り
我
々
の
罪
を
贖
っ

て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
（
贖
罪
）、復
活
を
以
て
「
死
」
に
打
ち
勝
ち
、死
を
以
て
終
ら
な
い
「
霊
的
生
命
」（
永

遠
の
生
命
）
を
実
証
し
、
イ
エ
ス
を
信
じ
従
う
者
（
信
受
す
る
者
）
に
同
質
の
霊
的
生
命
を
賜
っ
て
い
る
こ
と

で
す
。
ガ
ラ
テ
ヤ
書
２
章
20
節
は
、
そ
の
告
白
（
勝
利
宣
言
）
で
す
。

３
．
ロ
マ
書
５・８

「
我
ら
が
な
ほ
罪つ

み
び
と人
た
り
し
時
、
キ
リ
ス
ト
我
等
の
た
め
に
死
に
給
ひ
し
に
由
り
て
、
神
は

我
ら
に
対
す
る
愛
を
あ
ら
は
し
給
へ
り
」

「
主
は
我
ら
の
罪
の
た
め
に
付わ

た

さ
れ
、
我
ら
の
義
と
せ
ら
れ
ん
為
に
甦
へ
ら
せ
ら
れ
給
へ
る

な
り
」（
同
４
・
25
）

主
イ
エ
ス
の
３
年
間
の
伝
道
（
御
業
と
御
言
葉
）
は
、
神
の
愛
の
実
践
・
実
証
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
極
致

が
十
字
架
上
で
の
死
（
我
々
の
「
罪
と
死
」
を
代
わ
り
に
引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
）
で
あ
っ
た
。

ご
復
活
（
輝
く
霊
体
と
し
て
の
顕
現
）
は
、
神
の
義
と
愛
の
成
就
、
勝
利
の
宣
言
で
あ
っ
た
。

４
．
死
よ
り
甦
り
、
輝
く
姿
で
顕
現
さ
れ
た
主
イ
エ
ス
は
、
天
（
父
な
る
神
の
御
許
）
に
昇
ら
れ
た
後
、

聖
霊
の
姿
で
我
ら
一
人
び
と
り
の
中
に
宿
り
、
我
ら
と
一
如
・
一
体
と
な
っ
て
愛
の
御
業
を
為
そ
う
と
し

て
お
ら
れ
る
。

「
汝
ら
我
を
選
び
し
に
非
ず
、
我
、
汝
ら
を
選
び
た
り
…
…
」（
ヨ
ハ
ネ
15
・
16
）

こ
の
主
イ
エ
ス
を
信
受・体
受
し
、「
こ
の
身
を
通
し
て
、
あ
な
た
の
御
心
（
御
意
）
を
成
就
し
て
く
だ
さ
い
」

と
の
祈
り
に
生
き
る
所
に
、新
生
を
賜
っ
た
私
た
ち
の
「
生
き
甲
斐
、喜
び
」
が
あ
り
、感
謝
と
讃
美
の
日
々

を
歩
む
こ
と
が
出
来
る
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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い
つ
ま
で
も
存
続
す
る
も
の　
信
仰
・
希
望
・
愛

―
―
「
見
え
る
も
の
」
と
「
見
え
な
い
も
の
」
―
―

２
０
２
０
年
9
月
13
日

「
神
は
霊
な
れ
ば
、
拝
す
る
者
も
霊
と
眞ま

こ
とと
を
も
て
拝
す
べ
き
な
り
」（
ヨ
ハ
ネ
４
・
24
）

「
イ
エ
ス
言
ひ
給
ふ
『
な
ん
じ
我
を
見
し
に
よ
り
て
信
じ
た
り
、
見
ず
し
て
信
ず
る
者
は

幸さ
い
は
ひ福
な
り
』」（
ヨ
ハ
ネ
20
・
29
）

「
そ
れ
信
仰
は
望
む
と
こ
ろ
を
確
信
し
、
見
ぬ
物
を
眞ま

こ
と實
と
す
る
な
り
。」（
ヘ
ブ
ル
11
・
１
）

「
こ
の
故
に
我
ら
は
落き

お
ち胆

せ
ず
、
我
ら
が
外
な
る
人
は
壊や

ぶ

る
れ
ど
も
、
内
な
る
人
は
日
々
に

新あ
ら
たな

り
。
そ
れ
我
ら
が
受
く
る
暫
く
の
軽
き
患な

や
み難

は
、
極
め
て
大お

ほ
い

な
る
永と

こ
し
へ遠

の
重
き
光
栄

を
得
し
む
る
な
り
。
我
ら
の
顧
み
る
所
は
見
ゆ
る
も
の
に
あ
ら
で
見
え
ぬ
も
の
な
れ
ば
な

り
。
見
ゆ
る
も
の
暫し

ば
ら
く時
に
し
て
、
見
え
ぬ
も
の
は
永と

こ
し
へ遠
に
至
る
な
り
。」（
コ
リ
ン
ト
後
書
４・

16
～
18
）

「
愛
は
寛
容
に
し
て
慈
悲
あ
り
。
愛
は
妬
ま
ず
、
愛
は
誇
ら
ず
、
驕た

か
ぶら

ず
、
非
礼
を
行
は
ず
、

己
の
利
を
求
め
ず
、
憤
ほ
ら
ず
、
人
の
悪
を
念お

も

は
ず
、
不
義
を
喜
ば
ず
し
て
、
真ま

こ
と理
の
喜

ぶ
と
こ
ろ
を
喜
び
、
凡
そ
事
忍
び
、
お
ほ
よ
そ
事
信
じ
、
お
ほ
よ
そ
事
望
み
、
お
ほ
よ
そ

事
耐
ふ
る
な
り
。
愛
は
長い

つ久
ま
で
も
絶
ゆ
る
こ
と
な
し
。
…
…
げ
に
信
仰
と
希
望
と
愛
と

此
の
三
つ
の
者
は
限
り
な
く
存の

こ

ら
ん
、
而
し
て
其
の
う
ち
最
も
大お

お
いな
る
は
愛
な
り
」（
コ
リ

ン
ト
前
書
13
・
４
～
13
）

「
永と

こ
し
え遠
の
生い

の
ち命
は
、
唯
一
の
真ま

こ
との
神
に
い
ま
す
汝
と
、
な
ん
じ
の
遣つ

か
わし
給
ひ
し
イ
エ
ス
・
キ

リ
ス
ト
と
を
知
る
に
あ
り
。」（
ヨ
ハ
ネ
17
・
３
）

我
々
は
、
日
々
の
生
活
の
中
で
、「
見
え
る
も
の
」（
現
象
界
に
生
起
す
る
事
態
・
事
象
）
に
捉
わ
れ
、
一
喜

一
憂
し
が
ち
で
あ
る
。
主
イ
エ
ス
の
御
言
葉
や
、
パ
ウ
ロ
、
ペ
テ
ロ
、
ヨ
ハ
ネ
の
書
簡
や
ヘ
ブ
ル
書
は
、「
見

え
る
も
の
」（
現
象
界
）
の
奥
に
あ
る
世
界
（「
見
え
ぬ
も
の
」、
根
源
界
、
天
界
）
に
目
を
注
ぐ
よ
う
に
と
促
し

て
い
る
。
そ
し
て
、
我
々
の
思
い
を
超
え
て
、
最
善
を
備
え
て
あ
り
給
う
主
キ
リ
ス
ト
に
信
頼
す
る
こ
と

を
求
め
て
い
る
。

「
望
む
と
こ
ろ
を
確
信
し
、
見
ぬ
物
を
眞ま

こ
と實
と
す
る
」

と
は
、
主
の
約
束
（
御
言
葉
）
に
信
を
置
く
（
信
頼
す
る
）
事
、
そ
し
て
、
感
謝
と
讃
美
の
心
で
日
々
を
生

き
る
こ
と
。
思
い
煩
い
の
多
か
っ
た
奥
田
に
と
っ
て
、
マ
タ
イ
伝
６
章
25
節
～
34
節
の
主
の
御
言
葉
は
、

現
在
に
至
る
ま
で
、
何
と
慰
め
深
い
、
励
ま
し
の
御
言
葉
で
あ
る
こ
と
か
！　
主
の
御
言
葉
（
御
約
束
）
は
、

絶
対
に
裏
切
ら
な
い
。
こ
の
御
言
葉
と
響
き
合
っ
て
い
る
の
が
、
詩
篇
第
103
篇
で
あ
る
。
イ
ザ
ヤ
書
40
章

以
下
も
そ
う
で
あ
る
。
マ
タ
イ
伝
11
章
25
節
～
30
節
も
加
え
た
い
。

主
は
十
字
架
で
、
奥
田
の
過
去・現
在・未
来
の
全
て
（
善
も
悪
も
、
罪
も
死
も
）
を
担
い
切
っ
て
く
だ
さ
っ

た（
ロ
マ
書
８
章
１
～
２
節
）。
真
の
天
国
人（
永
遠
の
生
命
を
賜
っ
た
者
）と
な
っ
た
。
感
謝
、讃
美
あ
る
の
み
！

そ
し
て
、「
主
の
祈
り
」
を
生
き
る
者
で
あ
り
た
い
。
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忍
耐
の
勝
利

２
０
２
０
年
9
月
20
日

詩
篇
40
篇
、

「
わ
れ
耐
へ
忍
び
て
主
を
俟ま

ち
望
み
た
り
、主
わ
れ
に
む
か
ひ
て
わ
が
号さ

け
び呼
を
聴
き
給
へ
り
。

ま
た
我
を
滅
び
の
穴
よ
り
泥ひ

じ

の
中
よ
り
取
り
出
し
て
、
わ
が
足
を
磐い

わ

の
上
に
置
き
わ
が
歩

み
を
か
た
く
し
給
へ
り
。

　
主
は
新
し
き
歌
を
わ
が
口
に
入
れ
た
ま
へ
り
、
此こ

は
我
ら
の
神
に
さ
さ
ぐ
る
讃
美
な
り
、

多
く
の
人
は
之
を
見
て
お
そ
れ
且
つ
主
に
依
り
頼
ま
ん
。

　
主
を
己
が
頼
み
と
し
、
高
ぶ
る
者
に
よ
ら
ず
虚い

つ
わ
り偽

に
傾か

た
ぶ

く
者
に
依
ら
ざ
る
者
は
幸さ

い
わ
ひ福

な

り
。」

ヘ
ブ
ル
書
10
章
36
節
～
39
節
、

「
汝
ら
神
の
御み

こ
こ
ろ意
を
行
ひ
て
約
束
の
も
の
を
受
け
ん
為
に
必
要
な
る
は
忍
耐
な
り
。『
い
ま

暫
く
せ
ば
、
来
る
べ
き
者
き
た
ら
ん
、
遅
か
ら
じ
。
我
に
属つ

け
る
義
人
は
、
信
仰
に
よ
り

て
活
く
べ
し
。
も
し
退
か
ば
、
わ
が
心
こ
れ
を
喜
ば
じ
』
然さ

れ
ど
我
ら
は
退
き
て
滅ほ

ろ
び亡
に

至
る
者
に
あ
ら
ず
、
霊た

ま
し
ひ魂

を
得
る
に
至
る
信
仰
を
保
つ
者
な
り
。」

ヤ
コ
ブ
書
１
章
２
節
～
４
節
、
12
節
、

「
わ
が
兄
弟
よ
、
な
ん
じ
ら
各さ

ま
ざ
ま様
の
試こ

こ
ろ
み練
に
遇あ

ふ
と
き
、
只ひ

た
す
ら管
こ
れ
を
歓よ

ろ
こ
び喜
と
せ
よ
。
そ
は

汝
ら
の
信
仰
の
験た

め
し
は
、
忍
耐
を
生
ず
る
を
知
れ
ば
な
り
。
忍
耐
を
し
て
全
き
活は

た
ら
き動
を
な
さ

し
め
よ
。
こ
れ
汝
ら
が
全
く
か
つ
備
り
て
、
欠
く
る
所
な
か
ら
ん
為
な
り
。」

「
試こ

こ
ろ
み練

に
耐
ふ
る
者
は
幸さ

い
わ
ひ福

な
り
、
之
を
善
し
と
せ
ら
る
る
時
は
、
主
の
お
の
れ
を
愛
す
る

者
に
、
約
束
し
給
ひ
し
生い

の
ち命
の
冠
を
受
く
べ
け
れ
ば
な
り
。」

ロ
マ
書
５
章
１
節
～
４
節
、

「
斯
く
我
ら
信
仰
に
よ
り
て
義
と
せ
ら
れ
た
れ
ば
、
我
ら
の
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
頼
り
、

神
に
対
し
て
平
和
を
得
た
り
。
ま
た
彼
に
よ
り
信
仰
に
よ
り
て
、
今
立
つ
と
こ
ろ
の
恩め

ぐ
み恵

に
入
る
こ
と
を
得
、
神
の
栄
光
を
望
み
て
喜
ぶ
な
り
。
然
の
み
な
ら
ず
患
難
を
も
喜
ぶ
、

そ
は
患
難
は
忍
耐
を
生
じ
、
忍
耐
は
練
達
を
生
じ
、
練
達
は
希
望
を
生
ず
と
知
れ
ば
な
り
。」

コ
リ
ン
ト
前
書
13
章
よ
り
、

「
愛
は
寛
容
に
し
て
慈
悲
あ
り
。
凡
そ
事
忍
び
、
お
ほ
よ
そ
事
信
じ
、
お
ほ
よ
そ
事
望
み
、

お
ほ
よ
そ
事
耐
ふ
る
な
り
。
愛
は
長い

つ久
ま
で
も
絶
ゆ
る
こ
と
な
し
。」

忍
耐
を
支
え
る
も
の
は
、
主
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
と
そ
の
勝
利
で
あ
る
。

明
け
な
い
夜
（
試
練
の
時
、
忍
耐
の
時
）
は
無
い
。
必
ず
、
朝
（
希
望
の
成
就
す
る
時
）
が
来
る
。
ま
た
、

「
主
は
、
耐
え
忍
ぶ
こ
と
の
出
来
な
い
ほ
ど
の
試
練
に
遭
わ
せ
給
わ
な
い
。
必
ず
、
逃
れ
の

道
を
備
え
給
う
」（
コ
リ
ン
ト
前
書
10
章
13
節
）
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御
名

２
０
２
０
年
9
月
27
日

使
徒
行
伝
３
章
の
ペ
テ
ロ
と
ヨ
ハ
ネ
を
通
し
て
為
さ
れ
た
主
の
御み
わ
ざ業

、
即
ち
、
生
ま
れ
な
が
ら
の
足
の

不
自
由
な
男
の
人
が
、

「
金
銀
は
我
に
無
し
、
さ
れ
ど
我
に
有
る
も
の
を
汝
に
与
ふ
、
ナ
ザ
レ
の
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス

ト
の
名
に
よ
り
て
歩
め
」

と
の
言
葉
と
と
も
に
手
を
取
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
と
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
足
と
く
る
ぶ
し
が
強
く
な
り
、

躍
り
上
が
っ
て
自
分
で
立
ち
、
歩
き
出
し
、
神
を
讃
美
し
つ
つ
ペ
テ
ロ
、
ヨ
ハ
ネ
と
共
に
宮
に
入
っ
た
。

民
は
皆
、「
そ
の
身
に
起
こ
っ
た
こ
と
に
我
を
忘
れ
る
ほ
ど
驚
い
た
」（
新
共
同
訳
）

こ
の
出
来
事
に
付
い
て
ペ
テ
ロ
は
、
神
が
死
人
の
中
よ
り
甦
ら
せ
た
そ
の
お
方
（
イ
エ
ス
）
の
、

「
御み

な名
を
信
ず
る
に
因
り
て
そ
の
御
名
は
、
汝
ら
の
見
る
と
こ
ろ
識
る
と
こ
ろ
の
此
の
人
を

健つ
よ

く
し
た
り
。
イ
エ
ス
に
よ
る
信
仰
は
、
汝
等
も
ろ
も
ろ
の
前
に
て
斯
か
る
全
癒
を
得
さ

せ
た
り
。」（
３
章
16
節
）

と
、「
御
名
」
の
御
業
の
勝
利
を
宣
言
し
て
い
る
。
聖
書
に
お
い
て
、「
名
」
が
如
何
に
大
切
で
あ
る
か
を
取
り
出
し
て

み
よ
う
。

創
世
記
17
章
１
～
６
節
、

「
も
は
や
ア
ブ
ラ
ム
で
は
な
く
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
と
名
乗
り
な
さ
い
。
あ
な
た
を
多
く
の
国
民

の
父
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。」

出
エ
ジ
プ
ト
記
３
章
13
～
14
節
、

「
わ
た
し
は
あ
る
。
わ
た
し
は
あ
る
と
い
う
者
だ
。」（
我
は
、
在
り
て
在
る
者
な
り
。）

福
音
書
か
ら
、

① 

主
の
祈
り 「
願
は
く
は
御
名
の
崇
め
ら
れ
ん
事
を
。」（
マ
タ
イ
６・９
）

② 「
二
、三
人
わ
が
名
に
よ
り
て
集
る
所
に
は
我
も
そ
の
中
に
在
る
な
り
。」（
同
18
・
20
）

③ 

「
凡
そ
我
が
名
の
た
め
に
、
或
は
家
、
兄
弟
、
姉
妹
、
父
、
母
、
子
、
田
畑
を
棄
つ
る

者
は
、
数
倍
を
受
け
、
ま
た
永
遠
の
生
命
を
嗣
が
ん
。」（
同
19
・
29
）

④ 

羊
の
牧
者
は
、「
己
の
羊
の
名
を
呼
び
て
牽
き
出
だ
す
。
羊
、
そ
の
声
を
知
る
に
よ
り

て
従
ふ
な
り
。」（
ヨ
ハ
ネ
10
・
３
～
４
）

⑤ 

「
汝
ら
が
我
が
名
に
よ
り
て
願
ふ
こ
と
は
、
我
み
な
之
を
為
さ
ん
、
…
…
何
事
に
て
も

我
が
名
に
よ
り
て
我
に
願
は
ば
、
我
こ
れ
を
成
す
べ
し
。」（
同
14
・
13
～
14
）

⑥ 

「
助
け
主
、
即
ち
、
我
が
名
に
よ
り
て
父
の
遣
し
た
ま
ふ
聖
霊
は
、
汝
ら
に
萬
の
事
を

教
へ
、
又
す
べ
て
我
が
汝
ら
に
言
ひ
し
こ
と
を
思
ひ
出
さ
し
む
べ
し
。」（
同
14
・
26
）

⑦ 

「
汝
ら
我
を
選
び
し
に
あ
ら
ず
、
我
な
ん
じ
ら
を
選
べ
り
。
而
し
て
汝
ら
の
往
き
て
果

を
結
び
、
且
つ
そ
の
果
の
残
ら
ん
た
め
に
、
又
お
ほ
よ
そ
我
が
名
に
よ
り
て
父
に
求
む
る

も
の
を
、
父
の
賜
は
ん
た
め
に
汝
ら
を
立
て
た
り
。」（
同
15
・
16
）

「
汝
等
の
す
べ
て
父
に
求
む
る
物
を
ば
、
我
が
名
に
よ
り
て
賜
ふ
べ
し
。」（
同
16
・
23
）

⑧ 「
聖
な
る
父
よ
、
我
に
賜
ひ
た
る
汝
の
御
名
の
中
に
彼
ら
を
守
り
た
ま
へ
。」（
同
17
・
11
）

「
名
」
は
「
体
」
を
表
す
。
主
の
御
名
を
呼
び
ま
つ
る
時
、
主
ご
自
身
と
「
一
如
・
一
体
」
と
さ
れ
る
。



V21-#1:38/50 暗きに坐する民は大なる光を見 ２０２０年 10 月 4 日

制作・著作：  HP「小池・奥田文庫」 ファイル名：PDF 奥田講話第 21 巻 作成 2024/09/09 出力 2025/03/27修正 2025/03/27

暗
き
に
坐
す
る
民
は
大
な
る
光
を
見

　
死
の
地
と
死
の
蔭
と
に
坐
す
る
者
に
光
の
ぼ
れ
り

２
０
２
０
年
10
月
4
日

上
記
の
箇
所
は
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
ナ
ザ
レ
を
去
っ
て
、
ゼ
ブ
ル
ン
と
ナ
フ
タ
リ
と
の
境
で
あ
る
カ

ペ
ナ
ウ
ム
に
住
み
給
う
た
こ
と
に
つ
い
て
イ
ザ
ヤ
の
預
言
の
成
就
と
し
て
引
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

『
ゼ
ブ
ル
ン
の
地
、
ナ
フ
タ
リ
の
地
、
海
の
辺ほ

と
り、
ヨ
ル
ダ
ン
の
彼
方
、
異
邦
人
の
ガ
リ
ラ
ヤ
、

暗
き
に
坐
す
る
民
は
、
大
な
る
光
を
見
、
死
の
地
と
死
の
蔭
と
に
坐
す
る
者
に
、
光
の
ぼ

れ
り
』（
マ
タ
イ
伝
４
章
16
節
）

と
。
自
然
界
で
は
、
悠
久
の
昔
よ
り
太
陽
が
地
球
を
照
ら
し
、
万
物
を
活
か
し
て
い
る
。
万
物
に
命
を
与

え
て
い
る
。
人
間
も
自
然
の
一
部
と
し
て
、
太
陽
の
恩
恵
を
蒙
っ
て
生
存
し
て
き
た
。
霊
的
存
在
者
と
し

て
の
人
間
は
何
に
よ
っ
て
生
き
て
来
た
の
か
？　
自
分
自
身
に
つ
い
て
言
え
ば
、
キ
リ
ス
ト
を
知
ら
な
か

っ
た
青
年
時
代
、
自
分
の
内
面
の
醜
さ
と
不
安
の
た
め
に
、「
生
の
喜
び
」
は
消
え
失
せ
、
正
に

「
暗
き
に
坐
す
る
民
、
死
の
地
と
死
の
蔭
と
に
坐
す
る
者
」

で
あ
っ
た
。
も
し
も
主
キ
リ
ス
ト
を
知
ら
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
ら
、
ど
う
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
か
？

内
面
の
暗
黒
の
中
で
呻
吟
し
て
い
た
私
に
キ
リ
ス
ト
を
伝
え
て
く
れ
た
人
が
居
た
お
蔭
で
、
暗
闇
の
ど

ん
底
か
ら
救
い
出
さ
れ
、
新
し
い
人
生
へ
と
歩
み
出
す
こ
と
が
出
来
た
。
今
、
思
え
ば
、
キ
リ
ス
ト
の
方

か
ら
私
に
出
会
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
だ
。
光
が
差
し
込
ん
だ
、
光
に
導
か
れ
る
者
と
な
っ
た
。

マ
タ
イ
福
音
書
で
は
、
上
記
引
用
の
イ
ザ
ヤ
預
言
の
後
に
、

「
こ
の
時
よ
り
イ
エ
ス
教
を
宣
べ
は
じ
め
て
言
ひ
給
ふ
『
な
ん
じ
ら
悔
改
め
よ
、
天
国
は
近

づ
き
た
り
』」

と
。
キ
リ
ス
ト
を
信
ず
る
と
は
、
キ
リ
ス
ト
に
従
う
と
は
、
そ
れ
ま
で
の
生
き
方
か
ら
180
度
の
方
向
転
換

を
す
る
こ
と
、
最
早
、
自
分
が
人
生
の
主
人
で
は
な
い
、
キ
リ
ス
ト
が
「
主し
ゅ

」
で
あ
り
、
自
分
は
「
僕
し
も
べ」

だ
。

帰
依
す
る
と
は
、
そ
う
い
う
こ
と
だ
。
自
分
が
ど
こ
ま
で
も
「
主
人
」
で
居
た
い
人
は
、
キ
リ
ス
ト
信
徒

に
は
な
れ
な
い
。

キ
リ
ス
ト
信
徒
に
な
る
前
の
私
は
、「
現
在
」
を
本
当
に
生
き
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
そ
れ
以
上
の
こ
と

は
望
ん
で
は
居
な
か
っ
た
。

「
朝
あ
し
たに
道
を
聴
か
ば
、
夕
べ
に
死
す
と
も
可
な
り
」

で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
主
キ
リ
ス
ト
は
現
世
の
命
だ
け
で
は
な
く
、
来
世
の
命
（
永
遠
の
生
命
）
ま
で
も

約
束
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
主
キ
リ
ス
ト
は
ま
さ
し
く

「
道
で
あ
り
、
真
理
で
あ
り
、
命
」

で
あ
っ
た
。

関
連
の
聖
書
箇
所
を
以
下
に
記
す
。

①
ヨ
ハ
ネ
伝
１
章
１
～
18
節
、
②
同
８
章
12
節
、
③
同
12
章
35
～
36
節
、
④
同
章
46
節
、
⑤
ヨ
ハ
ネ
第

一
書
１
章
５
～
７
節
、
⑥
同
２
章
７
～
11
節
。
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御
国
の
福
音
を
宣
べ
つ
た
へ
（
マ
タ
イ
伝
４
章
23
節
）

２
０
２
０
年
10
月
11
日

「
イ
エ
ス
あ
ま
ね
く
ガ
リ
ラ
ヤ
を
巡
り
、
会
堂
に
て
教
を
な
し
、
御
国
の
福
音
を
宣
べ
つ
た

へ
、
民
の
中
の
も
ろ
も
ろ
の
病
、
も
ろ
も
ろ
の
疾わ

ず
ら
ひ患
を
い
や
し
給
ふ
。」（
４
章
23
節
）

主
キ
リ
ス
ト
の
伝
道
は
、「
御
国
の
福
音
の
伝
達
と
様
々
の
病
気
の
治
癒
」
で
あ
っ
た
。
当
時
の
人
々
（
庶

民
）
は
経
済
的
困
窮
と
様
々
の
病
気
に
よ
る
苦
し
さ
に
打
ち
ひ
し
が
れ
て
暮
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ

の
現
実
を
前
に
し
て
、
主
キ
リ
ス
ト
は
、
病
気
の
治
癒
に
よ
っ
て
心
身
の
苦
し
さ
か
ら
解
き
放
つ
と
共
に
、

経
済
的
困
窮
に
対
し
て
は
、
直
接
的
・
現
実
的
な
救
済
で
は
な
く
、

「
人
が
生
き
る
の
は
、
パ
ン
の
み
に
由
る
の
で
は
な
く
、
神
の
口
か
ら
出
る
一
つ
ひ
と
つ
の

言
葉
に
由
る
」

と
、
絶
対
的
な
「
神
信
頼
」
の
道
を
説
か
れ
た
。
荒
野
で
の
40
日
40
夜
の
断
食
を
神
信
頼
に
よ
り
乗
り
越

え
ら
れ
た
体
験
か
ら
、

「
空
の
鳥
を
見
よ
、
野
の
百
合
を
見
よ
。
播
か
ず
、
倉
に
収
め
る
こ
と
も
し
な
い
鳥
た
ち
を

神
は
養
い
た
ま
い
、
労
す
る
こ
と
も
せ
ず
、
紡
む
こ
と
も
し
な
い
野
の
百
合
、
野
の
草
花

を
も
神
は
美
し
く
装
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
。
空
の
鳥
や
野
の
草
花
よ
り
も
遙
か
に
尊
い

存
在
で
あ
る
貴
方
達
を
神
が
放
置
し
て
お
か
れ
る
筈
が
無
い
。
あ
な
た
が
た
の
生
存
に
必

要
な
も
の
を
、
神
は
知
っ
て
お
ら
れ
る
。
だ
か
ら
、
安
心
し
て
、
ま
ず
、
神
の
国
と
神
の

義
を
求
め
る
よ
う
に
努
め
な
さ
い
」

と
諭
さ
れ
た
。

過
去
を
顧
み
れ
ば
内
面
の
葛
藤
が
あ
り
、
将
来
に
対
し
て
は
不
安
ば
か
り
が
先
立
ち
、
精
神
的
・
身
体

的
に
病
ん
で
い
た
自
分
に
と
っ
て
、
主
キ
リ
ス
ト
に
出
会
っ
た
こ
と
、
否
、
主
ご
自
身
が
私
を
掴つ
か
ま
え
て

苦
し
み
か
ら
解
き
放
っ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
は
、
何
に
も
代
え
ら
れ
な
い
有
難
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

「
何
事
も
思
い
煩
う
な
。
ま
ず
、
神
の
国
と
神
の
義
と
を
求
め
よ
。
そ
う
す
れ
ば
、
す
べ
て

必
要
な
も
の
は
、添
え
て
与
え
ら
れ
る
。
一
日
の
苦
労
は
、そ
の
日
、一
日
で
十
分
で
あ
る
。」

と
の
主
キ
リ
ス
ト
の
約
束
の
言
葉
は
、
何
と
有
難
い
こ
と
だ
っ
た
か
！　
よ
く
人
は
、「
こ
の
ご
恩
は
一
生

忘
れ
ま
せ
ん
」
と
言
う
。
私
に
と
っ
て
は
、
キ
リ
ス
ト
が
私
を
掴
ま
え
て
解
放
し
て
く
だ
さ
っ
た
「
ご
恩
」

に
対
し
て
、
生
涯
か
け
て
、
お
報
い
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
。
今
、
常
々
思
う
こ
と
は
、

「
我
、
主
と
共
に
十
字
架
に
付
け
ら
れ
た
り
。
最
早
、
我
、
生
く
る
に
あ
ら
ず
、
キ
リ
ス
ト

（
御み
た
ま霊
の
キ
リ
ス
ト
）、
我
が
中
に
在
り
て
生
き
給
う
な
り
」

で
あ
る
。
コ
ロ
サ
イ
書
の
３
章
３
～
４
節
に
も
、

「
汝
ら
は
（
こ
の
世
に
対
し
て
は
）
死
に
た
る
者
に
し
て
、
其
の
生い

の
ち命
は
キ
リ
ス
ト
と
と
も
に

神
の
中
に
隠
れ
在
れ
ば
な
り
。
我
ら
の
生
命
な
る
キ
リ
ス
ト
の
現
れ
給
ふ
と
き
、
汝
ら
も

之
と
と
も
に
栄
光
の
う
ち
に
現
れ
ん
。」

と
あ
る
。
こ
の
現
世
に
お
い
て
、「
今
・
現
在
」
を
真
に
充
実
し
て
生
き
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
そ
れ
で
十

分
で
あ
る
と
思
っ
て
い
た
私
に
対
し
て
、
主
キ
リ
ス
ト
は
、
願
い
以
上
の
も
の
を
、
無
代
価
で
与
え
て
く

だ
さ
っ
た
。
過
去
・
現
在
・
未
来
の
私
の
全
存
在
を
十
字
架
の
尊
い
贖
い
に
よ
っ
て
救
い
上
げ
て
く
だ
さ

っ
た
主
キ
リ
ス
ト
の
御
愛
に
対
し
て
、「
天
賦
天
職
」
に
生
き
る
「
キ
リ
ス
ト
道
」
を
貫
く
こ
と
に
よ
っ
て

お
応
え
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
。
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恵
福
な
る
か
な
、
霊
の
貧
し
き
者
（
マ
タ
イ
伝
５
章
３
節
）

２
０
２
０
年
10
月
18
日

「
イ
エ
ス
群
衆
を
見
て
、
山
に
の
ぼ
り
、
坐
し
給
へ
ば
、
弟
子
た
ち
御
許
に
き
た
る
。
イ
エ

ス
口
を
ひ
ら
き
、
教
へ
て
言
ひ
た
ま
ふ
『
幸さ

い
わ
い福
な
る
か
な
、
心
の
貧
し
き
者
。
天
国
は
そ

の
人
の
も
の
な
り
』」（
５
章
23
節
）

「
心
の
貧
し
き
者
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
「
心
」
は
「
霊
」
の
意
で
あ
る
と
い
う
。「
心
（
霊
）」
が
「
貧
し

い
」
と
は
、ど
う
い
う
姿
（
相
）
か
は
、そ
の
反
対
の
姿
（
相
）
を
考
え
る
と
良
く
分
か
る
よ
う
に
思
う
。「
反

対
の
姿
（
相
）」
は
「
自
分
は
、
神
様
な
ど
無
く
て
も
十
分
満
足
し
て
い
る
。
独
立
独
歩
、
誰
に
も
何
に
も

頼
ら
な
い
で
十
分
に
や
っ
て
い
け
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
、
き
っ
と
そ
う
だ
ろ
う
。」
と
言
う
こ
と
の
で
き

る
人
で
あ
ろ
う
。
恐
ら
く
、
来
世
（
死
後
の
世
界
）
の
こ
と
や
、
天
（
神
）
の
次
元
・
世
界
の
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
か
、
考
え
る
必
要
が
な
い
と
割
り
切
っ
て
い
る
人
で
は
な
か
ろ
う
か
。
参
考
に
な
る
の
は
、
ル

カ
伝
12
章
13
節
か
ら
21
節
で
あ
る
。
あ
る
富
め
る
人
の
所
有
す
る
畑
が
大
豊
作
に
な
っ
た
の
で
、

「
ど
う
し
よ
う
、
今
の
蔵
で
は
貯
蔵
し
き
れ
な
い
、
そ
う
だ
、
今
の
蔵
を
取
り
壊
し
、
も
っ

と
大
き
い
蔵
を
建
て
て
、
魂
に
言
っ
て
や
る
の
だ
、『
魂
よ
、
安
心
せ
よ
、
多
年
を
過
ご
す

に
足
り
る
多
く
の
善
い
穀
物
を
蓄
え
た
か
ら
、何
に
も
心
配
す
る
こ
と
は
要
ら
な
い
。さ
あ
、

飲
み
食
い
し
て
思
う
存
分
楽
し
む
の
だ
！
』
と
」。

こ
れ
に
対
し
て
神
は
、

「
愚
か
な
者
よ
、
今
夜
、
お
前
の
魂
は
取
ら
れ
る
（
お
前
は
死
ぬ
）
の
だ
。
そ
し
た
ら
、
お

前
の
貯
え
た
物
は
誰
の
も
の
と
な
る
の
か
！
」

と
諭
さ
れ
た
。
自
然
の
中
の
存
在
者
で
あ
る
人
間
は
、
太
陽
（
日
光
）、
大
気
（
空
気
）、
水
、
大
地
（
土
）

の
「
恵
み
」
無
く
し
て
は
生
き
て
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
自
然
的
生
命
体
で
あ
る
人
間
が
そ
う
で
あ
る

上
に
、「
霊
的
存
在
」
と
し
て
の
人
（
霊
の
止
ま
る
存
在
、
霊
止
・
ひ
と
）
は
、
自
然
界
の
太
陽
の
如
き
存
在

者
で
あ
る
「
神
・
キ
リ
ス
ト
」
の
恩
恵
な
く
し
て
は
生
き
て
行
け
な
い
存
在
な
の
で
あ
る
。
こ
の
事
に
気

付
い
て
、
神
・
キ
リ
ス
ト
の
前
に
首
を
垂
れ
る
存
在
、
そ
の
「
霊
こ
こ
ろ」
の
在
り
方
（
す
が
た
）
が
、「
霊
こ
こ
ろの
貧

し
い
」
姿
で
あ
る
と
思
う
。
そ
の
こ
と
に
気
付
く
に
は
、
自
分
が
「
聖
な
る
神
、
義
な
る
神
」
の
前
に
は

出
る
事
の
出
来
な
い
「
罪
深
い
者
」
で
あ
る
と
の
自
覚
が
必
要
な
の
だ
と
思
う
。

「
神
の
義
は
そ
の
福
音
の
う
ち
に
顕
れ
、
信
仰
よ
り
出
で
て
信
仰
に
進
ま
し
む
」（
ロ
マ
書
１

章
17
節
）

は
、
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
主
キ
リ
ス
ト
の
伝
道
の
生
涯
は
、「
神
の
義
と
愛
」
を
体
現
さ
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
。
そ
の
キ
リ
ス
ト
が
、「
霊
の
貧
し
い
姿
」
に
徹
し
て
お
ら
れ
た
。
そ
の
方
の
中
に
「
天
国
」
が

宿
っ
て
い
た
。「
主
様
！  

あ
な
た
が
私
の
全
存
在
の
根
底
で
す
。
全
存
在
を
支
え
、
生
か
し
め
て
く
だ
さ

る
お
方
で
す
」
と
主
に
す
が
っ
て
い
る
魂
は
、「
霊
の
貧
し
い
姿
」
で
あ
り
、「
天
国
（
主
キ
リ
ス
ト
、
御
霊

の
キ
リ
ス
ト
）」
が
宿
っ
て
く
だ
さ
る
魂
だ
と
思
う
。
主
キ
リ
ス
ト
の
方
か
ら
、「
汝
は
我
が
愛
し
む
者
、
心

に
適
う
者
！
」
と
の
御
声
を
も
っ
て
包
ん
で
く
だ
さ
る
。
そ
こ
に
、
平
安
が
在
る
。
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恵
福
な
る
か
な
、
霊
の
貧
し
き
者
（
マ
タ
イ
５
章
３
節
）」（
続
）

２
０
２
０
年
10
月
25
日

「
霊
の
貧
し
い
姿
（
相
、
生
き
方
）」
と
は
、
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
「
十
字
架
の
贖
罪
」
に
よ
っ
て
、

現
世
に
お
け
る
生
存
（
生
き
方
）
の
土
台
を
賜
り
、
更
に
、「
将
来
（
天
界
）
に
お
け
る
生
命
、
即
ち
、
地
上

を
去
っ
た
後
も
天
界
で
輝
き
続
け
る
生
命
（
永
遠
の
生
命
）」
に
対
す
る
希
望
を
賜
っ
て
、
感
謝
・
讃
美
の
生

活
を
貫
く
こ
と
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、現
世
で
の
「
い
の
ち
（
生
命
）」
も
将
来
の
、死
後
の
「
い
の
ち
（
生

命
）」
も
、
自
ら
が
創
造
し
た
、
あ
る
い
は
、
創
造
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ひ
と
え
に
、
神
・
キ
リ
ス
ト
の

御
計
画
と
そ
の
成
就
に
よ
っ
て
賜
っ
た
も
の
だ
、
と
の
自
覚
の
中
で
生
き
る
こ
と
で
あ
る
。

人
間
は
誰
で
も
、
自
ら
の
内
に
「
永
遠
の
生
命
」
を
有
し
て
い
な
い
。
地
上
で
の
生
命
は
、「
死
」
を
も
っ

て
終
る
。「
そ
れ
が
人
間
の
宿
命
（
運
命
）
な
の
だ
か
ら
、
そ
れ
を
前
提
と
し
て
、
地
上
で
の
生
を
充
実
し

た
も
の
に
す
れ
ば
良
い
の
だ
、
そ
れ
以
上
を
望
む
の
は
、
無
い
も
の
ね
だ
り
で
あ
っ
て
見
苦
し
い
。」
と
言

っ
て
の
け
る
事
の
出
来
る
人
は
別
と
し
て
、
凡
人
（
奥
田
も
そ
の
一
人
）
に
は
、
そ
の
よ
う
に
割
り
切
っ
て
、

平
然
と
し
て
い
る
こ
と
は
難
し
い
。
主
キ
リ
ス
ト
は
、我
々
に
、そ
の
よ
う
な
「
悟
り
」
の
境
地
に
達
し
て
、

「
死
」
を
平
然
と
受
け
入
れ
て
生
き
る
事
を
求
め
て
は
お
ら
れ
な
い
。
主
キ
リ
ス
ト
は
、

「
我
は
復よ

み
が
え
り活
な
り
、
生い

の
ち命
な
り
、
我
を
信
ず
る
者
は
死
ぬ
と
も
生
き
ん
。
凡
そ
生
き
て
我
を

信
ず
る
者
は
、
永
遠
に
死
な
ざ
る
べ
し
。」（
ヨ
ハ
ネ
11
章
25
～
26
節
）

と
励
ま
し
、

「
我
、
汝
ら
を
遺の

こ

し
て
孤
児
と
は
せ
ず
、
汝
ら
に
来
る
な
り
。
わ
れ
活
く
れ
ば
汝
ら
も
活
く

べ
け
れ
ば
な
り
。」（
同
14
章
18
～
19
節
）

と
約
束
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
主
ご
自
身
が
、
我
々
と
「
一
如
一
体
」
と
な
ろ
う
と
し
て
、
そ

れ
を
妨
げ
る
一
切
の
も
の
を
、ご
自
身
の
十
字
架
上
で
の
「
贖
い
（
贖
罪
）
の
死
」
を
も
っ
て
取
り
除
き
、「
永

遠
の
生
命
」
を
賜
っ
た
。
ガ
ラ
テ
ヤ
書
２
章
20
節
の
パ
ウ
ロ
の
告
白

「
我
、
キ
リ
ス
ト
と
偕
に
十
字
架
に
付
け
ら
れ
た
り
。
最
早
、
我
生
く
る
に
非
ず
、（
み
た
ま

の
）
キ
リ
ス
ト
、
我
が
内
に
在
り
て
生
く
る
な
り
。」

の
霊
的
現
実
を
祈
り
の
中
で
信
受
・
体
受
す
る
こ
と
、
こ
れ
が
信
仰
生
活
の
原
点
で
あ
る
。
パ
ウ
ロ
は
、

「
キ
リ
ス
ト
・
イ
エ
ス
に
在
る
生
命
の
御
霊
の
法
は
、
汝
を
罪
と
死
の
法
よ
り
解
放
し
た
」

と
宣
言
し
、

「
我
等
を
キ
リ
ス
ト
の
愛
よ
り
離
れ
し
む
る
者
は
絶
無
で
あ
る
」

と
、
神
の
愛
の
勝
利
を
高
ら
か
に
謳う
た

っ
て
い
る
（
ロ
マ
書
８
章
）。
主
イ
エ
ス
は
、

「
我
は
火
を
地
に
投
ぜ
ん
と
て
来き

た

れ
り
。
此
の
火
す
で
に
燃
え
た
ら
ん
に
は
我
ま
た
何
を
か

望
ま
ん
。
さ
れ
ど
、
我
に
は
受
く
べ
き
（
血
の
）
バ
プ
テ
ス
マ
あ
り
。
そ
の
成
し
遂
げ
ら
る

る
ま
で
は
、
思
い
逼せ

ま

る
こ
と
如
何
ば
か
り
ぞ
や
」（
ル
カ
12
章
49
～
50
節
）

と
の
願
い
と
呻
き
を
漏
ら
し
て
お
ら
れ
る
。
我
々
の
「
聖
日
集
会
」
は
、「
主
キ
リ
ス
ト
の
霊
（
み
た
ま
の
キ

リ
ス
ト
）
の
充
満
し
た
場
」
で
在
り
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
一
人
び
と
り
が
日
常
生
活
に
お
い
て
「
主
キ

リ
ス
ト
と
偕
な
る
生
活
」
を
送
り
、「
御
言
葉
（
聖
書
）」
を
「
日ひ
ご
と毎

の
糧か
て

」
と
し
て
喰
ら
っ
て
生
き
る
生
き

方
を
実
践
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
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我
ら
、
既
に
神
の
子
た
り
（
ヨ
ハ
ネ
第
一
書
３
章
１
～
２
節
）

２
０
２
０
年
11
月
1
日

新
約
聖
書
の
「
福
音
書
」
を
読
む
に
当
た
っ
て
大
切
な
事
は
、
わ
た
し
た
ち
は
、
主
キ
リ
ス
ト
の
十
字

架
に
由
る
贖
い
（
贖
罪
）
と
御
復
活
に
よ
る
勝
利
と
に
よ
っ
て
、「
神
の
子
」
と
し
て
の
身
分
を
回
復
し
て

い
た
だ
い
た
「
真
実
の
神
の
子
」
で
あ
る
と
の
自
覚
で
あ
る
。
福
音
書
、
と
り
わ
け
、
マ
タ
イ
、
マ
ル
コ
、

ル
カ
の
三
福
音
書
（
共
観
福
音
書
）
に
お
い
て
は
、
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
ど
の
よ
う
に
人
々
に
出
会
い
、

語
ら
れ
、
御
業
を
な
さ
っ
た
か
、
そ
し
て
、
十
字
架
上
で
の
死
を
遂
げ
ら
れ
た
後
、
栄
光
の
姿
で
顕
現
さ
れ
、

弟
子
た
ち
に
語
ら
れ
た
後
、
天
に
昇
ら
れ
た
か
が
記
さ
れ
て
い
る
。
地
上
に
お
ら
れ
た
主
イ
エ
ス
に
出
会
っ

た
人
々
は
、
ま
だ
、「
真
の
救
い
」
に
は
与
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
引
き
換
え
、
わ
た
し
た
ち
は
、

主
イ
エ
ス
の
十
字
架
に
よ
る
「
贖
罪
」
と
御
復
活
に
よ
る
「
死
に
打
ち
勝
っ
た
勝
利
」
と
に
よ
っ
て
、「
神

の
子
」
と
し
て
の
実
（
身
分
）
を
回
復
し
て
頂
い
た
「
真
の
神
の
子
」
と
し
て
、
福
音
書
を
読
み
、
御
言
葉

を
食
ら
っ
て
生
き
る
者
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
ど
う
す
れ
ば
救
わ
れ
ま
す
か
？
」

で
は
な
く
、「
既
に
救
わ
れ
て
在
る
者
、
救
い
を
体
受
し
た
者
は
、
ど
の
よ
う
に
生
き
る
の
が
、
御
心
に
適

う
こ
と
な
の
で
す
か
？
」
と
問
い
か
け
つ
つ
日
々
を
生
き
る
の
で
あ
る
。

ロ
マ
書
を
始
め
、
使
徒
た
ち
の
書
簡
は
、
こ
の
角
度
か
ら
記
さ
れ
て
い
る
。
使
徒
パ
ウ
ロ
は
、「
我
キ
リ

ス
ト
の
中
に
、
キ
リ
ス
ト
我
が
内
に
」
と
「
御
霊
の
キ
リ
ス
ト
」
と
「
一
如
・
一
体
」
と
な
っ
て
生
き
る

こ
と
を
貫
い
た
。
そ
の
消
息
を
懇
切
に
解
き
明
か
し
て
く
れ
て
い
る
の
が
、
ピ
リ
ピ
書
だ
と
思
う
。

ヨ
ハ
ネ
第
一
書
で
は
、

「
視
よ
、
父
の
我
ら
に
賜
ひ
し
愛
の
如
何
に
大
な
る
か
を
。
我
ら
神
の
子
と
称
へ
ら
る
。
既

に
神
の
子
た
り
、
…
…
後
、
い
か
ん
、
未
だ
顕
れ
ず
、
主
の
現
れ
た
ま
ふ
時
わ
れ
ら
之
に

肖に

ん
こ
と
を
知
る
。
我
ら
そ
の
真
の
状さ

ま

を
見
る
べ
け
れ
ば
な
り
。
凡
て
主
に
よ
る
此
の

希の
ぞ
み望
を
懐
く
者
は
、
そ
の
清
き
が
ご
と
く
己
を
潔
く
す
。」（
３
章
１
～
３
節
）

と
記
し
、
ま
た
、

「
主
は
我
ら
の
為
に
生い

の
ち命
を
捨
て
た
ま
へ
り
、
之
に
よ
り
て
愛
と
い
ふ
こ
と
を
知
り
た
り
、

我
等
も
ま
た
兄
弟
の
た
め
に
生
命
を
捨
つ
べ
き
な
り
。」（
同
16
節
）

と
、
愛
の
実
践
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
「
奨す
す

め
」
は
、
わ
た
し
た
ち
が
日
々
の
祈
り
の
中
で
、「
御

霊
の
主
キ
リ
ス
ト
」
と
「
共
な
る
生
活
」
を
心
掛
け
て
い
る
と
き
に
、
初
め
て
実
践
で
き
る
よ
う
に
思
う
。

な
お
、
蛇
足
な
が
ら
、
日
々
の
「
祈
り
」
の
助
け
と
し
て
、
詩
篇
第
103
篇
と
第
119
篇
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

103
篇
は
「
旧
約
の
福
音
」
と
言
わ
れ
て
い
る
豊
か
な
内
容
の
も
の
。
ま
た
、
119
篇
は
「
祈
り
の
い
ろ
は
歌
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
よ
う
に
、
わ
た
し
た
ち
の
「
祈
り
」
の
手
引
書
と
し
て
有
益
で
あ
る
。
例
え
ば
、

「
な
ん
じ
の
聖み

こ
と
ば言
は
我
を
活
か
し
し
が
ゆ
え
に
、
今
も
な
ほ
わ
が
艱な

や
み難
の
と
き
の
慰
め
な

り
。」（
50
節
）

「
な
ん
じ
の
律お

き
て法
は
、
わ
が
旅
の
家
に
て
わ
が
歌
と
な
れ
り
。」（
54
節
）

「
な
ん
じ
の
聖
言
は
わ
が
足
の
灯と

も
し
び火
、
わ
が
路み

ち

の
光
な
り
。」（
105
節
）

「
聖
言
う
ち
披ひ

ら

く
れ
ば
光
を
放
ち
て
、
愚
か
な
る
者
を
慧さ

と

か
ら
し
む
。」（
130
節
）

な
ど
。
そ
し
て
、
京
都
キ
リ
ス
ト
召
団
の
歌
で
あ
る
第
121
篇
、

「
わ
れ
山
に
む
か
ひ
て
目
を
あ
ぐ
、
わ
が
援た

す
け助

は
何い

ず
こ処

よ
り
来き

た

る
や
。
わ
が
援
助
は
天あ

め
つ
ち地

を

つ
く
り
給
へ
る
主
よ
り
来
る
。」

な
ど
を
。
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「
霊
」
と
「
肉
」

２
０
２
０
年
11
月
8
日

こ
れ
ま
で
も
、
聖
日
の
講
筵
に
お
い
て
、
聖
書
（
特
に
新
約
聖
書
）
に
お
い
て
、「
霊
」
と
い
う
言
葉
と
、

対
照
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
肉
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
語
っ
て
来
ま
し
た
が
、復
習
の
意
味
も
込
め
て
、

関
連
の
言
葉
も
含
め
て
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
ま
す
。

１　
ヨ
ハ
ネ
伝
：

① 「
神
は
霊
な
れ
ば
、
拝
す
る
者
も
霊
と
眞ま

こ
とと

を
も
て
拝
す
べ
き
な
り
」（
４
・
24
）

② 

「
人
あ
ら
た
に
生
れ
ず
ば
、
神
の
国
を
見
る
こ
と
能
は
ず
、
…
…
入
る
こ
と
能
は
ず
、

肉
に
よ
り
て
生
る
る
者
は
肉
な
り
、
霊
に
よ
り
て
生
る
る
者
は
霊
な
り
。」（
３・３
～
６
）

③ 

「
わ
れ
は
生
命
の
パ
ン
な
り
、
我
に
き
た
る
者
は
飢
え
ず
、
我
を
信
ず
る
者
は
い
つ
ま

で
も
渇
く
こ
と
な
か
ら
ん
。」（
６
・
35
）

 

「
我
は
天
よ
り
降
り
し
活
け
る
パ
ン
な
り
。
人
こ
の
パ
ン
を
食
は
ば
永
遠
に
活
く
べ
し
。

我
が
与
ふ
る
パ
ン
は
我
が
肉
な
り
、
世
の
生
命
の
た
め
に
之
を
与
へ
ん
」（
６
・
51
）

 

「
ま
こ
と
に
誠
に
な
ん
じ
ら
に
告
ぐ
、
人
の
子
の
肉
を
食
は
ず
、
そ
の
血
を
飲
ま
ず
ば
、

汝
ら
に
生
命
な
し
。
わ
が
肉
を
く
ら
ひ
、
我
が
血
を
の
む
者
は
、
永
遠
の
生
命
を
も
つ
、

わ
れ
終
の
日
に
こ
れ
を
甦
へ
ら
す
べ
し
。
夫そ

れ

わ
が
肉
は
眞
の
食く

ひ
も
の物
、
わ
が
血
は
眞
の
飲
物

な
り
。
わ
が
肉
を
く
ら
ひ
我
が
血
を
の
む
者
は
、
我
に
居
り
、
我
も
ま
た
彼
に
居
る
。
活

け
る
父
の
我
を
つ
か
は
し
、
我
の
父
に
よ
り
て
活
く
る
ご
と
く
、
我
を
く
ら
ふ
者
も
我
に

よ
り
て
活
く
べ
し
。」（
６
・
53
～
57
）

 

「
活
か
す
も
の
は
霊
な
り
、
肉
は
益
す
る
所
な
し
、
わ
が
汝
ら
に
語
り
し
言
は
、
霊
な
り
、

生
命
な
り
。」（
６
・
63
）

２　
マ
タ
イ
伝
：

「
人
の
生
く
る
は
パ
ン
の
み
に
由
る
に
あ
ら
ず
、
神
の
口
よ
り
出
づ
る
凡
て
の
言
に
由
る
と

録
さ
れ
た
り
」（
４・４
）

３　
ロ
マ
書
：

「
肉
に
し
た
が
ふ
者
は
肉
の
事
を
お
も
ひ
、
霊
に
し
た
が
ふ
者
は
霊
の
事
を
お
も
ふ
。
肉
の

念お
も
ひは

死
な
り
、
霊
の
念
は
生
命
な
り
、
平
安
な
り
。
肉
の
念
は
神
に
逆
ふ
、
そ
れ
は
神
の

律
法
に
服
は
ず
、
否
し
た
が
ふ
こ
と
能
は
ず
、
ま
た
肉
に
居
る
者
は
神
を
悦
ば
す
こ
と
能

は
ざ
る
な
り
。
然
れ
ど
神
の
御
霊
な
ん
ぢ
ら
の
中
に
宿
り
給
は
ば
、
汝
ら
は
肉
に
居
ら
で

霊
に
居
ら
ん
、
キ
リ
ス
ト
の
御
霊
な
き
者
は
キ
リ
ス
ト
に
属
す
る
者
に
あ
ら
ず
。
若
し
キ

リ
ス
ト
汝
ら
に
在
さ
ば
、
体
は
罪
に
よ
り
て
死
に
た
る
者
な
れ
ど
、
霊
は
義
に
よ
り
て
生

命
に
在
ら
ん
。」（
８・５
～
10
）

な
お
、
コ
リ
ン
ト
前
書
15
章
29
節
以
下
は
、「
復
活
」
の
こ
と
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
我
々
は
、

「
血
気
の
体
」
に
て
播
か
れ
、「
霊
の
体
」
に
甦
る
（
変
貌
す
る
）
こ
と
、「
死
」
に
勝
つ
勝
利
を
、
高
ら
か
に

謳
っ
て
い
ま
す
。
ロ
マ
書
８
章
31
～
39
節
と
共
に
、

「
我
等
を
主
キ
リ
ス
ト
・
イ
エ
ス
に
在
る
神
の
愛
よ
り
離
れ
さ
せ
る
も
の
は
絶
無
だ
」

と
叫
ん
で
い
ま
す
。
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キ
リ
ス
ト
・
イ
エ
ス
に
在
る
生
命
の
御
霊
の
法

２
０
２
０
年
11
月
15
日

使
徒
パ
ウ
ロ
は
、
ロ
マ
書
８
章
に
お
い
て
、
主
キ
リ
ス
ト
が
私
達
に
賜
わ
っ
た
「
決
定
的
勝
利
」
を
告

白
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。私
達
は「
現
世（
現
象
界
）」に
お
い
て
は
、様
々
な
制
約
の
中
で
生
き
て
い
ま
す
。神・

キ
リ
ス
ト
を
信
じ
て
生
き
る
者
（
キ
リ
ス
ト
信
徒
）
に
お
い
て
も
、
様
々
な
試
練
に
見
舞
わ
れ
ま
す
。
主
キ

リ
ス
ト
に
選
ば
れ
、特
別
の
使
命
を
与
え
ら
れ
た
パ
ウ
ロ
に
お
い
て
さ
え
、異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。否
、

一
般
の
キ
リ
ス
ト
信
徒
よ
り
も
遙
か
に
勝
る
様
々
な
患
難
・
辛
苦
を
味
わ
っ
て
い
ま
す
。
コ
リ
ン
ト
後
書

11
章
23
節
～
27
節
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
と
き
、
な
ぜ
、
神
・
キ
リ
ス
ト
が
こ
の
よ
う
な
艱
難
に

遭
遇
す
る
こ
と
が
無
い
よ
う
に
護
り
、
助
け
給
わ
な
い
の
か
？　
と
不
思
議
に
思
う
く
ら
い
で
す
。
そ
の

よ
う
な
様
々
な
艱
難
を
体
験
し
な
が
ら
も
、
パ
ウ
ロ
は
、
コ
リ
ン
ト
後
書
４
章
７
節
以
下
に
お
い
て
「
御

霊
な
る
栄
光
の
主
キ
リ
ス
ト
」
を
「
宝
」
で
あ
る
と
告
白
し
、

「
我
等
こ
の
宝
を
土
の
器
に
有
て
り
。
こ
れ
優
れ
て
大
い
な
る
能
力
の
我
等
よ
り
出
で
ず
し

て
、神
よ
り
出
づ
る
こ
と
の
顕
れ
ん
た
め
な
り
。…
…
我
ら
が
受
く
る
暫
く
の
軽
き
患
難
は
、

極
め
て
大
な
る
永
遠
の
重
き
光
栄
を
得
し
む
る
な
り
。
我
ら
の
顧
み
る
所
は
見
ゆ
る
も
の

に
あ
ら
で
見
え
ぬ
も
の
な
れ
ば
な
り
。
見
ゆ
る
も
の
は
暫
時
に
し
て
、
見
え
ぬ
も
の
は
永

遠
に
至
る
な
り
。」

と
、
主
キ
リ
ス
ト
と
共
な
る
生
き
方
の
勝
利
を
告
白
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
私
達
に
と
っ
て
の
大
い
な

る
慰
め
、
励
ま
し
で
す
。
肉
体
を
持
っ
て
生
れ
て
来
た
私
達
は
、
そ
の
生
命
が
終
る
と
土
に
帰
り
ま
す
。

生
物
体
と
し
て
の
私
達
（
人
間
）
は
、
聖
書
に
言
う
「
罪
と
死
と
の
法
」
の
支
配
を
免
れ
る
こ
と
が
出
来
ま

せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
宿
命
の
下
に
生
れ
て
生
き
る
私
達
に
対
し
て
、「
永
遠
界
、
真
の
生
命
の
世
界
」
に
生

き
る
「
天
国
人
」
と
し
て
の
生
き
方
を
示
し
、

「
我
は
道
な
り
、
眞
な
り
、
生
命
な
り
。
我
に
由
ら
で
は
誰
に
て
も
父
の
御
許
に
い
た
る
者

な
し
」

と
、
自
ら
が
私
達
の
た
め
の
「
天
国
へ
の
道
」
と
な
っ
て
く
だ
さ
っ
た
主
キ
リ
ス
ト
は
、
十
字
架
に
お
け

る
贖
い
（
贖
罪
）
に
よ
っ
て
私
達
に
「
天
国
人
」
と
し
て
の
「
新
生
」
を
賜
り
、こ
の
地
上
に
で
は
な
く
、「
天
」

に
宝
を
積
む
生
き
方
を
す
る
よ
う
に
と
諭
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
「
天
国
人
」
を
導
い
て

く
だ
さ
る
「
法
」
が
、

「
キ
リ
ス
ト
・
イ
エ
ス
に
在
る
生
命
の
御
霊
の
法
」

で
あ
り
、
マ
タ
イ
伝
福
音
書
５
章
～
７
章
の
「
山
上
の
垂
訓
」
と
称
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
そ
の
中
に
、

「
宝
を
天
に
積
む
よ
う
に
」

と
の
奨
め
が
あ
り
ま
す
。
地
上
の
財
宝
は
盗
ま
れ
て
無
く
な
る
こ
と
が
在
る
け
れ
ど
も
、
天
上
の
宝
は
消

え
失
せ
る
こ
と
が
無
い
か
ら
、
と
。
ま
た
、
パ
ウ
ロ
は
愛
弟
子
の
テ
モ
テ
に
対
す
る
奨
め
の
中
で
、

「
足
る
こ
と
を
知
り
て
敬
虔
を
守
る
者
は
、
大
い
な
る
利
益
を
得
る
な
り
。
我
ら
は
何
を
も

携
へ
て
世
に
来
ら
ず
、
ま
た
何
を
も
携
へ
て
世
を
去
る
こ
と
能
は
ざ
れ
ば
な
り
。
た
だ
衣

食
あ
ら
ば
足
れ
り
と
せ
ん
。」（
テ
モ
テ
前
書
６
章
６
～
８
節
）

と
諭
し
て
い
ま
す
。
蛇
足
な
が
ら
、
詩
篇
119
篇
か
ら
も
、

「
な
ん
じ
の
聖
言
は
わ
が
足
の
燈と

も
し
び火

、
わ
が
路み

ち

の
光
な
り
。」（
105
）

「
聖
言
う
ち
披ひ

ら

く
れ
ば
光
を
放
ち
て
、
愚
な
る
者
を
慧さ

と

か
ら
し
む
。」（
130
）
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救
い
の
確
か
さ

―
―
「
十
字
架
」
が
土
台
、「
聖
霊
」
が
確
証
―
―

２
０
２
０
年
11
月
22
日

こ
こ
に
言
う
「
救
い
」
と
は
、「
災
害
の
危
険
か
ら
救
わ
れ
た
」
と
か
、「
疫
病
の
危
険
を
免
れ
た
（
そ
の

危
険
か
ら
救
わ
れ
た
）」
と
い
っ
た
類
の
「
現
象
面
（
現
象
界
）」
で
の
「
救
い
」
で
は
な
く
、「
霊
」
の
次
元

に
お
け
る
事
態
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
私
達
人
間
の
感
覚
に
お
い
て
「
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
か
」
と
か
、

私
達
の
努
力
・
精
進
な
ど
の
修
業
に
よ
り
獲
得
す
る
も
の
（
自
分
を
出
発
点
と
し
た
も
の
）
で
は
な
く
、
神
・

キ
リ
ス
ト
の
御
前
に
お
い
て
、
そ
の
御
眼
（
御
判
断
）
か
ら
見
て
、「
あ
な
た
は
、
神
の
国
の
民
、
神
の
国

に
住
む
に
ふ
さ
わ
し
い
者
」
と
見
て
頂
け
る
こ
と
、
そ
の
実
質
を
備
え
て
い
る
こ
と
を
指
す
。

イ
ス
ラ
エ
ル
民
族
は
、
神
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
民
（
選
民
）
で
あ
り
、
聖
意
の
具
現
と
し
て
の
「
律
法
」

を
授
か
り
な
が
ら
、律
法
の
目
指
す
「
神
の
義
」
に
到
達
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
即
ち
、真
の
「
救
い
」

に
到
達
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
人
間
の
側
の
「
努
力
・
精
進
」
に
よ
っ
て
、
神
の

求
め
給
う
「
義
」
を
獲
得
し
よ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
主
イ
エ
ス
は
、
人
間
の
側
の
「
努
力
・
精
進
に
よ
る
立
派
さ
の
追
求
」
で
は
な
く
、

ひ
た
す
ら
、「
神
の
恵
み
、
憐
れ
み
に
す
が
る
道
」
を
示
さ
れ
た
。
ご
自
身
の
生
き
方
と
し
て
は
、
父
な
る

神
の
御
心
に
委
ね
き
っ
た
「
完
全
な
従
順
」
の
姿
（
義
）
を
貫
き
、「
永
遠
の
生
命
者
」
で
あ
り
、「
死
」
と

か
「
神
の
裁
き
（
断
罪
）」
と
は
無
縁
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、不
従
順
者
（
罪
人
）
で
あ
る
我
々
の
「
罪
」

を
負
い
、我
々
の
受
け
る
べ
き
「
神
の
裁
き
」
を
十
字
架
上
で
受
け
て
「
贖
罪
」
を
果
た
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

そ
の
事
実
（
事
態
）
が
私
達
の
「
救
い
」
の
根
拠
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
十
字
架
上
で
の
贖
罪
」

と
い
う
客
観
的
事
実
（
事
態
）
を
、「
我
が
た
め
」
の
も
の
と
し
て
信
受
・
体
受
す
る
者
は
、「
救
い
」
を
確

か
に
受
け
取
っ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、「
救
い
の
確
か
さ
」
の
根
拠
（
土
台
）
は
、主
キ
リ
ス
ト
の
「
十
字
架
」

に
あ
り
、
私
達
の
側
の
「
主
観
」
と
か
、「
救
わ
れ
て
い
る
」
と
の
感
覚
（
感
じ
方
）
に
あ
る
の
で
は
な
い
。

そ
し
て
、
こ
の
事
を
「
確
証
」
し
て
く
だ
さ
る
の
が
、「
恵
み
と
し
て
賜
る
聖
霊
」
で
あ
る
。

主
イ
エ
ス
が
架
か
り
給
う
た
「
十
字
架
」
は
、
私
達
に
と
っ
て
は
、「
死
と
生
」（
旧
き
我
の
死
と
新
し
き
命

の
賦
与
）
の
両
方
を
表
し
て
い
る
。
比
喩
的
に
言
う
な
ら
ば
、
こ
ち
ら
側
か
ら
見
る
十
字
架
は
「
旧
き
我
」

の
死
を
表
し
て
お
り
、
そ
の
十
字
架
を
潜
り
抜
け
て
、
向
こ
う
側
に
出
て
見
る
と
、
そ
こ
は
「
新
し
い
命
」

な
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
、
パ
ウ
ロ
は
、
ガ
ラ
テ
ヤ
書
２
章
20
節
に
お
い
て
、

「
我
、
キ
リ
ス
ト
と
偕
に
十
字
架
に
付
け
ら
れ
た
り
。
最
早
、
わ
れ
生
く
る
に
非
ず
、
キ
リ

ス
ト
我
が
内
に
在
り
て
生
く
る
な
り
。
今
わ
れ
肉
体
に
在
り
て
生
く
る
は
、
我
を
愛
し
て

我
が
た
め
に
己
が
身
を
捨
て
給
ひ
し
神
の
子
を
信
ず
る
に
由
り
て
生
く
る
な
り
。」

と
告
白
し
て
い
る
。
ま
た
、
コ
リ
ン
ト
後
書
５
章
17
節
で
は
、

「
人
も
し
キ
リ
ス
ト
に
在
ら
ば
新
た
に
造
ら
れ
た
る
者
な
り
、
古
き
は
既
に
過
ぎ
去
り
、
視

よ
、
新
し
く
な
り
た
り
。」

と
あ
り
、
ロ
マ
書
８
章
２
節
は
、

「
キ
リ
ス
ト
・
イ
エ
ス
に
在
る
生
命
の
御
霊
の
法
は
、
汝
を
罪
と
死
と
の
法
よ
り
解
放
し
た

れ
ば
な
り
。」

と
宣
言
し
て
い
る
。
ま
た
、
コ
リ
ン
ト
前
書
１
章
18
節
は
、

「
そ
れ
十
字
架
の
言
（
十
字
架
と
い
う
事
実
が
語
っ
て
い
る
言
葉
）
は
、
救
は
る
る
我
ら
に
は
神

の
能ち

か
ら力

な
り
。」

と
、
十
字
架
の
勝
利
を
謳
っ
て
い
る
。
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２
０
２
０
年　
ク
リ
ス
マ
ス
集
会　
ご
案
内

２
０
２
０
年
11
月
22
日

今
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
集
会
を
下
記
の
と
お
り
開
催
致
し
ま
す
。

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
収
束
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
多
人
数
で
の
集
会
開
催
は
慎
重
を
期
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
の
ク
リ
ス
マ
ス
集
会
は
、
一
定
の
予
防
措
置
と
制
約
の
も
と
に
開
催
す
る
こ
と
と
し
、
会

場
を
広
く
使
用
す
る
と
と
も
に
、講
筵
を
中
心
と
し
た
午
前
だ
け
の
集
会
と
致
し
ま
す
。
参
加
の
皆
様
に
は
、

体
調
の
管
理
を
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
席
も
空
け
て
着
席
を
お
願
い
す
る
所
存

で
す
。（
昼
食
は
致
し
ま
せ
ん
）

１
年
の
恵
み
と
御
護
り
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
新
し
い
年
の
新
た
な
出
発
へ
、
祈
り
を
共
に
し
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
記

日　
時 

12
月
20
日
（
日
）　
10
時
15
分
～
12
時

会　
場 

KKR
京
都
く
に
荘　
4
階
比
叡
の
間

　
　
　
　
　
（
上
京
区
河
原
町
通
り
荒
神
口
上
る
東
入
る
） Tel.　

075-222-0092

会　
費 

無 

料
（
会
場
費
等
は
、
す
べ
て
京
都
キ
リ
ス
ト
召
団
に
て
負
担
い
た
し
ま
す
。）

講　
筵 

10
時
15
分
～
11
時
45
分   

奥
田
昌
道
先
生

解　
散 

12
時
00
分

参
加
希
望
の
方
は
、
会
場
設
営
の
関
係
上
、
12
月
12
日
（
土
）
ま
で
に
、
電
話
、
郵
便
又
は
メ
ー
ル
で
参

加
者
名
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
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平
安
汝
ら
に
在
れ
！

２
０
２
０
年
11
月
29
日

主
イ
エ
ス・キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
上
で
の
死
と
栄
光
の
御
姿
で
の
顕
現（
復
活
）に
よ
っ
て
、私
達
に「
贖
罪
」

（
生
ま
れ
な
が
ら
の
「
旧
き
我
」
の
死
）
と
「
新
生
」（
新
し
い
命
の
賦
与
）
の
恵
み
を
賜
っ
た
主
イ
エ
ス
は
、
私

達
に
真
の
「
平
安
」
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
福
音
書
に
お
い
て
は
五
つ
の
パ
ン
と
二
つ
の
魚
を

も
っ
て
男
だ
け
を
数
え
て
も
５
０
０
０
人
も
の
群
衆
に
食
べ
飽
き
る
ま
で
に
満
足
を
与
え
ら
れ
た
後
、
独

り
山
に
登
っ
て
祈
り
込
ま
れ
た
イ
エ
ス
が
、
夜
が
明
け
る
頃
、
湖
上
を
歩
み
波
風
に
翻
弄
さ
れ
て
漕
ぎ
悩

む
弟
子
た
ち
に
近
づ
き
、幽
霊
だ
と
思
っ
て
怯
え
る
弟
子
た
ち
に
対
し
て
発
せ
ら
れ
た
言
葉
が
、「
心
安
か
れ
、

我
な
り
、
懼お
そ

る
な
！
」
で
し
た
（
マ
タ
イ
伝
14
章
22
～
27
節
、
マ
ル
コ
伝
６
章
45
～
52
節
、
ヨ
ハ
ネ
伝
６
章
16
～

21
節
）。
ま
た
、
イ
エ
ス
の
十
字
架
上
で
の
死
の
後
、
ユ
ダ
ヤ
人
を
懼
れ
て
戸
を
閉
ざ
し
て
隠
れ
て
い
た
弟

子
た
ち
に
現
れ
て
彼
ら
に
掛
け
ら
れ
た
言
葉
も
、「
平
安
汝
ら
に
在
れ
！
」
で
し
た
。

ヨ
ハ
ネ
伝
14
章
か
ら
16
章
は
、主
イ
エ
ス
が
弟
子
た
ち
と
の
別
れ
に
際
し
て
切
々
と
語
ら
れ
た
言
葉
（「
訣

別
遺
訓
」）
の
記
録
で
す
が
、
14
章
25
節
以
下
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

「
此
等
の
こ
と
は
我
な
ん
じ
ら
と
偕
に
あ
り
て
語
り
し
が
、
助た

す
け
ぬ
し主
す
な
は
ち
我
が
名
に
よ
り

て
父
の
遣
し
た
ま
ふ
聖
霊
は
、
汝
ら
に
萬よ

ろ
ず

の
事
を
教
へ
、
又
す
べ
て
我
が
汝
ら
に
言
ひ
し

こ
と
を
思
ひ
出い

だ

さ
し
む
べ
し
。
わ
れ
平
安
を
汝
ら
に
遺つ

か
わ

す
、
わ
が
平
安
を
汝
ら
に
与
ふ
。

わ
が
与
ふ
る
は
世
の
与
ふ
る
如
く
な
ら
ず
、
汝
ら
心
を
騒
が
す
な
、
ま
た
懼
る
な
。『
わ
れ

往
き
て
汝
ら
に
来
る
な
り
』
と
云
ひ
し
を
汝
ら
既
に
聞
け
り
。
も
し
我
を
愛
せ
ば
、
父
に

わ
が
往
く
を
喜
ぶ
べ
き
な
り
、
父
は
我
よ
り
も
大お

お
いな
る
に
因
る
。」

主
イ
エ
ス
が
弟
子
た
ち
に
語
ら
れ
た
言
葉
、

「
汝
ら
心
を
騒
が
す
な
、
神
を
信
じ
、
ま
た
我
を
信
ぜ
よ
。」（
14
章
１
節
）

及
び
、「
心
安
か
れ
、
我
な
り
、
懼
る
な
！
」
は
、
現
代
に
生
き
る
私
達
に
と
っ
て
も
、
主
キ
リ
ス
ト
の
力

強
い
励
ま
し
の
言
葉
で
す
。
パ
ウ
ロ
は
、
ロ
マ
書
８
章
31
節
以
下
に
お
い
て
、

「
キ
リ
ス
ト
を
賜
っ
た
神
が
我
ら
の
味
方
で
あ
る
以
上
は
、
我
ら
は
無
敵
で
あ
り
、
我
等
を
キ
リ

ス
ト
の
愛
よ
り
、
ま
た
、
我
ら
の
主
キ
リ
ス
ト
・
イ
エ
ス
に
あ
る
神
の
愛
よ
り
引
き
離
す
こ
と

が
出
来
る
も
の
は
、
天
上
天
下
、
何
処
に
も
存
し
な
い
」

と
神
の
愛
の
勝
利
を
宣
言
し
て
い
ま
す
。

ヨ
ハ
ネ
伝
14
章
～
16
章
の
「
訣
別
遺
訓
」
の
最
後
の
言
葉
が
、

「
此
等
の
こ
と
を
汝
ら
に
語
り
た
る
は
、
汝
ら
我
に
在
り
て
平
安
を
得
ん
が
為
な
り
。
汝
ら

世
に
在
り
て
は
患な

や
み難
あ
り
、
さ
れ
ど
雄
々
し
か
れ
。
我
す
で
に
世
に
勝
て
り
」

で
あ
り
ま
し
た
。
変
転
極
ま
り
な
い
「
無
常
」
の
現
世
に
生
き
る
私
達
に
対
し
て
、
主
キ
リ
ス
ト
は
、
助

け
主・聖
霊
の
姿
（
相
）
で
私
達
一
人
び
と
り
の
中
に
内
住
し
、
ど
の
よ
う
な
場・局
面
に
お
い
て
も
、
護
り
、

導
き
、
平
安
を
与
え
続
け
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
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御
霊
の
結
ぶ
実

２
０
２
０
年
12
月
6
日

ロ
マ
書
８
章
の
冒
頭
で
パ
ウ
ロ
は
、

「
キ
リ
ス
ト
・
イ
エ
ス
に
在
る
生い

の
ち命

の
御み

た
ま霊

の
法の

り

は
、
汝
を
罪
と
死
と
の
法
よ
り
解
き
放
し

た
れ
ば
な
り
」

と
、
主
キ
リ
ス
ト
の
贖
罪
の
御
業
に
よ
り
、
私
達
が
「
罪
と
死
の
支
配
」
か
ら
脱
却
し
て
、「
生
命
の
御
霊

の
法
」
の
世
界
に
生
き
る
者
と
さ
れ
た
こ
と
を
宣
言
し
て
い
ま
す
。
こ
の
「
生
命
の
御
霊
の
法
」
に
生
き

る
者
が
、
日
常
生
活
の
歩
み
の
中
で
結
ぶ
実
が
、
ガ
ラ
テ
ヤ
書
５
章
22
節
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
「
御
霊
の

実
（
果
）」
で
あ
っ
て
、「
愛
・
喜
び
（
喜
悦
）・
平
和
・
寛
容
・
仁な
さ
け慈

・
善
良
・
忠
信
・
柔
和
・
節
制
」
で
あ

る
と
述
べ
て
い
ま
す
。
他
方
、
御
霊
の
働
き
に
つ
い
て
は
、「
御
霊
の
賜た
ま
も
の物
」
と
し
て
、「
智
慧
の
言
、
知
識

の
言
、
信
仰
、
病
を
癒
す
賜
物
、
力
（
異
能
）
あ
る
業
、
預
言
、
霊
を
弁
え
る
能
力
、
異
言
を
言
う
能
力
、

異
言
を
解
く
能
力
」
を
挙
げ
、

「
凡
て
此
等
の
こ
と
は
同
じ
一
つ
の
御
霊
の
活は

た
ら
き動

に
し
て
、
御
霊
そ
の
心
に
随
ひ
て
各お

の
お
の人

に

分
け
与
へ
た
ま
ふ
な
り
。」

と
述
べ
て
い
ま
す
（
コ
リ
ン
ト
前
書
12
章
８
～
11
節
）。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
賜
物
以
上
に
大
切
な
、
万
人
に

共
通
に
与
え
ら
れ
る
賜
物
と
し
て
、「
愛
」
を
挙
げ
て
い
ま
す
（
同
13
章
）。
ガ
ラ
テ
ヤ
書
５
章
22
節
の
「
御

霊
の
実
」
と
し
て
の
「
愛
・
喜
び
…
…
」
と
コ
リ
ン
ト
前
書
13
章
の
「
愛
の
姿
（
相
）」
と
は
、
か
な
り
の

部
分
で
重
な
り
合
っ
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

し
た
が
っ
て
、「
御
霊
の
働
き
」
と
い
う
能
動
面
で
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
で
「
特
殊
的
」
で
あ
っ
て
も
、
御

霊
を
宿
し
、
御
霊
に
導
か
れ
て
生
き
る
生
活
面
な
い
し
そ
の
人
の
「
品
性
」
に
お
い
て
は
、
ガ
ラ
テ
ヤ
書

５
章
22
節
に
列
挙
さ
れ
た
「
愛
・
喜
悦
・
平
和
・
寛
容
・
仁
慈
・
善
良
・
忠
信
・
柔
和
・
節
制
」
と
い
う

姿
（
相
）
が
自
然
の
姿
（
相
）
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
社
会
生
活
、
隣
人
と
の
関
係
、
更
に
は

家
庭
生
活
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
姿
（
相
）
の
人
の
在
り
方
、
存
在
は
、
人
に
安
心
感
・
信
頼
感
を
抱

か
せ
、
場
を
和な
ご

ま
せ
る
効
果
（
役
割
）
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
主
キ
リ
ス
ト
は
、

「
恵さ

い
わ
い福
な
る
か
な
、
平
和
な
ら
し
む
る
者
、
そ
の
人
は
神
の
子
と
称
え
ら
れ
ん
」（
マ
タ
イ
伝

５
章
９
節
）

と
語
ら
れ
、
ご
自
身
が
そ
の
姿
に
徹
し
て
歩
ま
れ
ま
し
た
。
私
達
に
と
っ
て
は
、
神
・
キ
リ
ス
ト
と
の
関

係
が
正
し
く
あ
る
こ
と
（
十
字
架
の
贖
罪
愛
を
体
受
し
て
、
神
・
キ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
真
の
平
安
を
賜
っ
て
い
る
こ

と
）
が
私
達
の
日
常
生
活
に
お
い
て
、
不
可
欠
で
あ
る
と
思
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
主
キ
リ
ス
ト
も
そ
れ
を

願
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
エ
ペ
ソ
書
３
章
16
節
以
下
で
は
、

「
父
そ
の
栄
光
の
富
に
し
た
が
ひ
て
、御
霊
に
よ
り
力
を
も
て
汝
ら
の
内
な
る
人
を
強
く
し
、

信
仰
に
よ
り
て
キ
リ
ス
ト
を
汝
ら
の
心
に
住
は
せ
、
汝
ら
を
し
て
愛
に
根
ざ
し
、
愛
を
基

と
し
、
凡
て
の
聖
徒
と
と
も
に
キ
リ
ス
ト
の
愛
の
広
さ
・
長
さ
・
高
さ
・
深
さ
の
如
何
ば

か
り
な
る
か
を
悟
り
、
そ
の
測
り
知
る
べ
か
ら
ざ
る
愛
を
知
る
こ
と
を
得
し
め
、
凡
て
神

に
満
て
る
者
を
汝
ら
に
満
た
し
め
給
は
ん
事
を
。」

と
、
愛
の
大
切
さ
を
力
説
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
第
４
章
も
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。
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汝
ら
の
天
の
父
の
全
き
が
如
く
、
汝
ら
も
全
か
れ

２
０
２
０
年
12
月
13
日

筵
題
の
言
葉
を
含
む
「
御
言
葉
」
の
全
文
を
以
下
に
掲
げ
ま
す
。

「『
汝
の
隣と

な
り
を
愛
し
、
汝
の
仇あ

だ

を
憎
む
べ
し
』
と
云
へ
る
こ
と
あ
る
を
汝
等
き
け
り
。
さ
れ

ど
我
は
汝
ら
に
告
ぐ
、
汝
ら
の
仇
を
愛
し
、
汝
ら
を
責
む
る
者
の
た
め
に
祈
れ
。
こ
れ
天

に
い
ま
す
汝
ら
の
父
の
子
と
な
ら
ん
為
な
り
。
天
の
父
は
、
そ
の
日
を
悪
し
き
者
の
上
に

も
善
き
者
の
上
に
も
昇
ら
せ
、
雨
を
正
し
き
者
に
も
正
し
か
ら
ぬ
者
に
も
降
ら
せ
給
ふ
な

り
。
汝
ら
己
を
愛
す
る
者
を
愛
す
と
も
何
の
報む

く
い
を
か
得
べ
き
、
取
税
人
も
然し

か

す
る
に
あ
ら

ず
や
。兄
弟
に
の
み
挨
拶
す
と
も
何
の
勝ま

さ

る
こ
と
か
あ
る
、異
邦
人
も
然
す
る
に
あ
ら
ず
や
。

さ
ら
ば
汝
ら
の
天
の
父
の
全ま

っ
たき
が
如
く
、
汝
ら
も
全
か
れ
。」（
マ
タ
イ
伝
福
音
書
５
章
43
～
48

節
）

冒
頭
に
、「
汝
の
隣
を
愛
し
、
汝
の
仇
を
憎
む
べ
し
」
と
の
言
い
伝
え
が
あ
る
よ
う
に
読
め
ま
す
が
、
旧

約
聖
書
の
該
当
箇
所
（
レ
ビ
記
19
章
18
節
）
に
は
、
そ
の
通
り
の
事
は
語
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
新
共
同
訳
聖

書
か
ら
引
用
し
ま
す
と
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
19
章
17
節
、
18
節
、

「
心
の
中
で
兄
弟
を
憎
ん
で
は
な
ら
な
い
。
同
胞
を
率
直
に
戒
め
な
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
彼

の
罪
を
負
う
こ
と
は
な
い
。」

「
復
讐
し
て
は
な
ら
な
い
。
民
の
人
々
に
恨
み
を
抱
い
て
は
な
ら
な
い
。
自
分
自
身
を
愛
す

る
よ
う
に
隣
人
を
愛
し
な
さ
い
。
わ
た
し
は
主
で
あ
る
。」

お
そ
ら
く
、「
復
讐
す
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
復
讐
す
る
相
手
は
「
仇
」
で
あ
っ
て
、

自
分
に
と
っ
て
は
「
憎
い
輩
や
か
ら」、

そ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く
こ
と
が
出
来
な
い
者
、
と
云
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、主
イ
エ
ス
は
、そ
ん
な
「
仇
」
を
愛
せ
よ
、と
言
わ
れ
る
。「
隣
人
を
愛
し
、仇
を
憎
む
」
の
は
「
人

情
」
の
常
で
あ
っ
て
、
現
実
に
「
復
讐
し
な
い
」
だ
け
で
も
立
派
な
事
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
主
イ
エ
ス
は
、

「
愛
せ
よ
、
そ
の
者
の
た
め
に
祈
っ
て
や
れ
」

と
仰
せ
に
な
る
。
こ
れ
は
、わ
た
し
を
含
め
て
、普
通
人
に
は
、と
て
も
出
来
な
い
こ
と
で
す
。
し
か
し
、神・

キ
リ
ス
ト
の
御
前
に
、
自
分
が
い
か
に
「
罪
深
い
存
在
」
で
あ
る
か
（
あ
っ
た
か
）
を
深
く
知
り
、
主
の
十

字
架
の
贖
い
（
贖
罪
）
ゆ
え
に
、
主
の
御
前
に
立
つ
こ
と
が
出
来
る
者
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
よ
う
な
自
分
を

許
し
て
頂
い
た
だ
け
で
な
く
、生
来
の
自
己
中
心
の
「
旧
き
我
」
は
主
の
十
字
架
で
主
と
偕
に
葬
り
去
ら
れ
、

ご
復
活
の
新
し
い
命
に
生
き
る
者
と
さ
れ
た
こ
と
、
聖み
た
ま霊

を
内
に
宿
し
、
そ
の
導
き
を
信
じ
て
歩
む
者
と

さ
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
歩
む
な
ら
ば
、
い
つ
し
か
、「
仇
」
の
た
め
に
祈
る
よ
う
な
者
に
し
て
頂
け
る
か

も
し
れ
な
い
、
そ
ん
な
風
に
思
っ
て
い
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
「
山
上
の
垂
訓
」
に
せ
よ
、
主
イ
エ
ス
の
命
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
お
望
み
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
、
自
分
の
力
で
実
行
す
る
こ
と
が
困
難
も
し
く
は
不
可
能
な
事
が
多
い
で
す
。
そ
ん
な
時
、「
心
配

し
な
い
で
良
い
。
私
（
イ
エ
ス
）
が
さ
せ
て
上
げ
る
か
ら
大
丈
夫
！
」
と
の
御
声
が
響
い
て
い
る
こ
と
に
気

付
い
て
頂
き
た
い
で
す
。
例
え
ば
、「
汝
は
世
の
光
な
り
」
と
仰
せ
に
な
る
時
、「
私
に
帰
依
、
帰
入
（
祈
入
）

し
な
さ
い
。
私
が
あ
な
た
を
光
に
し
て
上
げ
る
か
ら
、
大
丈
夫
だ
！
」
と
の
御
声
が
発
せ
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
信
じ
て
頂
き
た
い
で
す
。
主
は
私
達
に
、
何
者
も
何
事
も
、
奪
う
こ
と
の
出
来
な
い
「
平
安
」
を
賜
っ

て
い
る
か
ら
、
大
丈
夫
で
す
。
ピ
リ
ピ
書
４
章
４
節
～
７
節
を
お
贈
り
致
し
ま
す
。
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主
キ
リ
ス
ト
か
ら
の
贈
り
物

―
―
「
見
え
る
も
の
」
と
「
見
え
な
い
も
の
」
―
―

２
０
２
０
年
12
月
20
日

私
（
奥
田
）
が
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
こ
と
を
教
え
て
頂
い
た
の
は
23
歳
９
カ
月
の
時
、
１
９
５
６
年

７
月
７
日
の
夜
だ
っ
た
。
精
神
的
に
行
き
詰
ま
り
、
暗
闇
の
中
で
呻
吟
し
て
い
た
私
を
キ
リ
ス
ト
が
掴
ま

え
て
く
だ
さ
っ
た
の
だ
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
そ
れ
以
来
、
紆
余
曲
折
が
あ
り
な
が
ら
、
一
筋
の
道

を
歩
ん
で
来
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
主
キ
リ
ス
ト
の
力
あ
る
御
手
の
導
き
の
お
蔭
で
あ
る
。
生
身
の
人

間
や
他
の
生
き
物
が
生
存
す
る
現
実
世
界
（
こ
の
世
）
の
ほ
か
に
、
見
え
な
い
「
霊
界
（
霊
の
次
元
）」
が
存

在
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
不
思
議
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
如
何
な
る
も
の
か
は
知
る
す
べ

も
な
か
っ
た
し
、「
今
を
生
き
る
こ
と
」
さ
え
も
十
分
に
出
来
な
い
の
に
、
死
後
の
世
界
の
事
な
ど
は
関
心

事
で
は
な
か
っ
た
。
将
来
（
未
来
）
に
関
し
て
は
、
不
安
ば
か
り
が
先
立
ち
、「
夢
」
や
「
希
望
」
と
は
無

縁
で
あ
っ
た
。
年
齢
を
重
ね
る
中
で
、
サ
ン
ダ
ー
シ
ン
グ
の
著
作
や
新
約
聖
書
の
キ
リ
ス
ト
の
言
・
行
や

使
徒
書
簡
に
習
熟
す
る
に
つ
れ
、
現
実
世
界
（
現
世
、
見
え
る
世
界
）
の
他
に
、
根
源
界
（
霊
の
次
元
、
天
界
）

が
存
在
す
る
こ
と
、
福
音
書
の
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
根
源
界
か
ら
現
象
界
に
降
っ
て
来
ら
れ
た
「
神
の

現
象
体
」
で
あ
る
こ
と
、
即
ち
、
主
イ
エ
ス
に
お
い
て
神
が
ご
自
身
を
顕
わ
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
、「
私
を

見
た
者
は
、
父
を
見
た
の
で
あ
る
」
と
の
主
イ
エ
ス
の
言
葉
が
、
ご
く
自
然
な
、
至
極
当
然
な
こ
と
と
し

て
受
け
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
も
、
有
難
い
こ
と
に
、
主
イ
エ
ス
は
、
こ
の
地
上
界・現
象
界
か
ら
、

天
上
界
・
根
源
界
（
霊
界
）
へ
の
橋
渡
し
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
。「
我
は
道
な
り
、
真ま
こ
と理
な
り
、
生い
の
ち命
な
り
、

我
に
由
ら
で
は
誰
に
て
も
父
の
御
許
に
い
た
る
者
な
し
」
と
。
そ
し
て
、
肉
体
の
死
は
、
肉
の
体
を
脱
ぎ

捨
て
て
、
霊
体
を
賜
り
、
天
界
に
入
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
、
明
確
に
示
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
の
消
息

を
パ
ウ
ロ
は
、
テ
モ
テ
後
書
１
章
９
～
10
節
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
神
は
我
ら
を
救
ひ
聖
な
る
召め

し

を
も
て
召
し
給
へ
り
。
是
わ
れ
ら
の
行お

こ
な
い為

に
由
る
に
あ
ら
ず
、

神
の
御
旨
に
て
創
世
の
前
に
キ
リ
ス
ト
・
イ
エ
ス
を
も
て
我
ら
に
賜
ひ
し
恩
恵
に
由
る
な
り
。

こ
の
恩
恵
は
今
わ
れ
ら
の
救
主
キ
リ
ス
ト
・
イ
エ
ス
の
現
れ
給
ふ
に
因
り
て
顕
れ
た
り
。
彼

は
死
を
滅
ぼ
し
、
福
音
を
も
て
生
命
と
朽
ち
ざ
る
事
と
を
明
か
に
し
給
へ
り
。」

と
。
パ
ウ
ロ
は
、
コ
リ
ン
ト
前
書
15
章
に
お
い
て
「
復
活
」
の
事
を
語
り
、

「
朽
つ
る
物
に
て
播ま

か
れ
、
朽
ち
ぬ
も
の
に
甦
へ
ら
せ
ら
れ
、
卑
し
き
物
に
て
播
か
れ
、
光
栄

あ
る
も
の
に
甦よ

み
がへ

ら
せ
ら
れ
、
弱
き
も
の
に
て
播
か
れ
、
強
き
も
の
に
甦
へ
ら
せ
ら
れ
、
血

気
の
体
に
て
播
か
れ
、
霊
の
体
に
甦
へ
ら
せ
ら
れ
ん
。
血
気
の
体
あ
る
如
く
、
ま
た
霊
の
体

あ
り
。」

と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
何
も
、「
死
」
の
瞬
間
に
突
然
生
ず
る
事
態
で
は
な
く
、
主
キ
リ
ス
ト
を
信
受
し

た
時
か
ら
、
信
徒
の
中
で
徐
々
に
進
行
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
死
を
も
っ
て
肉
体
の
生
命
が
終
っ
た

時
に
、
そ
れ
ま
で
隠
さ
れ
て
い
た
（
表
面
に
出
な
か
っ
た
）
生
命
が
新
し
く
「
霊
体
」
を
賜
っ
て
、
主
キ
リ
ス
ト

の
御
許
へ
、
天
界
へ
と
飛
翔
し
て
行
く
の
で
あ
る
。
コ
ロ
サ
イ
書
３
章
３
～
４
節
で
は
、「
汝
ら
は
死
に
た
る

者
に
し
て
、
其
の
生
命
は
キ
リ
ス
ト
と
と
も
に
神
の
中
に
隠
れ
在
れ
ば
な
り
。
我
ら
の
生
命
な
る
キ
リ
ス
ト
の

現
れ
給
ふ
と
き
、
汝
ら
も
之
と
と
も
に
栄
光
の
う
ち
に
現
れ
ん
。」
と
あ
る
。「
キ
リ
ス
ト
の
現
れ
給
ふ
と
き
」

で
は
な
く
、「
我
ら
が
天
界
に
導
き
入
れ
ら
れ
て
、
キ
リ
ス
ト
に
お
会
い
す
る
と
き
」
だ
と
申
し
た
い
。


